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令和８年　３月

01

Ａ

01

02

03

04

05

建 築 主

工 事 名 称

工 事 概 要

工 事 場 所

地 域 指 定

敷 地 概 要

用 途 地 域

その他地域

敷 地 面 積

06 工 事 項 目

工 事 項 目 工事種別 構 造 階 数 床 面 積

一 般 事 項

緩和（　　　　　　　　　　　　　　　　　）建 ペ イ 率

容 積 率
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Ｂ 共 通 事 項

指定なし

一 般 事 項Ｄ

特記仕様書(１)

建 築 工 事 特 記 仕 様 書

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　） 緩和（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

そ の 他

鉄骨造

検 査 箇 所

01 完 成 時 検 査 完成時には、留意事項の項目による「室内空気汚染物質測定」を行い基準以下であることを指

定検査センターにて検査確認しなければならない。

分 析 方 法 拡散方式　　　吸引方式

分 析 項 目 ホルムアルデヒド　　　トルエン　　　キシレン

Ｅ 指 定 検 査

エチルベンゼン　　　スチレン　　　パラジクロロベンゼン朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

高山市長　田中　明

岐阜県高山市朝日町万石地内

校舎

渡り廊下 増築工事

増築工事 木造 ２階建

２階建

７３０.３７㎡

　７５.４１㎡

改修工事
ＲＣ造、木造

鉄骨造
３８２３.３９㎡校舎･屋内運動場･渡り廊下 ２階建

工 事 着 手 前 協 議01

協議には、発注者側より監督員及び係長又は課長が、受注者側より現場代理人及び主任技術者

が出席する。

協議時において施工打合せ記録簿の回答欄は監督員が記入し、最後に監督員及び係長又は課長

協議にあたっては、施工打合せ記録簿に協議事項を記入し打合せに持参すること。尚、協議日

の設定については、受注者が事前に監督員と連絡をとり設定すること。

の確認印を押印する。また、その写しは現場代理人（主任技術者）が受け取ること。

受注者は契約後２週間以内に設計書内容等について監督員と工事着手前協議を行うこと。

設 計 図 書 と の 差 異 本設計図書は、既存建物の新築時に於ける設計図書に基づいて作成されている。従って新築時

の納り及び取合いの変更等により既存建物の状態と本設計図書との間に差異が生じ、本設計図

書による施工が困難な場合は、監督員と協議しその指示に従うこと。

変 更

尚、この場合の見積単価については契約時のものとする。但し、工術上必要な微細なる工事変

更については、監督員の指示に従い受注者の工事費負担により施工すること。

工 事 監 理 者 等

１）工事監理者等が現場で立会い等の臨場をする場合にはその業務に協力する。又、書類（工

事関係図書、施工図等）の提出に関し説明を求められた場合にはこれに応じる。

２）監督員から受注者に対する指示又は通知等を工事監理者等を通じて行う場合があるため、

この際は監督員から直接指示又は通知等があったものと同等として取扱う。

３）監督員の指示により受注者が監督員に対して行う報告又は通知等は工事監理者等を通じて

行うことができるものとする。

手 続 き 工事施工完成に必要な諸官庁等への手続は全て受注者の責任とする。尚、手続費用については

受注者の負担とする。

建 設 工 事 保 険 受注者は工事にあたり建設工事保険または相当する保険に加入し、加入を証する書面の写しを

加入後ただちに監督員に提出すること。加入期間は工事着手日より工事完成日の１５日後まで

の期間を満足すること。

工 事 保 証 契約約款に定めるところによる。

工事完成引渡後１年が経過した時点において監督員立会のもとで１年検査を行い、工事不良の

その費用については受注者の負担とする。

完 成 図 完成図及び監督員の指示する図面を作成してのり入れ製本２部を監督員に提出すること。

工 事 写 真 各種工事についての要点を撮影して内容説明を記入の上で監督員に提出すること。

完成時には、　　　外観部分（２ヶ所）　　　内観指示部分（５ヶ所以上）をキャビネ版（カ

ラー）にてファイルにまとめて監督員に提出すること。

施 工 図 各種工事に先立ち施工図及び承認図を提出して監督員の承認を得てから当該工事に着手するこ

と。尚、完成時にはのり入れ製本の上で監督員に提出すること。

指 定 材 料 の 承 認 各種見本品及び製作図・製品図は、工事進行に支障のないよう事前に提出し監督員の承認を得

ること。尚、見本品については監督員が指示するサイズや形状のものとする。

ＪＩＳ・ＪＡＳ規格を有する材料は全てＪＩＳ・ＪＡＳ規格品を使用すること。

材 料 試 験 本工事に使用する材料の内で監督員より指示があるものに関してはその成績表を提出し承認を

受けること。尚、試験に要する費用については受注者の負担とする。

電 子 メ ー ル の 利 用 本工事の施工中における受発注者間の情報共有は電子メールを利用することができる。

工 事 書 類 の 簡 素 化 工事書類の簡素化にあたっては「工事書類簡素化要領」に基づいて実施すること。

提 出 書 類 書式・部数・時期等は高山市ホームページ上に記載された内容とし、遅滞なく監督員に提出し

承認を受けること。尚、監督員との協議により一部を省略することが出来る。

施 工 計 画 書 等 各種工事別に機器・機材・工法等を具体的に定めた施工計画書を提出して監督員の承認を得る

こと。尚、施工計画書に基づいた作業方法等を記載した施工要領書（検査方法も含む）を添付

すること。

09

立 会 検 査 下記の項目については監督員の立会検査を受ける。尚、検査立会記録書に監督員の記名捺印を

受けなくてはならない。

各種製品検査　　　各種仕上検査　　　段階確認　　　完成前検査

02

03

04

05

06

07

08

10

11

12

13

14

15

16

17

為に生じたと認められる損害等については、監督員の指示に従い改修しなければならない。尚、

受注者は監督員から建築士事務所等に委託した工事監理者等が通知された場合には下記に従う。

工事内容に変更が生じる時は、協議書予め提出して承認を受けた後に変更工事に着手すること。

こと。

材料については、グリーン購入法適合品及びリサイクル再生品等を優先し監督員の承諾を得るそ の 他07

01 適 用 基 準

工事請負契約書

この特記仕様書、図面及び現場説明書（質疑応答書）に記載の事項以外は下記に準拠する。

Ｃ 留 意 事 項

02 特 記 仕 様 の 表 示

03 優 先 順 位

１）項目は番号及び符号に　　印をつけたものを適用する。

２）特記事項は　　印をつけたものを適用する。

１）質疑応答書　２）現場説明書　３）特記仕様書　４）標準特記仕様書（添付された場合）

５）設計図書　６）改修標準仕様書　７）標準仕様書

設計図書間に相違がある場合の優先順位は下記の通りとする。

01 使 用 資 材

ホルムアルデヒド及び

揮 発 性 有 機 化 合 物

02 厚生労働省における「厚生労働省指針」に従いホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の基準

値を定める。

測定対象化学物質

ホルムアルデヒド

トルエン

キシレン

厚生労働省の指針値（２５℃の場合）

０．０７ｐｐｍ（　２６０μｇ／ｍ3）以下

０．０８ｐｐｍ（　１００μｇ／ｍ3）以下

発 生 材 処 理

再 生 資 材 の 利 用

コンクリート塊　　　アスファルトコンクリート塊　　　木屑　　　石膏ボード屑

鉄・アルミ・ステンレス屑　　　ガラス・陶磁器屑　　　繊維屑　　　プラスチック屑類

資 材 名 規 格 使 用 場 所 備 考

工事に伴い発生する建設廃棄物の内で次のものは再資源化施設へ搬出すること。

下記の資材については再生資材を使用すること。

処理については「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」「岐阜県廃棄物の適正処理に関する条

例」「岐阜県建設廃棄物適正処理の三原則」の規定を遵守し適正に処理をすること。

再資源化施設への搬出

再生資源の利用計画 建設リサイクル法の実施に係る岐阜県指針に基づき、工事着手前に再生資源利用計画書及び再

を提出及び確認する。また、処理施設の現地確認及び建設廃棄物処理状況の管理を行い、産業

廃棄物が最終処分に至るまで適正に処理されていることを確認しなければならない。なお、廃

棄物マニュフェストＥ票の写しを監督員に提出すること。

生資源利用促進計画書を、工事完了後には同計画書の実施報告書を監督員に提出すること。

受注者は産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督員の指示に従い産業廃棄物関連書類

パラジクロロベンゼンの含まれる量等に充分注意して資材の選定を行うこと。

３号林政部長通知。以下「要領」という。）第１２条により証明された木材を使用すること。

本工事で使用する木材は、岐阜証明材推進制度実施要項（平成１９年１月２４日付県流第４６

ただし、岐阜証明材推進制度による証明運用開始（平成１９年４月１日）前に出荷等されてい

る木材で、岐阜県産材認証制度要綱第８条による認証を受けたものについては要領第１２条に

より証明されたものとみなす。

03

04

05

06

０．０５ｐｐｍ（　２００μｇ／ｍ3）以下

エチルベンゼン

スチレン

０．８８ｐｐｍ（３８００μｇ／ｍ3）以下

０．０５ｐｐｍ（　２２０μｇ／ｍ3）以下

０．０４ｐｐｍ（　２４０μｇ／ｍ3）以下パラジクロロベンゼン

使用資材については、ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレン・　

再生クラッシャラン
プラント再生舗装技術指針

（日本道路協会）
基礎・土間・舗装下

改修部分２階　交流スペース、図工美術室、普通教室

※普通教室・特別支援教室は同一仕上のため各１室のみの検査とする。

－

１９８４６.８４㎡

ＣＯＢＲＩＳの登録18 本工事は「建設副産物情報交換システム（以下「コブリスプラスシステム」という。）の登録

対象工事であり、請負者は、施工計画作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合は

速やかに当該システムにデータの入力を行うものとする。監督職員への報告（提出）はシステ

ムにより作成した{再資源利用計画書（実施書）}及び{再資源利用促進計画書（実施書）}によ

り行うものとする。なお、これにより難い場合は、監督職員を協議しなければならない。

本工事の施工にあたっては「建設工事における建設副産物管理マニュアル」を参考に適切な処

理に努めるものとする。

工 事 実 績 デ ー タ 工事請負代金額５００万円以上の工事については「ＣＯＲＩＮＳ」に登録、申請を行うこと。

下 請 負 契 約 本工事において下請負契約を締結する場合には、当該契約の相手方を高山市内に本店（建設業

法（昭和２４年第１００号）に規定する主たる営業所を含む）を有する者の中から選定するよ

う努めること。下請負者は高山市入札参加資格停止の処置がされていない者を選定すること。

本工事において工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方を高山市内に

本店を有する者の中から選定するよう努めるとともに、調達する工事材料についても高山市内

での生産品（高山市内での生産のないものにあっては岐阜県産品）を選定するよう努めること。

19

20

１６３枚の内　００１号

重 点 監 督 対 象 工 事 当該工事が高山市重点監督対象工事となった場合は、その取扱いに従うこと。

実 施 状 況 の 提 出 受注者は工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、又は地域社会

適 正 燃 料 の 使 用 ディーゼルエンジンを動力とする車両にはＪＩＳ規格の軽油を使用すること。

ディーゼルエンジンを動力とする車両の燃料検査があった場合には協力すること。

そ の 他

週休二日制工事の実施 本工事は、完全週休二日制工事（現場閉所）とする。詳細は、「高山市発注の建設工事に係る

週休二日制工事実施要領」に従うこと。

木製家具の内「飛騨の家具」とされた製作家具については、高山市内に本店があり飛騨木工連

合会の加盟店が製作したものとする。当該家具製作過程で一部を下請けさせる場合においても

高山市内の製作所を選定すること。

21

22

23

24

25

26

伝 統 的 技 術 の 継 承 本工事における伝統的大工技術等（大工、建具、左官、造園等）については、市内における伝

統的大工技術等を継承するため、高山市内の事業者による施工に努めること。

への貢献として評価できる項目について、工事完了時までに実施状況を提出することができる。

事編）令和７年版（以下「改修標準仕様書」という。）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築改修工事標準仕様書（建築・電気・機械設備工

令和７年版（以下「標準仕様書」という。）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（建築・電気・機械設備工事編）

増築部分１階　普通教室、相談室、図書室（２ヶ所）

改修部分１階　職員室（２ヶ所）、特別支援教室

屋内運動場１階　アリーナ（４ヶ所）

検査箇所は次の室（１４ヶ所）とする。

検 査 方 法

換気　測定対象室の全ての窓及び扉(造作家具や押入等を含む)を開放し３０分間換気する。

　　　放したままとする。

閉鎖　測定対象室の全ての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造作家具や押入の扉等は開

測定　測定は閉鎖状態のまま行い、測定時間は原則として２４時間とする。

　　　測定位置は室中央付近の床から１.２～１.５ｍの高さとする。

工 事 完 了 検 査 工事完了時には、建築基準法による「完了検査」を受けなければならない。02

そ の 他03

完了検査申請書の作成を含む申請手続き代理業務は工事監理者が行うが、申請に必要な工事写

示に従う。

真及び書類は受注者が整理すること。その工事写真及び書類の概要については工事監理者の指

02 仮 設 工 事

01

02

03

04

05

仮 設 計 画

工 事 用 水

工 事 用 電 力

工 事 看 板

設計図書中の仮設計画図を元に施工し、事故防止・安全管理に努めること。

構内既存の施設　　　利用できる（　　有償　　　無償）　　　利用できない

構内既存の施設　　　利用できる（　　有償　　　無償）　　　利用できない

08

09

10

11

保 護 設 備

ベ ン チ マ ー ク

現 地 調 査

既存設備の詳細について現地調査を行い、現状図にて施工上の留意点を明確にすること。

施工に先立ち敷地境界線を係員に確認の上でトランシット測量による敷地図を作製して建物及

建物位置と敷地との相対関係、資材搬出入方法と敷地内外の条件、足場の危険防止、衛生、安

本工事現場に掲示する看板は大きさ（１８００×９００程度）とし、書体・仕上・取付位置等

ベンチマークは木杭・コンクリート杭等を用いて移動しないように設置する。ただし、移動の

足 場 等12

遣 方

万一損害を与えた時は、すみやかに応急手当及び復旧工事を行うこと。尚、これに要した費用

仮囲いは外側に夜間の安全確保のため外部照明を設置すること。又、第三者の侵入を防ぐ為に

足元には隙間のないよう設置すること。

本工事の施工に当り、隣地建物・工作物及び通行人に対して損害等を与えないよう必要な保護

足場・桟橋・仮囲い等は、適切な材料及び構造とすること。定置する足場及び桟橋類は、別契

安 全 点 検

掃 除 復 旧 工事完了後建物引渡し前に全体の清掃を行い、工事中の破損箇所は原形復旧すること。

本工事により公道等の工事による損傷部分は完全に復旧すること。又、現場侵入経路となる公

15

16 そ の 他

検 査 ・ 試 験

工事施工にあたっては「騒音規制法」「振動規制法」「岐阜県公害防止条例」等の規定に遵守

さないように対策を充分に講ずること。

13

14

し、低騒音・低振動型の重機を使用して騒音・埃・運搬等により施設付近の住民に迷惑を及ぼ

立会　　　報告　　　位置確認‥‥建物位置、ベンチマーク指示

立会　　　報告　　　遣方検査‥‥基準通り芯の位置、設計ＧＬの高さ

作業開始前・終了後の現場内外の点検を必ず毎日行うこと。

する。尚、公道復旧の要領は管理官庁の指導を受けること。

規　　　模　　　１号　　　２号　　　３号　　　４号　　　５号　　　指定なし

外部足場は「手すり先行工法による足場設置基準」に基づいたくさび緊結式足場とする。

全計画書等を提出して監督員の承認を得ること。

設備・備品　　　机、椅子、書棚、黒板、電話、ＦＡＸ、その他監督員の指示による。

い場所に掲示すること。

はあらかじめ監督員と協議すること。確認済表示板等の工事に関する表示板は工事現場の見易

設備を計画して監督員及び関係者の承認を得てから完全な実施を期さなくてはならない。

については受注者の負担とする。

ベンチマークは監督員の現場指示による。

び周辺工作物の位置を明記し監督員に提出する。

建物位置及び水平の基準は監督員の現場指示による。縄張り後に遣方を建築物等の隅々その他

の要所に設けて工事の支障のない場所に逃げ芯を設けること。

約の関係受注者に無償で使用させること。

道及び構内の舗装が破損した場合は原形復旧を行い、維持管理等の費用について受注者が負担

工事過程において、既設諸施設に損傷を与えた場合は受注者の責任において原形復旧を行う。

設計図書に記載がなく、工事上必要な仮設・撤去・移設・養生等が発生した場合は監督員のも

と速やかに対処すること。

恐れがない固定物を代用することができる。

現 場 事 務 所

工事車両の搬出入経路は、近隣の状況を把握して迷惑を掛けないよう配慮すること。又、必要

に応じて搬出入経路に交通誘導警備員を配備すること。

事前に監督員（工事監理者）の承認を得ること。

構造における参考とされた部材を変更する際は計画変更確認申請の対象となる場合があるため

朝日・高根義務教育学校（仮称）整備工事においては建築工事受注者を労働安全衛生第三十条

２項の規定に基づく特定元方事業者に指名する。



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブデザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

令和８年　３月

特記仕様書(２)

土 工 事03

01

02

03

04

05

06

07

根 切 り

埋 戻 し

盛 土

残 土 処 分

検 査 ・ 試 験

そ の 他

構 外 処 分

立会　　　報告　　　根切り終了時の検査‥‥深さ、幅、長さ及び床ざらいの状態

方　　　法

集積天端均し　　　敷均し整地　　　その他（　　　　　　　　　　　　）

11

05 鉄 筋 工 事

そ の 他

地 業 工 事

01 地 耐 力 試 験

04

08

Ａ

01

02

コンクリートブロックはＪＩＳＡ５４０６による規格品とする。

内　　壁

外　　壁

タテ筋（主筋）

Ｄ１０－＠４００

Ｄ１０－＠４００

ヨコ筋（配力筋）

Ｄ１０－＠４００

Ｄ１０－＠４００

ブロック・パネル工事

コンクリートブロック

の 種 類 普通ブロック‥‥種別（　　Ａ種　　　Ｂ種　　　Ｃ種）

防水ブロック‥‥種別（　　Ｃ種）

厚さ（　　１００　　　１２０　　　１５０）

厚さ（　　５０　　　１００　　　１２０　　　１５０）

山 留 め 山留めは労働安全衛生法、建築基準法、建設工事公衆災害防止対策要綱その他関係法令に従い、

パネル縦使いロッキング

パネル横使いアンカー　　　パネル横使いボルト締め

間仕切壁　ｔ８０mm以上　　　　パネル縦使いアンカー筋　　　乾式

外　　壁　ｔ５０mm以下　　　　タッピングビス止め　　　ボルト締め　　　フック止め

外　　壁　ｔ１００mm以上　　　パネル縦使いスライド　　　パネル縦使い挿入筋

床・屋根　ｔ８０mm以上　　　　敷伏筋

04

03

シ ー リ ン グ 材

工 法 下記の工法による他、メーカーの施工基準による責任施工とする。

‥‥

‥‥仕 様

材 料 名 称

ＡＬＣパネル（軽量気泡コンクリートパネル）

防 水 工 事09

そ の 他

デ ザ イ ン パ ネ ル

ＡＬＣパネルの種類

‥‥厚さ（　　８０　　　１００　　　１２０　　　１５０）

‥‥厚さ（　　８０　　　１００　　　１２０　　　１５０）

‥‥厚さ（　　１００　　　１２０　　　１５０）

‥‥厚さ（　　５０　　　８０　　　１００　　　１２０　　　１５０）

‥‥厚さ（　　３５　　　３７　　　５０）

屋根用パネル

外壁用薄パネル

外壁用パネル

間仕切用パネル

床 用 パ ネ ル

ＡＬＣパネルはＪＩＳＡ５４１６Ｋによる規格品をとし、厚さは下記による。

05

02

01

Ｂ

そ の 他

検 査 ・ 試 験 立会　　　報告　　　配筋検査‥‥補強鉄筋の径、本数、継手

塗 膜 防 水

仕 様

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称シ ー ト 防 水

仕 様

材 料 名 称‥‥

03 補 強 鉄 筋

配筋は右の表による。

準ずる。

鉄筋の種類は鉄筋工事の項目に

ブ ロ ッ ク 目 地

防水ブロックの目地は防水モルタルを使用する。

ブロック目地モルタル（容積比調合　セメント１：砂２．５）の目地幅は１０mmとする。

04

05

01

02

03

ア ス フ ァ ル ト 防 水

安全に設置すること。

方　　　法

構 内 処 分

01

06 コ ン ク リ ー ト 工 事

スランプ（cm）

コンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）は材齢２８日の圧縮強度によるものとする。

スランプ（cm）

スランプ（cm）

スランプ（cm）

‥‥（　　１８　　　１５）

‥‥（　　１８　　　１５）

‥‥（　　１８　　　１５）

‥‥（　　１８　　　１５）

均しコンクリート　　Ｆｃ（N／mm2）‥‥（　　２１　　　１８　　　１６）

設 計 基 準 強 度

基礎コンクリート　　Ｆｃ（N／mm2）

土間コンクリート　　Ｆｃ（N／mm2）

デッキコンクリート　Ｆｃ（N／mm2）

01

02

03

04

05

異 形 鉄 筋 （ＪＩＳＧ３１１２）

１種　　ＳＲ２３５　　　※規格相当品（寸法・強度保証）

２種　　ＳＤ２９５Ａ　　※規格相当品（寸法・強度保証）

３種　　ＳＤ３４５　　　※規格相当品（寸法・強度保証）

４種　　ＳＤ３９０　　　※規格相当品（寸法・強度保証）

２種　　ＳＤ２９５Ｂ　　※規格相当品（寸法・強度保証）

ＪＩＳ規格品は認定工場が発行する規格品証明書のあるものを用いる。

重 ね 継 手

圧　接　工‥‥圧接工はＪＩＳＺ３８８１による技量を有する圧接技量資格者が行い、技術証

‥‥定着の長さは「標準仕様書」による。

圧接部のふくらみの形状及び寸法等の外観試験を全圧接部に対し行うこと。

圧接部試験‥‥第三者検査機関による超音波探傷試験を行うこと。試験箇所数は１ロットに対

し３０箇所とし、ロットから無作為に抜き取る。

種　　　類‥‥重ね継手（Ｄ１０～Ｄ１６）　　ガス圧接（Ｄ１９以上）

鉄筋の末端部には、下記の場合にはフックを設ける。

１）柱の四隅にある主筋で重ね継手の場合及び最上階の柱頭又は基礎柱脚頭にある場合。

２）梁主筋の重ね継手が梁の出隅及び下端の両端にある場合。ただし地中梁を除く。

下記の部分の補強は、設計図書及び「標準仕様書」により補強する。

１）梁の貫通孔の補強　　２）壁の開口部の補強　　３）床版の開口部の補強

鉄 筋 の 種 類

規 格 品 証 明

継 手

末 端 部 フ ッ ク

各 部 の 補 強

特記による。

溶接金網はＪＩＳＧ３５５１によるものとし、網目の形状、寸法及び鉄線の径は設計図書中の

金属拡張アンカー　　　カプセル型接着系樹脂アンカー

立会　　　報告　　　配筋検査‥‥組立鉄筋の径、本数、かぶり、間隔、継手

立会　　　報告　　　圧接部試験‥‥圧接部の超音波探傷試験、外観検査

溶 接 金 網

後 施 工 ア ン カ ー

検 査 ・ 試 験

そ の 他

梁 貫 通 孔 の 補 強06

07

08

09

10

コンクリートブロック造

表層地盤改良後は六価クロム溶出試験（環境庁告示４６号）により溶出量を確認すること。

根切り工法は着手前に地盤の地層・地下水状況及び隣接建物・工作物への影響を把握し監督員

と協議して決定すること。切取り面にその箇所の土質に見合った勾配を保って掘削できる場合

を除き、原則として根切り深さが１．５ｍを超える場合は山留めを設けること。

根切り底の状態が悪く地盤改良等の処置が必要な場合は監督員と協議しその指示に従うこと。

できる。

規格品証明書のあるものは原則として原本を提出し監督員の承認を得て材料試験を省くことが

明書を監督員に掲示する。

梁貫通孔の補強に既製品を用いる場合は国土交通大臣認定品とし、監督員の承認を得ること。

施工に当ってはメーカー仕様書を提出して監督員の承認を得ること。

コンクリートの種類02 コンクリートはレディーミクストコンクリートとし、その種別はⅠ類（ＪＩＳ表示許可工場で

製造されたコンクリート）とする。

セメントの種類は下記による。

普通ポルトランドセメント又は混合セメントＡ種　　　その他（　　　　　　　　　　　）

セ メ ン ト

配 合 表 施工に先立ちコンクリート製造工場の配合表を提出して監督員の承認を得ること。

温 度 補 正

03

04

05 コンクリート打設後の平均気温が１６℃未満の期間は３Ｎ／㎜2、８℃未満の期間は６Ｎ／㎜2

の強度補正を行う。また平均気温が２５℃を超える期間も６Ｎ／㎜2の強度補正を行う。

スランプ　　　空気量　　　温度　　　塩化物量　　　単位容積質量

09

08

07

06

‥‥０．３０㎏／ｍ3以下とする。

試 験

ア ル カ リ 総 量

塩 化 物 量

混 和 剤

‥‥３．０㎏／ｍ3以下とする。アルカリ総量

養 生 標準水中養生　　　現場水中養生（水槽の最高及び最低の水温を毎日測定）

試 験 場 公的機関　　　工場の試験場

供 試 体

び高性能ＡＥ減水剤とする。

混和剤の種類はＪＩＳＡ６２０４（コンクリート用化学混和剤）によるＡＥ剤、ＡＥ減水剤及

塩 化 物 量

10 コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、外気温が２５℃以下の場合は１２０分、

合 板 型 枠 枠組パネル　　　ｔ１２mmのコンクリート型枠用合板

工　　　法

材　　　料

ボルト式　　　番線式

２５℃を超える場合は９０分とする。

打 込 み 時 間 の 限 度

11

コンクリート強度試験（構造体コンクリートの圧縮強度推定用）

７日間（３個）　　　２８日間（３個）　　　型枠脱型用（３個）

Ａ種（山砂の類）　　　Ｂ種（根切り土の良土）　　　その他（　　　　）

試験の種類

02

地盤の転圧

改良の方法‥‥セメント撹拌安定処理工法（固化剤１００㎏／ｍ3）表 層 地 盤 改 良

改良の深さ‥‥設計ＧＬより　　　ｍとする。

試験の箇所

立会　　　報告　　　地耐力試験‥‥地耐力の試験立会

07

08

09

10

均しコンクリート地業

断 熱 材 敷

防 湿 シ ー ト 敷

検 査 ・ 試 験

立会　　　報告　　　支持力検査‥‥杭試験掘削中の支持力（電流計による）

均しコンクリートの厚さは（　　５０mm　　　６０mm　　　８０mm）とし、平坦に仕上げる。

06 ラップルコンクリート

地 業 ートと玉石の比は１：１程度にする。

材　　　料‥‥コンクリートの調合は、セメント１：砂３：砂利６（容積比）とし、コンクリ

強　　　度‥‥Ｆｃ１８（N／mm2）

スラブ・土間コンクリートの部分には、基礎地業完了後荒砂を厚さ１０mm程度に敷均しの上で

砂 利 地 業

割 栗 地 業

そ　の　他‥‥締固め歩み幅は用具の径以内とし、締固めによる凹凸は目つぶし砂利で上均し

材　　　料

の上で充分な転圧をしなければならない。

杭 地 業 杭 の 種 類

杭 の 工 法

試 験 掘 削

支 持 耐 力

03

04

05 材　　　料‥‥割栗石は硬質なものとし下記を使用する。

ポリエチレンフィルムｔ０．１５mmを設計図書指示範囲に敷込む。尚、ポリエチレンフィルム

の重ね幅は３００mm以上とする。

指示に従うこと。尚、試験掘削深さは監督員の承認を得て決定すること。

‥‥杭打ちに先立ち試験掘削（１ヶ所）を行い、位置については施工時に監督員の

仕 様

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

検 査 ・ 試 験

そ の 他

立会　　　報告　　　防水面水張り試験‥‥水張り状態１週間の漏水確認

ＰＵ－２

ＳＲ－１

ポ リ ウ レ タ ン 系

シ リ コ ー ン 系

責 任 保 証

シ ー リ ン グ 材

ＭＳ－２変 成 シ リ コ ー ン 系

施 工 箇 所記 号種 類

記名捺印の上で監督員に提出すること。尚、保障期間は１０年以上とする。

Ｆ Ｒ Ｐ 防 水

仕 様

材 料 名 称04 ‥‥

‥‥

05

06

07

08

そ の 他

立会　　　報告　　　型枠寸法検査‥‥型枠の寸法、鉄筋のかぶり

立会　　　報告　　　コンクリート強度試験（２８日）

検 査 ・ 試 験

コンクリート打放仕上の不良箇所修正は、打放修正専門業者によるものとする。合 板 型 枠 打 放 補 修

コ ン ク リ ー ト

Ｂ種‥‥打放しのままで、目違いばらいを行った面

Ａ種‥‥目違い不陸などの少ない良好な面

打 放 し 仕 上

13

14

15

16

07 鉄 骨 工 事

形 鋼

鋼 板

軽 量 形 鋼

高 力 ボ ル ト

ベースプレート

アンカーボルト

普 通 ボ ル ト

技能資格者‥‥組立・本溶接ともＪＩＳＺ３８０１又はＪＩＳＺ３８４１の有資格者が行う。

Ｈグレード　　　Ｍグレード　　　Ｒグレード　　　Ｊグレード　　　設定しない

鉄骨製作工場の性能評価基準の内で下記のグレードの工場とする。

防 錆 塗 装

亜鉛メッキ‥‥溶融亜鉛メッキ２種（ＪＩＳＨ８６４１）とし、下記の等級とする。

ＨＤＺ５５（Ａ種）　　　ＨＤＺ４５（Ｂ種）　　　ＨＤＺ３５（Ｃ種）

‥‥水性１液速乾エポキシ系錆止め塗料（Ｆ☆☆☆☆）室 内 部 分

ＪＩＳ規格品は認定工場が発行する規格品証明書のあるものを用いる。

溶接部試験‥‥第三者検査機関による完全溶込み溶接部の超音波探傷試験を行うこと。工場内

検査は外観検査も含め１００％行うこと。

鉄骨建方終了後、柱底には、ベースプレート下端全面に充分にゆきわたるように、無収縮モル

タル（容積比調合　セメント１：砂２）を詰込む。但し特殊工法アンカーボルトを使用した場

合は、メーカーの指定工法による。

01

02

03

04

05

鋼 材 の 種 類

規 格 品 証 明

鉄 骨 加 工 工 場

溶 接

防 錆 処 理

柱 底 均 し モ ル タ ル06

ＳＳＣ４００

ＳＳ４００　　　ＳＮ４００Ｂ　　　ＳＮ４９０Ｃ　　　※規格相当品

ＳＳ４００　　　ＳＮ４００Ｂ　　　ＳＮ４９０Ｃ　　　※規格相当品

ＪＩＳの高力ボルト　　Ｆ１０Ｔ　　　　　　　　　　　　規格品

トルシア形高力ボルト　Ｓ１０Ｔ　　　　　　　　　　　　規格品

ＳＳ４００　　　　　　中３級　　　　　　　　　　　　　規格品

特殊工法（露出型弾性固定柱脚工法）

‥‥鉛クロムフリー錆止め（ＪＩＳＫ５６７４）とし、塗装回数は工場１回、現場

タッチアップ１回とする。ただし、組立後塗装できない部分は工場２回とする。

ＡＢＲ４００　　　ＳＭ４９０Ａ　　　ＳＳ４００　　　※規格相当品

できる。

規格品証明書のあるものは原則として原本を提出し監督員の承認を得て材料試験を省くことが

柱　　　　　脚

耐 火 被 覆

立会　　　報告　　　鉄骨製品検査‥‥部材寸法（肉厚）、各部寸法、防錆塗装

立会　　　報告　　　高力ボルト締め検査‥‥ＪＩＳ形高力ボルト：トルクコントロール法

立会　　　報告　　　鉄骨上棟時の検査‥‥建物の倒れ：トランシットによる計測。

立会　　　報告　　　溶接部試験‥‥完全溶込み溶接部の超音波探傷試験（全体の１０％）

立会　　　報告　　　鉄骨原寸検査‥‥各部寸法、階段詳細、仕口及び継手、ＣＡＤ施工図検 査 ・ 試 験

柱‥‥厚さ２５ｍｍ　　耐火１時間（ＦＰ０６０ＣＮ－９４６０）

梁‥‥厚さ２５ｍｍ　　耐火１時間（ＦＰ０６０ＢＭ－９４０８）

そ の 他09

種　　　別　　　ポリウレタン系（ＰＵ－２）　　　変成シリコ－ン系（ＭＳ－２）

07

08

耐火被覆に用いる吹付ロックウールは半乾式工法とする。

打　増　し‥‥打放合板型枠部分の打増しは（　　ｔ２０mm　　　ｔ２５mm）とする。

前記防水工事は専門業者の責任施工とし、受注者及び施工会社並びに製造メーカーは保証書に

Ａ種（山砂の類）　　　Ｂ種（根切り土の良土）　　　その他（　　　　）

‥‥

‥‥

‥‥　　　kN／本（メーカーの算定式による）

切込砂利　　　切込砕石　　　再生砕石

割玉石　　　切込砕石　　　再生砕石

立会　　　報告　　　砕石検査‥‥砕石厚、締固め状況

立会　　　報告　　　耐火被覆検査‥‥被覆厚

‥‥

丸型・角型鋼管 ＳＴＫ４００　　ＳＴＫＲ４００　　ＢＣＲ２９５　　　※規格相当品

金属－サイディング、金属－金属

試験の方法‥‥敷地調査工事共通仕様書及びメーカー仕様による。

設計図書指示範囲に敷込む。尚、ポリスチレンフォームは隙間のないよう敷詰める。

スラブ・土間コンクリートの部分には、押出法ポリスチレンフォーム（３種ａＤ）ｔ５０mmを

‥‥掘削完了地盤　１箇所（位置については係員の指示に従う）

‥‥（　　２４　　　２１　　　１８）

‥‥（　　２４　　　２１　　　１８）

‥‥（　　２４　　　２１　　　１８）

コンクリート受入試験

立会　　　報告　　　コンクリート受入試験（１５０ｍ3ごとに１回以上）

‥‥平板載荷試験（渡り廊下：１２０ｋＮ／㎡）

ＳＳ４００　　　ＳＮ４９０Ｂ　　　ＳＮ４９０Ｃ　　　※規格相当品

内部水回り、木－木

‥‥塩ビ樹脂系シート防水ｔ２．０

‥‥ウレタンゴム系塗膜防水

‥‥密着工法、露出防水用（ベランダ）

‥‥ポリマーセメント系塗膜防水

‥‥珪酸質系塗膜防水

‥‥露出防水用（ＥＶピット壁外面）

‥‥露出防水用（ＥＶピット内、外部コンクリート表し部）

‥‥機械的固定工法（平場）、接着工法（立上り）

－ １６３枚の内　００２号

深さ３０ｃｍ毎のバックホウによる転圧　　　振動ローラーによる転圧

指定あり（開発許可を得た残土処分場　　　）　　　指定なし（自由処分）



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブデザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

令和８年　３月

特記仕様書(３)

10

01 材 料

石 工 事

材 料 名 称 寸 法 仕 様 施 工 箇 所

石材の仕様は下記の表による。

13 屋 根 工 事

01 仕 上 材

仕 様

材 料 名 称

15

01

02

モ ル タ ル 塗

外 壁 す そ 廻 り

普通モルタル‥‥セメントはＪＩＳ規格品による普通ポルトランドセメントによる。

防水モルタル‥‥防水剤はＪＩＳＡ６１０１（建築用セメント防水剤）の規定による。

左 官 工 事

02

03

検 査 ・ 試 験

そ の 他

立会　　　報告　　　原石検査‥‥加工工場による目視

11

01 材 料

仕 様寸 法 役 物 施 工 箇 所材 料 名 称

タ イ ル 工 事

タイルの仕様は下記の表による。

そ の 他09

屋外床用タイル 磁器質無釉

仕 様

材 料 名 称

製作品は部分詳細図に準ずる。

サンプル提出‥‥監督員の指示による現物サンプルを提出して承認を得ること。

汚垂石 ｔ２０×Ｗ６００ 御影石（本磨き） 男子トイレ
材 料 名 称02 断 熱 材

03 材 料 名 称

材 料 名 称

仕 様

副 資 材

下 地 材 材 料 名 称

‥‥アスファルトルーフィング９４０防 水 シ ー ト

04

05

仕 様

‥‥構造用合板ｔ１２

排 水 ド レ イ ン

雪 止 め

07

08

そ の 他

14 金 属 工 事

材 料 名 称

仕 様

01

記　　号 ス タ ッ ド ラ ン ナ ー 振 止 め

　６７×４０×０．８

ＬＧＳ　５０

ＬＧＳ　６５

ＬＧＳ　７５

ＬＧＳ　９０

ＬＧＳ１００

　５０×４５×０．８

　６５×４５×０．８

　７５×４５×０．８

　９０×４５×０．８

１００×４５×０．８

　７７×４０×０．８

　９２×４０×０．８

１０２×４０×０．８

　２５×１０×１．２

　２５×１０×１．２

　２５×１０×１．２

　２５×１０×１．２

　２５×１０×１．２

　５２×４０×０．８

４５０ｍｍとする。

振れ止めは床面ランナー下端から約１．２ｍごとに設ける。

スタッドの間隔は、仕上材直貼及び壁紙・塗装下地材直貼の場合は３００ｍｍとし、その他は

開口部の縦枠補強材は上下共にあと施工アンカー等で固定した金物に溶接又はボルト留めする。

軽 量 鋼 製 床 下 地

軽 量 鋼 製 壁 下 地02

材 料 名 称

仕 様

04

10

外 装 材

落 雪 防 止09

手 摺05 材 料 名 称

仕 様

屋根材についてはメーカーからの１０年保証期間の保証書を監督員に提出する。

記　　号 シングル野縁 ダブル野縁 野 縁 受 材

　２５×１９×０．５

　２５×２５×０．５

　５０×１９×０．５

　５０×２５×０．５

　３８×１２×１．２

　３８×１２×１．６

ＬＧＳ　１９

ＬＧＳ　２５

外壁胴縁に面する部分の軽量鉄骨壁下地は（　　ＬＧＳ５０　　　ＬＧＳ６５）とする。

軽 量 鋼 製 天 井 下 地03

野縁受材、吊ボルトの間隔は９００ｍｍ程度とし、周辺部は端から１５０ｍｍ以内とする。

天井のふところが１．５ｍ以上の部分は縦横間隔１．８ｍ程度に振れ止めを設ける。

内外共にハンガー及びクリップは耐震仕様（ボルト締め等）とする。

‥‥

‥‥

中継ルーフドレイン：

〃 桧材柱・間柱・筋違

〃

板　材

桧材

03 木 材 証 明

第４６３号林政部長通知）第１２条により証明された木材を使用すること。ただし、岐阜証明

材推進制度による証明運用開始（平成１９年４月１日）前に出荷等されている木材で、岐阜県

産材認証制度要綱（平成１３年８月１日森第３５１号農山村整備局通知（平成１９年３月３１

使用する木材の内で次の材料は、岐阜証明材推進制度実施要領（平成１９年１月２４日付県流

日付で廃止））第８条による認証を受けたものについては要領第１２条により証明されたもの

とみなす。

その他指定樹種以外は全て高山市産材（調達が困難な場合は岐阜県産材にできるが監督員の承

認を得ること）とし、納品書等で確認できるものとする。

シーリング材は防水工事のシーリング材の項目による。

立会　　　報告　　　外壁タイルの接着力試験

02

03

04

伸 縮 目 地

検 査 ・ 試 験

そ の 他

　　Ａ　種 　　Ｂ　種

構造材・下地材

造 作 材

工事現場搬入時の

全断面の平均推定値とする

〃

12 木 工 事

含 水 率01

材 種 ・ 等 級 ・ 材 質02

木材の含水率は下記の表による。

構造材

備 考

種 別

無節 上小節 小節

材 種

桧材

特一等

等 級

施 工 箇 所

一等

１５％以下

１５％以下

２０％以下

１８％以下

木材の仕様は下記の表による。材種を代用する場合は監督員の承諾を得ること。

土台・大引

サンプル提出‥‥監督員の指示による現物サンプルを提出して承認を得ること。

〃

柱、梁などの主要構造はすべてＪＡＳ（日本農林規格）製品またはぎふ性能表示材を使用する

こと。ただし、そま角、丸太等のＪＡＳ製品またはぎふ性能表示材で供給できない部材につい

検 査 ・ 試 験

立会　　　報告　　　上棟後の検査‥‥建方完了後、筋違い、火打梁、仕口金物等の確認

立会　　　報告　　　現場搬入時の検査‥‥含水率及び木材寸法の確認

立会　　　報告　　　製材完了時の検査‥‥樹種、等級、材質の確認07

そ の 他08

断 面 寸 法

水廻りの木下地部分、壁体中に給排水管が埋込まれている部分。

コンクリートに接する土台、転ばし大引、転ばし根太の全面。

地面から高さ１ｍまでの部分、但し見掛り部を除く。

04

05

06

防 蟻 防 腐 処 理 防蟻防腐材は水溶性木材保護塗料とし、下記の部分に充分塗布する。

サンプル提出‥‥造作材は監督員の指示による現物サンプルを提出して承認を得ること。

使用する集成材は下記の種別とする。

設計図書中の木材寸法は全て造作材は仕上り寸法とし、構造材・下地材は挽立て寸法とする。

ては、ぎふ証明材の使用を認める。

タイル目地は抗菌・防カビタイプとする。

内外部（羽目板　　　　　　　）

内外部（建具枠・巾木等　　　）造作材

下地材 桧材

〃

柱・土台（見掛かり　　　　　）

梁・母屋・垂木・火打

梁（見掛かり　　　　　　　　）

桧材

木下地（胴縁等　　　　　　　）

構造材・下地材・造作材で使用する全ての木材（桧・杉材）

‥‥

雨 樋06

すそ廻りコンクリートの見掛り部分は薄塗モルタル（　　刷毛引　　　金ゴテ）仕上とする。

モルタル種類　　　樹脂モルタル　　　ポリマーセメントモルタル

16

01

02

一 般 事 項

鋼 製 建 具

特に係員の指示する特殊な建具については図示がなくても気密性・水密性・耐風圧等について、

防 錆 処 理

ジンクロメートメッキ処理

注 意 事 項‥‥窓・出入口の枠・方立・無目などは鋼板ｔ２．３ｍｍとする。図示がなくとも

外部廻り・機械室等・騒音を生じる場所の鋼製戸枠は、エアタイトゴム気密材

ジンクロメート錆止めペイント１回塗　　　溶融亜鉛メッキ処理

鋼板の種類　　　普通鋼板　　　ボンデ鋼板　　　ボンデ亜鉛鋼板　　　その他（　　　　　）

アルミニウム製建具 種　　　類　　　レディーメイド製品　　　オーダーメイド製品

表 面 処 理 着色陽極酸化皮膜処理　　　無着色陽極酸化皮膜処理　　　焼付塗装

性 能 仕 様

断熱タイプ（Ｓ－５、Ａ－４、Ｗ－５、Ｔ－２、Ｈ－３）

一般タイプ（Ｓ－５、Ａ－４、Ｗ－５、Ｔ－２、Ｈ－１）

シ ャ ッ タ ー

材　　　質　　　カラー鋼板製　　　塩ビ鋼板製　　　アルミ製

種　　　類　　　重量シャッター（　　防火　　　防音）　　　軽量シャッター

03

04

そ の 他 の 建 具

仕 様

材 料 名 称

Ａ

05

‥‥建具の性能仕様は下記とする。（耐風圧性、気密性、水密性、遮音性、断熱性）

開　閉　機　　　手動（軽量）　　　電動（　　重量　　　軽量）

金 属 製 建 具

充分検討し制作取付を行うこと。

を用いる。

建 具 ・ 家 具 工 事

そ の 他08

タル（容積比調合　セメント１：砂２）を詰込む。

無収縮モルタル打設に先立ちＪロートによる流下時間測定試験を行うこと。

鉄骨建方終了後、柱底には、ベースプレート下端全面に充分にゆきわたるように、無収縮モル柱 底 均 し モ ル タ ル

網　　　戸　　　クリアネット　　　ステンレスネット

07

サンプル提出‥‥仕上塗材は監督員の指示による現物サンプルを提出して承認を得ること。

03

04

副 資 材

不 陸 調 整 材

コーナービート、見切縁、目地棒等の種類及び施工箇所については監督員の指示による。

05

06

セルフレベリング材

左官塗床材・塗壁材

種　　　類　　　セメント系　　　石膏系

施 工 箇 所材 料 名 称 仕 様種 類

不陸調整は下地面の清掃を行い、カチオン系ポリマーセメントモルタル下地調整塗材により平

滑に塗り付ける。

左官塗材の仕様は下記の表による。

01

02

03

04

一 般 事 項

木 材 料

合 板

建 具 家 具 金 物

材 種

含 水 率‥‥加工及び組立時の含水率は天然乾燥１８％以下、人工乾燥１５％以下とする。

表面材及び下地材の合板のホルムアルデヒド放散等級はＦ☆☆☆☆以上とする。

そ の 他

Ｖ Ｏ Ｃ 対 策

ロロベンゼンの含まれる量等に充分注意し資材の選定を行うこと。

特に合板・仕上塗装・接着剤については、ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・パラジク

Ｂ

05

06

木製建具・家具

示による。

デザイン、仕様については建具表及び家具表によるものとするが、詳細については監督員の指

‥‥建具表及び家具表による。材種を代用する場合は監督員の承諾を得ること。

金物の形状及び機能については、事前に見本品又は仕様書を提出して監督員の承認を得ること。

鍵類は市販品のキーボックスに案内札を取付けて引渡し時に提出する。

施錠はマスターキー対応とする。

員と協議し指定濃度以下となるよう枯らし期間を充分取り現場搬入を行うこと。

サンプル提出‥‥表面材は監督員の指示による現物サンプルを提出して承認を得ること。

上記が含まれる合板等を使用する場合は製品安全データシート（ＳＤＳ）を提出の上で監督

１５０角 ポーチ、屋外階段

杉材

桧材

集 成 材 ・ 積 層 材

集成材・積層材として加工する木材は全て岐阜県産材を原則とする。

構造用集成材　　　大断面集成材　　　内法造作集成材　　　板状集成材　　　板状積層材

‥‥

‥‥

‥‥

竪樋：カラーＶＰφ７５（同色継手）、掴金具＠１２００程度

飾り桝：ＳＵＳ製Ｗ２００×Ｄ２００×Ｈ２２０

ルーフドレイン：鋳鉄製横引き打込型（シート防水用）φ７５

‥‥定尺板横葺

‥‥唐草、棟包み、雨押え水切、破風・鼻隠巻き

‥‥ブラケット手摺（屋内）

‥‥木目調樹脂製φ４０、ハンガーボルト固定

仕 様

材 料 名 称そ の 他 金 物08

仕 様

材 料 名 称

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

‥‥

‥‥

仕 様

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称06

仕 様

材 料 名 称エ キ ス パ ン シ ョ ン07

仕 様

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

‥‥オーバーハング水切

‥‥カラー鋼板製ｔ０．３５×Ｈ３０×Ｗ５５・４０

‥‥通気水切

‥‥笠木（カラー）

‥‥アルミ製（押出形材）Ｗ２００・Ｗ２５０

仕 様

材 料 名 称

‥‥壁取合いＥＸＰ.Ｊ　屋根＋外壁

‥‥アルミ製、クリアランス１００mm

‥‥アルミ製、クリアランス１００mm－Ｗ３００

‥‥ＥＸＰ.Ｊ　外壁コーナー、床＋床、内壁コーナー、天井＋内壁

‥‥軒天通気見切

‥‥カラー鋼板製ｔ０．３５×Ｈ２３×Ｗ７０

‥‥カラー鋼板製ｔ０．３５×Ｗ６８

笠 木 ・ 水 切 ・ 見 切

‥‥見切縁（床）

‥‥ＳＵＳ製Ｗ３５×ｔ１．５、面付型、ビス固定

‥‥天井裏点検口

‥‥アルミ製４５０角（天井仕上同材張）

‥‥

‥‥

仕 様

材 料 名 称

‥‥鋼製束組下地

‥‥スチール製（亜鉛メッキ品）、耐荷重２０ｋＮ以上

上り框・付框 御影石（本磨き） 昇降口
Ｗ１００×Ｈ１５０

ｔ２０×Ｈ１５０

荒ゴテ仕上
高耐候可とう性

アクリル樹脂
砂状コテ仕上外装材 外壁

‥‥手動バランス式シートシャッター（特定防火設備、遮煙性能）

‥‥樹脂コーティング耐熱ガラスクロスｔ０．７、自動閉鎖装置

そ の 他07

建 具 金 物06 金物の形状及び機能については、事前に見本品又は仕様書を提出して監督員の承認を得ること。

鍵類は市販品のキーボックスに案内札を取付けて引渡し時に提出する。

施錠はマスターキー対応とする。

仕 様

材 料 名 称‥‥可動間仕切壁

‥‥フレーム：アルミ押出形材、パネル：カラー鋼板(ペーパーコア芯)

視覚障がい者

誘導タイル
３００角 磁器質無釉 － ポーチ、屋外階段

‥‥木目調ＡＳＡ樹脂製φ４０、支柱：アルミ製φ４８．６

‥‥スロープ手摺・階段手摺（屋外）

－

‥‥遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板ｔ０．４

軒樋：樹脂被覆スチール製前高角樋Ｗ１６０×Ｈ９０　内吊金具＠３００

‥‥遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板製ｔ０．４

１６３枚の内　００３号

雪止アングル：ＳＵＳ製Ｌ－４０×４０×３

雪止金具：ＳＵＳ製＠６００



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブデザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

令和８年　３月

消火器ボックス

特記仕様書(４)

使用塗料については製品安全データシート（ＳＤＳ）を監督員に提出すること。

透明ガラス01 ガ ラ ス の 種 類

硝 子 工 事17

型板ガラス

網入ガラス

複層ガラス

型板ガラス

合せガラス

強化ガラス

熱線ガラス

フロート板ガラス　　　磨板ガラス　　　スリ板ガラス

網入磨板ガラス　　　網入型板ガラス

合せガラス　　　和紙入合せガラス

特殊ガラス

熱線吸収ガラス　　　熱線反射ガラス

ペアガラス　　　Ｌｏｗ－Ｅペアガラス（　　遮熱　　　断熱）

耐熱強化ガラス　　　装飾ガラス　　　鏡

03 ガ ラ ス ブ ロ ッ ク

02 ガ ラ ス 留 め 材

04 そ の 他

シーリング‥‥シリコーン系シーリング材とする。但し、防火設備建具については準不燃シー

リング材とする。

ガスケット‥‥アルミニウム製建具に用いる障子はグレイジングチャンネル形とする。

水 抜 き 孔

目　　　地‥‥目地幅は平積みの場合８～１５mmとし、曲面積みの場合外側１５mm以下、内側

６mm以上とする。尚、６ｍ以下ごとに伸縮調整目地を設ける。

‥‥外部に面する下枠の溝には１ｍ以下ごとにφ６mm以上の水抜き孔を設ける。

18

吹 付 材

そ の 他

内部使用塗料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆以上とする。

08

Ａ

01 材 料 塗料は原則として製造所において指定された色及び艶に調合する。

吹 付 塗 装 工 事

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

サンプル提出‥‥監督員の指示による現物サンプルを提出して承認を得ること。

02 素 地 ご し ら え 内部吹付部分の素地ごしらえは塗装材の項目に準ずる。

コンクリート面の素地 素地を充分に乾燥（含水率１０％以下）させ、汚れ・付着物は面を傷つけないように除去する。

Ａ Ｌ Ｃ 面 の 素 地

セメント系下地調整塗材にて平滑に仕上げる。

セメント系下地調整塗材にて穴・ひび割れを埋め平滑に仕上げる。

03

04

05

素地の汚れ・付着物は面を傷つけないように除去し合成樹脂エマルションシーラーを塗る。

素地の汚れ・付着物は面を傷つけないように除去し合成樹脂エマルションシーラーを塗る。モ ル タ ル 面 の 素 地

素地の汚れ・付着物は面を傷つけないように除去し吸込止シーラーを塗る。06

07 吹 付 材

‥‥ＪＩＳＡ６９０９、Ｆ☆☆☆☆品、ゆず肌状

強化ガラス　　　型板強化ガラス

ボ ー ド 面 の 素 地

‥‥

‥‥

‥‥調湿形（珪藻土）水溶性樹脂系吹付：内外装薄塗材Ｅ

塗 装 材

01

02

03

材 料

木 部 の 素 地

防火材料の指定がある場合は建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする。

塗料は原則として製造所において指定された色及び艶に調合する。

木部の汚れ・付着物は面を傷つけないように除去し、油類は溶剤等で拭き取る。

カンナ目、逆目、けば等は研磨紙Ｐ１２０～２２０を使用し研磨する。

着色剤を用いて着色する場合は色むらが出ないように乾いた布で拭き取って色が均一になるよ

うにする。

錆はディスクサンダー・スクレーパー・ワイヤーブラシ又は研磨紙Ｐ１２０～２２０で除去し、

放置せずに次の工程に移る。

鉄 鋼 面 の 素 地

亜鉛メッキ鋼面の素地

鉄鋼面の汚れ・付着物はスクレーパー・ワイヤーブラシ等で除去し、油類は溶剤等で拭き取る。

拭き取る。

亜鉛メッキ鋼面の汚れ・付着物はスクレーパー・ワイヤーブラシ等で除去し、油類は溶剤等で

移る。

ウォッシュプライマー１種（ＪＩＳＫ５６３３）を塗り、２時間以上８時間以内に次の工程に

コ ン ク リ ー ト 面

ヤニは削り取り又は電気ゴテ焼きの上で溶剤等で拭き取る。

04

05

合成樹脂エマルションパテにて穴・ひび割れを埋め、パテ乾燥後に研磨紙Ｐ１２０～２２０を

石膏ボードの目地処理材はジョイントコンパウンドとし、不陸を調整する。

釘頭・タタキ跡・傷等はパテ処理の上で研磨紙Ｐ１２０～２２０を使用し研磨する。

塗 料 材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

使用し研磨し全面を平らに仕上げる。

吸込止シーラーを塗り合成樹脂エマルションパテをしごき取り平滑にし、パテ乾燥後に研磨紙

06

07

込止シーラーを塗る。

素地を充分に乾燥（含水率１０％以下）させ、汚れ・付着物は面を傷つけないように除去し吸

モ ル タ ル 面 の 素 地

Ｐ１２０～２２０を使用し研磨し全面を平らに仕上げる。

ボ ー ド 面 の 素 地

Ｂ

内部使用塗料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆以上とする。

そ の 他 サンプル提出‥‥監督員の指示による現物サンプルを提出して承認を得ること。08

使用塗料については製品安全データシート（ＳＤＳ）を監督員に提出すること。

‥‥ＳＯＰ（木面、鉄鋼面）：合成樹脂調合ペイント（２回塗）

‥‥ＪＩＳＫ５５１６（１種）　弱溶剤系、Ｆ☆☆☆☆品

‥‥ＥＰ（ボード面）：合成樹脂エマルション塗料（２回塗）

‥‥ＪＩＳＫ５６６３（１種）　低ＶＯＣ、艶消仕上、Ｆ☆☆☆☆品

‥‥ＵＣ（木面）：１液形水性ポリウレタン樹脂塗料（２回塗）

‥‥低汚染、Ｆ☆☆☆☆品

‥‥２－ＵＣ（フローリング面）：２液形ポリウレタン樹脂塗料（３回塗）

‥‥Ｆ☆☆☆☆品

‥‥ＷＰ（屋内外木面）：木材保護着色塗料（２回塗）

‥‥屋外用油性　防腐、防カビ

‥‥ＤＰ：耐候性塗料（２回塗）

‥‥ＪＩＳＫ５６５９　超耐久・超低ＶＯＣ、１級フッ素樹脂塗料

‥‥ＯＳ（木面）：オイルステン（２回塗）

‥‥Ｆ☆☆☆☆品

材 料 名 称

仕 様

‥‥

‥‥

19

Ａ 床 材

内 外 装 工 事

01 木 質 系 製 品 材 料 名 称

材 料 名 称

仕 様

仕 様

‥‥セラミックＵＶ塗装、クッション材付、本実加工品、Ｆ☆☆☆☆品

‥‥セラミックＵＶ塗装、クッション材付、本実加工品、Ｆ☆☆☆☆品

タ イ ル 製 品 材 料 名 称

仕 様

‥‥タイルカーペットｔ６．５

材 料 名 称

仕 様

‥‥視覚障がい者誘導シート（点鋲）

‥‥ＪＩＳＴ９２５１適合品、３００角、点鋲のみタイプ

02

材 料 名 称

仕 様‥‥重歩行用

‥‥複層ビニル床シートｔ２．０（一般・耐薬性・抗菌性）03 シ ー ト 製 品

‥‥重歩行用、ナイロン製３．５mmループ、制電制、防炎品

‥‥直張複合フローリングｔ１３

フリーアクセスフロア 材 料 名 称

仕 様

断 熱 材 材 料 名 称

仕 様

‥‥ＯＡフロアＨ５０

‥‥樹脂製、５００角、耐荷重３０００Ｎ

そ の 他

Ｂ 壁 材

01 木 質 系 製 品

サンプル提出‥‥監督員の指示による現物サンプルを提出して承認を得ること。

‥‥押出法ポリスチレンフォーム（３種ａＤ）ｔ５０

‥‥熱伝導率０．０２２Ｗ/(ｍ･Ｋ)、板状

材 料 名 称

仕 様

02 石 膏 製 品

‥‥高山市産材、本実加工品

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

仕 様

材 料 名 称‥‥ＥＰボードｔ５．５

‥‥掲示板下地、Ｆ☆☆☆☆品

材 料 名 称

仕 様

‥‥桧突板合板ｔ２．５

‥‥Ｆ☆☆☆☆品、目透張

材 料 名 称

仕 様

04

05

06

07

‥‥硬質木片セメント板ｔ１２耐 火 ・ 準 耐 火 製 品

‥‥準耐火構造（国交省告示）

‥‥縦張・横張桧羽目板ｔ１２（上小節）

‥‥シージング石膏ボードｔ１２．５材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

‥‥石膏ボードｔ１２．５

‥‥不燃材料認定品（国交大臣認定）

‥‥準不燃材料認定品（国交大臣認定）

‥‥石膏ボードｔ９．５

そ の 他

Ｃ 天 井 材

01

09

材 料 名 称

仕 様

サンプル提出‥‥監督員の指示による現物サンプルを提出して承認を得ること。

木 質 系 製 品

‥‥高山市産材、本実加工品

‥‥杉羽目板ｔ１２（上小節）、桧羽目板ｔ１２（上小節）

‥‥掲示クロス材 料 名 称

仕 様‥‥掲示板用クロス（布裏張）ｔ１

03 材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様‥‥防火材料認定品（国交大臣認定）、塗装品、金具留め工法

‥‥木目調縦張窯業系サイディングｔ１６

‥‥準耐火間仕切壁（石膏ボードｔ１２．５＋ｔ９．５両面張）

04 防 火 ・ 不 燃 製 品

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

‥‥横張窯業系サイディングｔ１６

‥‥準耐火構造認定品（国交大臣認定）、塗装品、金具留め工法

‥‥木目調メラミン化粧板ｔ３．０、化粧珪酸カルシウム板ｔ６．０

耐 火 ・ 準 耐 火 製 品

‥‥準耐火構造（国交省告示）

05 シ ー ト 製 品 材 料 名 称

仕 様

‥‥ビニルクロス

巾 木 材 料 名 称

仕 様

06

材 料 名 称

仕 様‥‥無地

‥‥ＨＬ仕上

‥‥ソフト巾木Ｈ７５

材 料 名 称07

08

仕 様

透 湿 防 水 材 ‥‥透湿防水シート

‥‥防蟻防腐剤対策品、ＪＩＳＡ６１１１：２０１６

断 熱 材 ・ 遮 音 材

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

‥‥現場発泡ウレタン（Ａ種１）ｔ２０

‥‥熱伝導率０．０３４Ｗ/(ｍ･Ｋ)、吹付

材 料 名 称

仕 様

‥‥高性能グラスウール（１４Ｋ）ｔ９０

‥‥熱伝導率０．０３８Ｗ/(ｍ･Ｋ)、マット状、袋入り（耳付き）

‥‥壁遮音材、マット状、袋なし

‥‥高性能グラスウール（１４Ｋ）ｔ９０

材 料 名 称

仕 様

‥‥曲面用石膏ボードｔ６．０

不 燃 製 品 材 料 名 称

仕 様

03

‥‥不燃材料認定品（国交大臣認定）

‥‥ロックウール吸音板ｔ９．０

材 料 名 称

仕 様

02

‥‥準不燃材料認定品（国交大臣認定）

石 膏 製 品

材 料 名 称

仕 様

‥‥強化石膏ボードｔ１２．５

‥‥石膏ボードｔ９．５、化粧石膏ボード（ジプトーン）ｔ９．５

材 料 名 称

仕 様

‥‥ラワン合板（タイプⅠ）ｔ９

‥‥Ｆ☆☆☆☆品、完全耐水性

‥‥不燃材料認定品（国交大臣認定）、無機質繊維混入品

‥‥不燃材料認定品（国交大臣認定）、スラグ混入品

‥‥準不燃材料認定品（国交大臣認定）、防水処理品

‥‥不燃材料認定品（国交大臣認定）、目透張（目地シール）、アルミ製ジョイナー

断 熱 材

材 料 名 称

仕 様

廻 り 縁 ‥‥塩ビ廻り縁（目透型・突付型）

材 料 名 称

仕 様

‥‥高性能グラスウール（１４Ｋ）ｔ１５５

‥‥熱伝導率０．０３８Ｗ/(ｍ･Ｋ)、マット状、袋入り

‥‥１２．５ｍｍ用、９．０ｍｍ用

シ ー ト 製 品 材 料 名 称

仕 様

‥‥ビニルクロス04

05

06

そ の 他 サンプル提出‥‥監督員の指示による現物サンプルを提出して承認を得ること。

01 材 料

材 料 名 称 仕 様

Ｄ そ の 他

内外装材の仕様は下記の表による。

メラミン化粧板＋耐水ＭＤＦ芯メラミンカウンター

07

‥‥Ｆ☆☆☆☆品、ＡＡ級

‥‥Ｆ☆☆☆☆品、ＡＡ級

‥‥ＳＵＳ巾木ｔ２．０×Ｈ６０

そ の 他08 その他の外構については外構図に準ずる。

01

02

03 ア ス フ ァ ル ト 舗 装

一 般 事 項

舗　　　装

材　　　料　　　切込砂利　　　切込砕石　　　再生クラッシャラン

21 外 構 工 事

施工に先立ち隣地・既存道路の高低差などを示す現況実測図及び外構計画図を作成して監督員

の承認を得ること。

路 盤 材

04

補　　　強

密粒度アスファルトコンクリート（１３）　厚さ（　　３　　　５）cm

細粒度アスファルトコンクリート（１３）　厚さ（　　３　　　５）cm

鉄筋（Ｄ１０＠２００）　　　溶接金網（φ６＠１５０）

強　　　度 Ｆｃ（N／mm2）‥‥（　　２１　　　１８　　　１６）コ ン ク リ ー ト 舗 装

側 溝 ・ 集 水 桝 材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

06 ‥‥Ｕ字側溝（ＰＵ３－３００Ａ・ＰＵ３－３００Ｃ）

‥‥コンクリート二次製品、側溝蓋：コンクリート二次製品

‥‥集水桝（４５０角）

‥‥現場打コンクリート製、細目グレーチング：スチール製（亜鉛メッキ品）

付 帯 外 構 材 料 名 称

仕 様

07 ‥‥屋根下通路

‥‥アルミ製

縁 石 等 材 料 名 称

仕 様

‥‥縁石ブロック（地先境界ブロック）

‥‥コンクリート二次製品、Ｗ１２０×Ｈ１２０×Ｌ６００

05

材 料 名 称

仕 様

‥‥目隠しフェンス、門扉

‥‥アルミ製（木目調横格子）

バスケットゴール　※仕様は体育器具改修図に準ずる体育器具等

※仕様は舞台吊物改修図に準ずる舞台幕等

化粧鏡・全身鏡 鏡ｔ５．０、フレーム（上下タイプ）：ＳＵＳ製

ポスト

旗立て

ＳＵＳ製、壁掛けタイプ、Ｗ３００×Ｄ１８０×Ｈ３５０

－

‥‥準耐火構造認定品（国交大臣認定）、塗装品、胴縁通気工法

‥‥広幅縦張窯業系サイディングｔ１４（弾性目地処理）※ニチハモエン大壁工法

‥‥横張杉羽目板ｔ３０×Ｗ１５０（上小節）

‥‥高山市産材、本実加工品、準耐火構造外壁（ＱＦ０４５ＢＥ－１４２４(３)）

飛散防止ガラスフィルム（防犯フィルム）‥‥屋外用（透明）、屋外用（透明）

１６３枚の内　００４号

木目調スチール製、埋込型扉付

20

01 材 料 ユニット材の仕様は下記の表による。

材 料 名 称 仕 様

ユ ニ ッ ト 工 事

白板 ホーローホワイト　※その他の仕様は白板詳細図に準ずる

サイン ※仕様はサイン詳細図に準ずる

飛騨の家具

既製家具

※仕様は家具詳細図に準ずる

※仕様は家具詳細図に準ずる

ドレープカーテン 無地、２倍ヒダ、防炎品、アルミレール・フック・フサ掛け付

ロールカーテン チェーン操作式、防炎品、ウォッシャブル

ピクチャーレール

パッケージ型

消火設備
着色スチール鋼板製（露出型、総合盤付）、消火薬剤貯蔵容器×２本

アルミ合金製、アルミポール・国旗付

アルミ製（押出形材）、吊荷重３０kg、フック２個／ｍ

‥‥直張圧縮杉フローリングｔ１５（５５％圧縮、上小節）　※高山市産材



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブデザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

令和８年　３月

工 事 区 分

仕上・下地材については（19項）内外装工事に準ずる。

‥‥セメント系下地調整塗材による補修をすること。又、超高圧水洗を行った全て

01

22 屋上・屋根改修工事

防水工事は、専門業者の責任施工とする。

受注者及び施工会社並びに製造メーカーは保証書に記名捺印の上で監督員に提出すること。尚、

保障期間は１０年以上とする。

02 平 場

立 上 り‥‥既設防水層を撤去し、高圧水洗(デッキブラシ・ケレン併用、３０MPa程度)する。

モルタルの浮きやひび割れが見られる場合は補修を行い、カチオン系ポリマー

セメントモルタルによる下地調整を行う。

防 水 材

仕 様

材 料 名 称03

‥‥既設防水層を清掃水洗い(デッキブラシ併用)する。

仕 様

材 料 名 称‥‥塩ビ系シート防水ｔ１．５

仕 様

材 料 名 称‥‥ウレタンゴム系塗膜防水

‥‥塩ビ系シート防水ｔ１．５

04 シ ー リ ン グ 材

‥‥密着工法、露出防水用（陸屋根設備基礎）

‥‥機械的固定工法（陸屋根平場）、シート端部プレート：塩ビ被覆鋼板Ｗ５０

‥‥接着工法（陸屋根立上り、笠木取付面）

責 任 保 証

ＭＳ－２変 成 シ リ コ ー ン 系

施 工 箇 所記 号種 類

防水押え等の既設取合シーリングは全て撤去する。

05 笠 木

仕 様

材 料 名 称

エ キ ス パ ン シ ョ ン

仕 様

材 料 名 称

06

屋 根 材 既設瓦棒葺を清掃水洗い(デッキブラシ併用)する。

仕 様

材 料 名 称

07

材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

雪 止 め

材 料 名 称

既設雪止めアングル（金具共）は全て撤去する。09

防 水 シ ー ト08 既設瓦棒葺面の全てに敷き詰める。

そ の 他10

23 外 壁 改 修 工 事

モルタル浮き部の補修01 既設モルタルの撤去は（　　行う　　　行わない）

モルタル浮き部の改修工法は次による。

モルタル塗替え工法

注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法（１６本／㎡）

注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法（１３本／㎡）

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法（１６本／㎡）

アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法（１３本／㎡）

アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法（１３本／㎡）

注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法（１３本／㎡）

注入口付アンカーピン：ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外径６mm

ひ び 割 れ 部 の 補 修02

アンカーピン：ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

手動式エポキシ樹脂注入工法

機械式エポキシ樹脂注入工法

ひび割れ部（幅０．２mm未満）の改修工法は次による。

ひび割れ部（幅０．２mm以上１．０mm未満）の改修工法は次による。

ひび割れ部（幅１．０mm以上）の改修工法は次による。

シール工法（パテ状エポキシ樹脂）

シール工法（可とう性エポキシ樹脂）

Ｕカットシール充填工法（可とう性エポキシ樹脂）

Ｕカットシール充填工法（弾性シーリング材）

欠 損 部 の 補 修03 欠損部の改修工法は次による。

エポキシ樹脂モルタル充填工法

ポリマーセメントモルタル充填工法

既存防水下地の処理 モルタル面

モルタルの浮きやひび割れが見られる場合は補修を行い、カチオン系ポリマー

セメントモルタルによる下地調整を行う。

04

防 水 材

仕 様

材 料 名 称‥‥ウレタンゴム系塗膜防水

仕 様

材 料 名 称‥‥ポリマーセメント系塗膜防水

‥‥露出防水用（犬走り）

‥‥既設防水層を撤去し、高圧水洗(デッキブラシ・ケレン併用、３０MPa程度)する。

シ ー リ ン グ 材 次の既設シーリングは全て撤去する。

外部金物等の取合シーリング

外部建具廻りシーリング(４周５辺)

ＰＵ－２ポ リ ウ レ タ ン 系

ＭＳ－２変 成 シ リ コ ー ン 系

施 工 箇 所記 号種 類

外壁面（ＲＣ・モルタル・ＡＬＣ）の打継目地、ひび割れ誘発目地、取合目地

05

06

‥‥密着工法、露出防水用（庇天端、梁型天端）

そ の 他07

24 建 具 改 修 工 事

01 改 修 工 法

建 具 の 仕 様02

既設ＥＸＰ.Ｊは全て撤去し、ＥＸＰ.Ｊ取付面は上号の既存防水下地の処理（立上り）を行う。

建具の仕様については（16項）建具・家具工事に準ずる。

03 ガ ラ ス 既設外部建具（カバー工法建具を除く）のガラスは全て撤去し、アタッチメント付複層ガラス

に入替える。

既設ガラス押えは全て撤去の上、シリコン系シーリング（ＳＲ－１）にて打替える。

そ の 他04

25

01 改 修 範 囲 内部については図中特記がない限り内装仕上（下地含む）を全て撤去する。

既設間仕切壁撤去に伴う当該壁の取合う天井・壁・床の改修範囲は次による。

改修幅‥‥（　　壁厚程度　　　壁より　　　mm程度　　　図示）

既設天井撤去に伴う当該天井の取合う天井・壁の改修範囲は次による。

改修幅‥‥（　　既設のまま　　　天井より　　　mm程度　　　図示）

既設床撤去に伴う当該床の取合う床・壁の改修範囲は次による。

改修幅‥‥（　　既設のまま　　　床より　　　mm程度　　　図示）

02 仕 上 ・ 下 地 材

内 外 部 改 修 工 事

03 下 地 調 整 外 壁

内 壁

の面は傷や不陸・欠け等に対してカチオン系ポリマーセメントモルタルによる

補修をすること。

‥‥既設の不陸部は下地面の清掃を行い、カチオン系ポリマーセメントモルタル下

地調整塗材により平滑に塗り付ける。

　　床

‥‥既設モルタル面は吸込止シーラーを塗り合成樹脂エマルションパテにて穴・ひ

び割れを埋め、パテ乾燥後に研磨紙Ｐ１２０～２２０を使用し研磨し全面を平

らに仕上げる。

04 材 料 名 称

仕 様

材 料 名 称

仕 様

05 既 設 木 質 床 の 改 修

既設防水下地の処理

既設木質床（無垢材フローリング）は割れ等の補修を行い、全面的にサンダー掛けをする。サ

ンダー掛けによる削り厚さは最小限とするが、窪み等が見られないよう平らに仕上げる。

既設木質床の浮きやガタツキが見られる部分については張替えを行う。

表面の汚れ・付着物は面を傷つけないように除去し、２液形ポリウレタン樹脂塗料（３回塗）

06 塗 装 改 修 既存塗膜は全て除去し、次による下地調整を行う。

モルタル面（　　ＲＡ種　　　ＲＢ種　　　ＲＣ種）

鉄　鋼　面（　　ＲＡ種　　　ＲＢ種　　　ＲＣ種）

木　　　面（　　ＲＡ種　　　ＲＢ種　　　ＲＣ種）

（　　ＲＡ種　　　ＲＢ種　　　ＲＣ種）ボ ー ド 面

そ の 他07

環 境 配 慮 改 修 工 事26

施工調査

分析によるアスベスト含有建材の調査を（　　行う　　　行わない）

分析方法

ＪＩＳＡ１４８１－２「建材製品中のアスベスト含有率測定方法－第２部」又は、ＪＩＳＡ

１４８１－３「建材製品中のアスベスト含有率測定方法－第３部」による。

01 調 査 ・ 分 析

アスベスト含有仕上塗材の除去方法02

仕 上 塗 材 の 除 去

ア ス ベ ス ト 含 有

を塗り仕上げる。

塗料については（18項）吹付塗装工事に準ずる。

アスベスト含有成形板（非飛散性）の除去方法

非破砕除去工法

除去したアスベスト含有成形板の処分

ア ス ベ ス ト 含 有03

埋立処分（管理型最終処分場）　　　中間処分（溶融施設）

そ の 他04

密封処理　　　湿潤化　　　セメント固化

除去したアスベスト含有仕上塗材の飛散防止

除去したアスベスト含有仕上塗材の処分

埋立処分（管理型最終処分場）　　　中間処分（溶融施設）

除去作業前

除去作業中

除去作業後

除去作業空間外部の周辺

除去作業空間外部の周辺

建物内部

除去作業空間外部の周辺

測定１

測定２

測定３

測定４

測定５

測定６

測定７

除去作業空間内部

除去作業空間内部

除去作業空間内部

測 定 点

計 ２ 点

計 ２ 点

計 ２ 点

計 ２ 点

計 ２ 点

計 ２ 点

計 １ 点

測 定 場 所測 定 時 期測定名称

集塵装置付きディスクグラインダーケレン工法

超音波ケレン工法

湿式集塵装置付き超高圧水洗工法

※狭隘部については集塵装置付きディスクグラインダーを使用し残さず除去する。

シーリングの打替えは下記の表による。

既設笠木は全て撤去し、笠木取付面は上号の既存防水下地の処理（立上り）を行う。

シーリングの打替えは下記の表による。

アスベスト粉塵濃度測定は下記の表による。

成 形 板 の 除 去

27

01

工 事 区 分 表

設計図書による他に下記を工事区分とする。（　　印を適用する）

番号

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

設備用スリーブ入れ

天井裏・壁内点検口

別 途機 械電 気建 築項 目

設備用スリーブ構造補強

設備用スリーブ防水処理

天井・壁埋込器具切込補強

壁取付器具下地補強

設備機械用基礎のアンカーボルト

設備機械用基礎（コンクリート製）

煙感知器連動防火扉のレリーズ以外の設備機器類

煙感知器連動防火扉の電源供給配線配管

防火区画貫通処理

ガス漏れ警報器本体及び遮断弁

煙感知器連動防火扉本体

ガス漏れ警報器のコンセント及び配線配管

屋内消火栓ボックスの表示灯及び発信機

屋内消火栓ボックス本体

防犯設備機器及び配線配管

ＬＡＮシステム主装置の設定及び移設

設備換気ガラリ

そ の 他02

剥離剤併用手工具ケレン工法　

特記仕様書(５)

‥‥

‥‥

‥‥

‥‥

‥‥

‥‥

‥‥

‥‥

‥‥

‥‥

アルミ製建具（　　カバー工法　　　撤去取替工法）

スチール製建具（　　カバー工法　　　撤去取替工法）

ステンレス製建具（　　カバー工法　　　撤去取替工法）

‥‥

‥‥

‥‥

‥‥

吹 付 材

33

34

35

－

昇降機設備本体

竪樋及び排水ドレイン

竪樋以降の排水処理

側溝及び集水桝

集水桝以降の排水処理

トイレ手摺

化粧鏡

キッチン

陶器製衛生器具

洗面・手洗シンク本体

シンク水栓

昇降機の一次配線

設備機器の二次配線

消火器本体

消火器収納ボックス

パッケージ型消火設備

１６３枚の内　００５号

内部配管部（配管被覆材）：アスベスト含有なし

外部手洗場（吹付タイル）：アスベスト含有（クリソタイル）

西側男子トイレ壁（珪酸カルシウム板）：アスベスト含有なし

西側男子トイレ天井（化粧石膏ボード）：アスベスト含有なし

西側女子トイレ壁（石膏ボード）：アスベスト含有なし

職員室天井（ロックウール吸音板）：アスベスト含有なし

設計時における事前調査結果は次のとおり



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

(R8.10～R9.9)

1/500

仮囲い

ゲート
搬出入ゲート

仮囲い

キャスターゲート：片開き、W6000×H1800

名 称記 号

仮設計画一覧表

仕 様

外部足場

成形鋼板：スチール製H3000

搬出入経路

動線

資材搬出入、工事車両進入

増設建築物

既設建築物

既設建築物

既設建築物

(屋内運動場)

既設建築物

グラウンド

2.
5
3
m 4.95m 15.59m 5.30m 5.31m

6.10m

6.62m
5.25m

5.7
4m

4
6
.
8
9
m

5.
63
m

30
.1
7m

38.09m
9.65m 4.

19
m

53.97ｍ

9.
85
m

20
.8
8m

4
.
8
3
m

4
.8
4
m

4.
04
m

8.
42
m

9.3
2m

4.20m
7.0

0m

29
.9
7m

19
.5
8m

43
.3
4m

23.15m

3.
52
m

10.42m

道
路

境
界

線

隣地境界線

道
路
境
界
線

道
路

境
界

線

12.52m

30.23m

(ＷＡ校舎棟)

(ＷＢ校舎棟)

(ＲＣ校舎棟)

(ＷＣ校舎棟)

(

渡
り
廊
下
Ｂ)

(

渡
り
廊
下
Ａ)

付近見取図

宝蓮寺

飛騨川

朝日支所
高山市

朝日警察官
駐在所

朝日
郵便局

国道３６１号線

至
高
根

至
久
々
野

工事場所

朝日保育園

職
員
室
か
ら
の
見
通
し
ラ
イ
ン

臨時昇降口

送迎バス ゲ
ー

ト

仮囲い

昇降口閉鎖

(R9.3～通行可)

(R8.10～R9.9)

くさび緊結式足場(手摺先行方式)W900

階段足場、巾木、メッシュシート張

教職員・児童等・学校関係車両

給食車

車
両

車
両

車両

仮
囲

い

仮
囲

い

車両

24.98m

道路境界線
68.12m

仮囲い

ゲ
ー
ト

現
場
事
務
所

Ｗ
Ｃ

２．仮設現場事務所・仮設トイレ等の設置は、事前に監督職員の承認を受けること。

仮設計画について

策を十分に講ずること。

１．仮囲いは作業用地の周囲を隙間のないように設置すること。強風等による転倒を防止する対

４．工事施工にあたっては「騒音規制法」「振動規制法」「岐阜県公害防止条例」等の規定に遵

守し、低騒音・低振動型の重機を使用して騒音・ホコリ・運搬等により施設及び近隣に迷惑

を掛けないように対策を充分に講ずること。

５．工事完了後建物引渡し前に施工箇所及び隣接する部分で工事中のホコリ等で影響を与えた箇

所の清掃を行い、工事中の破損箇所は原形復旧すること。

３．資材搬出入や大型車両の乗入れは登下校時を避けること。また、工事車両の乗入れ時は必要

に応じて進入経路に交通誘導警備員を配備すること。

７．職員室からグラウンド南東の遊具までの見通しが確保できる計画とすること。

資材運搬車両、作業員車両駐車場

仮囲い
ゲート

作業員駐車場

グ
ラ

ウ
ン

ド
連

絡
通

路
バ

リ
ケ

ー
ド

バ
リ

ケ
ー

ド

バ
リ

ケ
ー

ド

仮
囲
い

仮
囲
い

仮
囲
い

車
両

車
両

バ
リ

ケ
ー

ド

上
履

下足

フェンス

フ
ェ

ン
ス

渡り廊下改修時
(R9.11～R9.12)

仮設計画図(参考)・付近見取図

１６３枚の内　００６号

仮設計画図(参考)　1/500

６．搬出入経路、作業エリア及び駐車場等に使用したグラウンドは整地を行うこと。(約200㎡)



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

－

P32

P33

P34
P35

P1

P2

P3
P4

P5 P6 P7

P8

P9

P10

P11

P12

P13

P14

P15
P16P17P18P19

P20
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P22

P23

P24

P25

P26P27

P28

P29

P30

P31

合　　計

敷地面積

合計面積

敷地面積

NO Xn･(Yn+1-Yn-1)Yn+1-Yn-1YnXn

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P11

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

P19

P20

P21

P22

P23

P24

P25

P26

P27

P28

P29

P30

P31

P32

P33

P34

P35

26.564

38.948

68.785

93.742

161.857

199.945

209.588

212.868

219.053

219.674

219.998

219.300

217.421

213.433

208.526

203.588

198.325

182.744

177.794

177.825

123.868

111.527

74.855

58.810

38.344

31.837

27.691

19.215

12.373

10.382

10.000

10.165

14.620

17.282

27.515

17.784

15.949

11.084

10.000

10.996

10.955

11.135

13.742

43.272

48.865

95.754

101.451

106.349

111.634

115.263

117.208

117.829

118.442

118.318

115.783

114.860

134.448

111.343

100.130

78.236

75.654

74.975

71.091

66.179

62.669

57.841

53.013

32.613

23.131

21.169

-5.220

-6.700

-5.949

-0.088

0.955

0.139

2.787

32.137

35.123

52.482

52.586

10.595

10.183

8.914

5.574

2.566

1.234

0.489

-2.659

-3.458

18.665

-3.517

-34.318

-33.107

-24.476

-3.261

-4.563

-8.796

-8.422

-8.338

-9.656

-25.228

-29.882

-11.444

-5.347

-138.664080

-260.951600

-409.201965

-8.249296

154.573435

27.792355

584.121756

6840.938916

7693.798519

11528.930868

11568.814828

2323.483500

2213.998043

1902.541762

1162.323924

522.406808

244.733050

89.361816

-472.754246

-614.918850

2311.996220

-392.240459

-2568.873890

-1947.022670

-938.507744

-103.820457

-126.354033

-169.015140

104.205406

-86.565116

-96.560000

-256.442620

-436.874840

-197.775208

-147.122705

39693.695475

19846.847738

19846.84㎡  

敷 地 面 積

面積表

合 計

建 築 面 積 延べ床面積 建 築 面 積 １階床面積 延べ床面積２階床面積

Ｗ Ｃ 校 舎 棟

渡 り 廊 下 Ｂ

建 築 面 積 １階床面積 延べ床面積２階床面積

Ｒ Ｃ 校 舎 棟

Ｗ Ａ 校 舎 棟

Ｗ Ｂ 校 舎 棟

屋 内 運 動 場

渡 り 廊 下 Ａ

飼 育 小 屋

合 計

求積図(１)

増設建築物　面積表 既設建築物　面積表

　６７２.４１㎡ 　　５７.９６㎡ 　７３０.３７㎡

　　４２.５６㎡ 　　３２.８５㎡ 　　７５.４１㎡

　３５５.１３㎡ ３９６.８８㎡ ７５２.０１㎡

　５９０.８７㎡ 　４０５.４７㎡ 　９９６.３４㎡

　４１０.４０㎡ 　３９７.９２㎡ 　８０８.３２㎡

１１１９.５０㎡ 　１２２.５０㎡ １２４２.００㎡

　　２４.７２㎡ 　　２４.７２㎡

　　　７.４５㎡ 　　　７.４５㎡

　　２４.７２㎡

　　　７.４５㎡

　６９４.８６㎡

　　３１.２５㎡

２５０８.０７㎡ １３２２.７７㎡ ３８３０.８４㎡

１９８４６.８４㎡

　８０５.７８㎡

３８３０.８４㎡

４６３６.６２㎡

２３.３６％

増 設 建 築 物

既 設 建 築 物

　４４５.７４㎡

　６４３.９３㎡

　４４２.１５㎡

１２２３.８０㎡

２７８７.７９㎡

２７８７.７９㎡

合 計 　７１４.９７㎡ 　　９０.８１㎡ 　８０５.７８㎡

屋 根 下 通 路 　　３３.３３㎡

　７５９.４４㎡

　７５９.４４㎡

３５４７.２３㎡

１７.８７％

－ － －

－

－
１６３枚の内　００７号



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

－

求積図(２)

　　 ＴＯＴＡＬ                     24.723

　　 ＴＯＴＡＬ                      7.4529

１： 38.62×17.69              ＝  683.1878

２： 3.29×1.82                ＝    5.9878

３： 3.2×1.62                 ＝    5.184

４： 0.28×1.82                ＝    0.5096

　　 ＴＯＴＡＬ                    694.8692

屋内運動場　建築面積

　　 ＴＯＴＡＬ                   1223.8097

　　 建築面積                     1223.80㎡

33： 5.2×25.99                ＝  135.148

34： 8.25×26.5                ＝  218.625

35： 16.5×29.245              ＝  482.5425

36： 8.25×26.5                ＝  218.625

37： 5.2×25.99                ＝  135.148

38： 3.06×11.02               ＝   33.7212

ＷＣ校舎棟　建築面積

　　 建築面積                      694.86㎡

ＲＣ校舎棟　建築面積

６：(11.334＋7.694)÷2×1.82   ＝   17.3154

７： 15.16×9.093              ＝  137.8498

８： 0.4×1.213                ＝    0.4852

９： 1.213×9.493              ＝   11.515

10： 15.26×16.38              ＝  249.9588

11： 1.72×7.68                ＝   13.2096

12： 1.82×1.52                ＝    2.7664

13： 2.73×3.13                ＝    8.5449

14： 2.53×1.62                ＝    4.0986

　　 ＴＯＴＡＬ                    445.7437

　　 建築面積                      445.74㎡

15：(10.624＋11.207)÷2×2.93  ＝   31.9824

18： 5.12×3.185               ＝   16.3072

19： 3.3×1.668                ＝    5.5044

20： 0.2×2.927                ＝    0.5854

21： 22.85×15.56              ＝  355.546

22： 1.82×7.88                ＝   14.3416

23： 2.5×0.8                  ＝    2.0

24： 1.5×0.5                  ＝    0.75

25： 0.5×0.5×3.14×(90÷360) ＝    0.1962

　　 ＴＯＴＡＬ                    643.9339

　　 建築面積                      643.93㎡

ＷＡ校舎棟　建築面積 渡り廊下Ａ　建築面積

飼育小屋　建築面積

　　 建築面積                       24.72㎡

　　 建築面積                        7.45㎡

39：(4.4＋4.56)÷2×2.05       ＝    9.184

40：(7.5＋7.66)÷2×2.05       ＝   15.539

41： 2.73×2.73                ＝    7.4529

16： 5.761×14.48÷2×4        ＝  166.8385

17： 13.65×3.64               ＝   49.686

ＷＢ校舎棟　建築面積

27： 15.26×2.1                ＝   32.046

28： 19.81×17.31              ＝  342.9111

30： 0.255×5.46               ＝    1.3923

31： 17.083×3.3               ＝   56.3739

32： 2.227×3.1                ＝    6.9037

　　 ＴＯＴＡＬ                    442.157

　　 建築面積                      442.15㎡
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渡り廊下Ｂ　建築面積

５： 3.2×9.767                ＝   31.2544

　　 ＴＯＴＡＬ                     31.2544

　　 建築面積                       31.25㎡

屋根下通路　建築面積

42： 18.6×1.792               ＝   33.3312

　　 ＴＯＴＡＬ                     33.3312

　　 建築面積                       33.33㎡

26： 0.5×0.5×3.14×(90÷360) ＝    0.1962

29： 1.1×2.3                  ＝    2.53

１６３枚の内　００８号



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

－
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２
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５
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８
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30

31

32
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35
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10210

19

20

14560
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3
0
50

97.1°

渡り廊下Ｂ　１階床面積ＷＣ校舎棟　１階床面積

渡り廊下Ｂ　２階床面積
ＷＣ校舎棟　２階床面積

　　 ＴＯＴＡＬ                     57.967

　　 ２階床面積                     57.96㎡

1
1
83
0

40

１： 38.22×17.29              ＝  660.8238

２： 6.37×1.82                ＝   11.5934

　　 ＴＯＴＡＬ                    672.4173

　　 １階床面積                    672.41㎡

３： 6.37×9.1                 ＝   57.967

４： 3.2×13.3                 ＝   42.56

　　 ＴＯＴＡＬ                     42.56

　　 １階床面積                     42.56㎡

５： 3.2×10.267               ＝   32.8544

　　 ＴＯＴＡＬ                     32.8544

　　 ２階床面積                     32.85㎡

ＲＣ校舎棟　１階床面積

６： 10.92×3.64               ＝   39.7488

７： 12.74×2.73               ＝   34.7802

８： 14.56×17.29              ＝  251.7424

９： 2.73×0.1                 ＝    0.273

10： 0.91×0.1                 ＝    0.091

11： 2.53×1.82                ＝    4.6046

13： 1.82×8.9                 ＝   16.198

14： 0.1×2.45                 ＝    0.245

　　 ＴＯＴＡＬ                    355.1359

　　 １階床面積                    355.13㎡

ＲＣ校舎棟　２階床面積

15：(10.92＋7.28)÷2×1.82     ＝   16.562

17： 1.213×8.493              ＝   10.3020

18： 16.38×3.44               ＝   56.3472

19： 0.1×2.53                 ＝    0.253

20： 10.21×5.46               ＝   55.7466

23： 1.14×1.7                 ＝    1.938

21： 1.152×3.14×(90÷360)    ＝    1.0381

25： 14.56×7.28               ＝  105.9968

26： 2.73×0.1                 ＝    0.273

27： 1.8×0.1                  ＝    0.18

28： 2.73×2.73                ＝    7.4529

29： 0.91×0.91                ＝    0.8281

16： 14.56×8.693              ＝  126.5700

24： 4.752×3.14×(97.1÷360)

   －3.052×3.14×(97.1÷360)  ＝   11.2302

22： 0.71×3.05                ＝    2.1655

　　 ＴＯＴＡＬ                    396.8834

　　 ２階床面積                    396.88㎡

ＷＡ校舎棟　１階床面積

ＷＡ校舎棟　２階床面積

30： 2.73×4.55                ＝   12.4215

31： 5.68×14.28÷2×4         ＝  162.2208

32： 13.65×3.64               ＝   49.686

33： 5.12×3.185               ＝   16.3072

34： 3.3×1.668                ＝    5.5044

36： 1.82×7.28                ＝   13.2496

37： 0.1×2.45                 ＝    0.245

35： 22.75×14.56              ＝  331.24

　　 ＴＯＴＡＬ                    590.8745

　　 １階床面積                    590.87㎡

38： 13.65×3.64               ＝   49.686

39： 3.3×4.853                ＝   16.0149

40： 1.82×11.83               ＝   21.5306

41： 20.93×14.56              ＝  304.7408

42： 1.82×7.28                ＝   13.2496

43： 0.1×2.53                 ＝    0.253

　　 ＴＯＴＡＬ                    405.4749

　　 ２階床面積                    405.47㎡

ＷＢ校舎棟　１階床面積

44： 14.56×22.41              ＝  326.2896

45： 4.55×17.86               ＝   81.263

46： 0.455×5.46               ＝    2.4843

47： 2.73×0.1                 ＝    0.273

48： 0.91×0.1                 ＝    0.091

　　 ＴＯＴＡＬ                    410.4009

　　 １階床面積                    410.40㎡

ＷＢ校舎棟　２階床面積

50： 2.73×0.1                 ＝    0.273

51： 1.8×0.1                  ＝    0.18

49： 14.56×19.11              ＝  278.2416

52： 4.55×17.86               ＝   81.263

53： 4.55×3.3                 ＝   15.015

54： 2.73×2.542               ＝    6.9396

55： 4.853×3.3                ＝   16.0149

　　 ＴＯＴＡＬ                    397.9271

　　 ２階床面積                    397.92㎡

屋内運動場　１階床面積

屋内運動場　２階床面積

56： 43.0×24.5                ＝ 1053.5

57： 16.5×4.0                 ＝   66.0

　　 ＴＯＴＡＬ                   1119.5

　　 １階床面積                   1119.50㎡

58： 5.0×24.5                 ＝  122.5

　　 ＴＯＴＡＬ                    122.5

　　 ２階床面積                    122.50㎡

渡り廊下Ａ　１階床面積

飼育小屋　１階床面積

59

60

59：(4.4＋4.56)÷2×2.05       ＝    9.184

60：(7.5＋7.66)÷2×2.05       ＝   15.539

　　 ＴＯＴＡＬ                     24.723

　　 １階床面積                     24.72㎡

12： 2.73×2.73                ＝    7.4529

61： 2.73×2.73                ＝    7.4529

　　 ＴＯＴＡＬ                      7.4529

求積図(３)

　　 １階床面積                      7.45㎡

１６３枚の内　００９号



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)
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令和８年　３月

外壁・外天井ＥＸＰ.Ｊ：アルミ製(外壁コーナー)C100

屋 根

雪 止 め

羽目板外 壁

左 官 外 壁
砂状水系アクリル樹脂(高耐候可とう性タイプ)荒ゴテ仕上

塗 装 外 壁

パラペット

陸 屋 根

外部仕上表(ＷＣ校舎棟) 外部仕上表(渡り廊下Ｂ)

広幅縦張窯業系サイディングt14(胴縁通気工法、透湿防水シート下張、弾性目地処理)　ＤＰ塗

塩ビ樹脂系シート防水t2.0(機械的固定工法)　＋　防水下地モルタルt30～90

床面断熱材

凡 例

備 考木 部 塗 装天 井 高廻 り 縁 等天 井壁巾 木 等床階 室 名

１ ～ ６

普 通 教 室

相 談 室

教 材 室

図 書 室

洗 面 所

多目的トイレ

備 品 庫

倉 庫

廊 下

（ 中 央 ）

廊 下

（ＥＶ前 ）

１ 階

張物下地モルタルt27

直張複合フローリングt13

土間コンクリート下地

張物下地モルタルt27

直張複合フローリングt13

土間コンクリート下地

張物下地モルタルt38

複層ビニル床シートt2.0

土間コンクリート下地

張物下地モルタルt27

直張複合フローリングt13

土間コンクリート下地

張物下地モルタルt38

土間コンクリート下地

張物下地モルタルt38

土間コンクリート下地

張物下地モルタルt38

土間コンクリート下地

張物下地モルタルt38

複層ビニル床シートt2.0

土間コンクリート下地

直張圧縮杉フローリングt15(ＵＶ塗装品)

張物下地モルタルt25

土間コンクリート下地

土間コンクリート下地

直張圧縮杉フローリングt15(ＵＶ塗装品)

張物下地モルタルt25

巾木：塩ビ製H75

巾木：塩ビ製H75

巾木：ＳＵＳ製H60×t2.0
木目調メラミン化粧板t3目透張(目地シール)

廻り縁：塩ビ製(目透型)

木胴縁組下地(横＠455) 軽量鋼製天井下地(LGS19)

木胴縁組下地(横＠455)

ＧＢ-Ｒt12.5

ビニルクロス(ＡＡ級)

ＧＢ-Ｒt12.5

ビニルクロス(ＡＡ級)
巾木：塩ビ製H75

木胴縁組下地(横＠455)

木胴縁組下地(横＠455)

軽量鋼製天井下地(LGS19)

軽量鋼製天井下地(LGS19)

鉄骨階段表し

軽量鋼製天井下地(LGS19)

軽量鋼製天井下地(LGS19)

ＧＢ-Ｓt12.5(下張)、一部：耐水合板t12(下張)

廻り縁：塩ビ製(突付型)

廻り縁：塩ビ製(突付型)

廻り縁：塩ビ製(突付型)

ロックウール吸音板t9

ＧＢ-Ｆt12.5(下張)

ＧＢ-Ｆt12.5(下張)

ビニルクロス(ＡＡ級)

ＧＢ-Ｆt12.5

ＧＢ-Ｆt12.5

ＧＢ-Ｆt12.5

ビニルクロス(ＡＡ級)

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

ＧＢ-Ｆt12.5(下張)

ＧＢ-Ｆt12.5目透張

ＧＢ-Ｒt9.5(下張)

木野縁組下地

ロックウール吸音板t9

ＧＢ-Ｆt12.5(下張)

軽量鋼製天井下地(LGS19)

ロックウール吸音板t9、ＧＢ-Ｆt12.5(下張)

格子：桧材W40×H120＠190　ＵＣ塗

木胴縁組下地(横＠455)

木胴縁組下地(横＠455)

木胴縁組下地(横＠455)

ＧＢ-Ｓt12.5(下張)

ＧＢ-Ｒt12.5

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

ＧＢ-Ｒt12.5

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

ＧＢ-Ｒt12.5

木胴縁組下地(横＠455)

木胴縁組下地(横＠455)

木胴縁組下地(横＠455)

ＧＢ-Ｒt12.5　ＥＰ塗

ＧＢ-Ｒt12.5　ＥＰ塗

見切縁：桧材H60　ＵＣ塗

見切縁：桧材H60　ＵＣ塗

見切縁：桧材H60　ＵＣ塗

巾木：桧材H80　ＵＣ塗

巾木：桧材H80　ＵＣ塗

巾木：桧材H80　ＵＣ塗

巾木：桧材H60　ＵＣ塗

巾木：桧材H120　ＵＣ塗

横格子：桧材H40＠190　ＵＣ塗

巾木：桧材H120　ＵＣ塗

横格子：桧材H40＠190　ＵＣ塗

内部仕上表

廊 下

吹 抜

直張圧縮杉フローリングt15(ＵＶ塗装品)

－

硬質木片セメント板t12

構造用合板t24、木床梁組下地

ＧＢ-Ｆt12.5(下張)

軽量鋼製天井下地(LGS19)

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

ＧＢ-Ｒt12.5

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

ＧＢ-Ｒt12.5

木胴縁組下地(横＠455)

巾木：桧材H120　ＵＣ塗

横格子：桧材H40＠190　ＵＣ塗

幕板：桧積層材t30×H400　ＵＣ塗

軽量鋼製天井下地(LGS19)

ＧＢ-Ｆt12.5(下張)

木胴縁組下地(横＠455)

２ 階

ＥＶシャフト

共 通

階 段 室

踊 場

直張圧縮杉フローリングt15(ＵＶ塗装品)

鉄骨階段下地

スラブコンクリート下地

ポリマーセメント系塗膜防水t1.1ポリマーセメント系塗膜防水t1.1

躯体コンクリート下地

鉄骨階段下地

木胴縁組下地(横＠455)

ＧＢ-Ｒt12.5

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

ＧＢ-Ｒt12.5

木胴縁組下地(横＠455)

１ 階

２ 階

棟

Ｗ
Ｃ
校
舎
棟

渡
り
廊
下
Ｂ

土間コンクリート下地

張物下地モルタルt25

直張圧縮杉フローリングt15(ＵＶ塗装品)

ＧＢ-Ｒt9.5(下張)

軽量鋼製天井下地(LGS19)

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

ＧＢ-Ｒt12.5巾木：桧材H120　ＵＣ塗

横格子：桧材H40＠190　ＵＣ塗

渡 り 廊 下

渡 り 廊 下

直張圧縮杉フローリングt15(ＵＶ塗装品)

張物下地モルタルt25

デッキコンクリート下地

ＧＢ-Ｒt9.5(下張)

軽量鋼製天井下地(LGS19)

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

ＧＢ-Ｒt12.5巾木：桧材H120　ＵＣ塗

横格子：桧材H40＠190　ＵＣ塗

軽量鋼製壁下地(LGS50)

軽量鋼製壁下地(LGS50)

ＧＢ-Ｆt12.5

ＧＢ-Ｆt12.5(下張)

軽量鋼製天井下地(LGS19)

軽量鋼製天井下地(LGS19)

－

化粧珪酸カルシウム板t6目透張(目地シール)

廻り縁：桧材H150　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H80　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

廻り縁：塩ビ製(突付型)

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H120　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

CH3020

CH2500

CH3650

CH3020

CH2700

CH2700

CH4438

CH9000

CH2350

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

す そ 廻 り

左 官 外 壁
砂状水系アクリル樹脂(高耐候可とう性タイプ)荒ゴテ仕上

横張窯業系サイディングt16(金具留め工法、透湿防水シート下張)

薄塗ポリマーセメントモルタル金ゴテ仕上　、　通気水切：カラー鋼板製t0.35×H30×W40

建物接続部

竪 樋

ド レ イ ン

カラーＶＰφ75　掴金具＠1200程度　、　飾り桝：ＳＵＳ製W200×D200×H220

ルーフドレイン：鋳鉄製横引き打込型(シート防水用)φ75

手摺：木目調ＡＳＡ樹脂製φ40　、　支柱：アルミ製φ48.6　、　300角視覚障がい者誘導タイル

機 器 置 場
床面：土間コンクリート金ゴテ仕上

目隠フェンス：アルミ製(木目調横格子)H2123　、　門扉：アルミ製(木目調横格子)W800×H2000

床面・階段面：土間コンクリート金ゴテ仕上犬 走 り

す そ 廻 り

天 井

羽目板外 壁

左官塗装外壁

防火上主要な

間 仕 切 壁

幕板：桧材W60×H150　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

腰下：縦張桧羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

腰下：縦張桧羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

ＧＢ-Ｒt12.5　ＥＰ塗

腰下：縦張桧羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

正面壁：横張桧羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

昇降式白板・行事白板・掲示板・教材収納板・ロッカー・収納棚・掃除具入(製作品)

掲示板・カウンター・デスク・収納棚・ディスプレイ書架・書架・掃除具入(製作品)

化粧梁：桧材W120×H120　ＵＣ塗

掲示板(製作品)

洗面シンク・掃除流し(製作品)

ＵＣ塗CH2500
廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

化粧珪酸カルシウム板t6目透張(目地シール)
巾木：桧材H60　ＵＣ塗

ＧＢ-Ｆt12.5(下張)ＧＢ-Ｓt12.5(下張)

軽量鋼製天井下地(LGS19)木胴縁組下地(横＠455)土間コンクリート下地

張物下地モルタルt38男子手洗 所

女子トイ レ 張物下地モルタルt38

土間コンクリート下地

巾木：ＳＵＳ製H60×t2.0
木目調メラミン化粧板t3目透張(目地シール)

廻り縁：塩ビ製(目透型)

木胴縁組下地(横＠455) 軽量鋼製天井下地(LGS19)

ＧＢ-Ｓt12.5(下張)、一部：耐水合板t12(下張)

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

ＧＢ-Ｆt12.5目透張

女子手洗 所 張物下地モルタルt38

土間コンクリート下地 木胴縁組下地(横＠455) 軽量鋼製天井下地(LGS19)

ＧＢ-Ｓt12.5(下張) ＧＢ-Ｆt12.5(下張)
巾木：桧材H60　ＵＣ塗

化粧珪酸カルシウム板t6目透張(目地シール)
廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

CH2500

男子トイ レ 張物下地モルタルt38

土間コンクリート下地

巾木：ＳＵＳ製H60×t2.0
木目調メラミン化粧板t3目透張(目地シール)

廻り縁：塩ビ製(目透型)

木胴縁組下地(横＠455) 軽量鋼製天井下地(LGS19)

ＧＢ-Ｓt12.5(下張)、一部：耐水合板t12(下張)

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

ＧＢ-Ｆt12.5目透張 ＵＣ塗

手洗シンク(製作品)

腰上壁：調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

木製トイレブース・ハンガー付棚板(製作品)、面台：メラミンカウンターt20×W160

汚垂石：御影石タイル(本磨き仕上)t20×W600

手洗シンク(製作品)

腰上壁：調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

木製トイレブース・ハンガー付棚板(製作品)、面台：メラミンカウンターt20×W160

ハンガー付棚板(製作品)

ハンガー付棚板(製作品)

面台：メラミンカウンターt20×W160

腰上壁：調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

300角視覚障がい者誘導シート(点鋲)

ＲＶ(Ⅱ)

ＲＶ(Ⅰ)

ＳＵＳ

ＣＢ

ＲＣ

ＧＢ-Ｒ ：石膏ボード

：鉄筋コンクリート造

：コンクリートブロック(Ｃ種)

：ラワン合板完全耐水(タイプⅠ)

：ラワン合板高度耐水(タイプⅡ)

：ステンレス　SUS304(HL)

ＧＢ-Ｄ ：化粧石膏ボード

ＧＢ-Ｓ ：シージング(防水)石膏ボード 屋内で外気に接する壁面は間柱間に高性能グラスウール(14K、耳付き)t90

屋内の床面は土間コンクリート下部に押出法ポリスチレンフォーム(３種ａＤ)t50ＳＯＰ ：合成樹脂調合ペイント(２回塗)

ＥＰ

ＥＰ-Ｇ

ＯＳ ：オイルステン(１回塗)

ＵＣ ：１液性ウレタン樹脂ワニス(２回塗)

２-ＵＣ ：２液性ウレタン樹脂ワニス(２回塗)

ＤＰ ：耐候性塗料(２回塗)

ＷＰ ：木材保護着色塗料(３回塗)

ＮＡＤ

：艶消合成樹脂エマルションペイント(２回塗)

：艶有合成樹脂エマルションペイント(２回塗)

：アクリル樹脂系非水分散形塗料（２回塗）

ＧＢ-Ｆt12.5　※外壁下地まで

ＧＢ-Ｒt12.5(二重張)　※桁梁まで

ＧＢ-Ｒt12.5(二重張)　※桁梁まで

ＧＢ-Ｒt9.5＋ＧＢ-Ｒt12.5(両面張)　※天井まで

ＧＢ-Ｒt9.5＋ＧＢ-Ｒt12.5(両面張)　※屋根下地まで

断熱・遮音仕様

薄塗ポリマーセメントモルタル金ゴテ仕上　、　通気水切：カラー鋼板製t0.35×H30×W55

杉羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

杉羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

杉羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

杉羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

杉羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

杉羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

杉羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

杉羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

杉羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

杉羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

CH2820

CH2500

CH2500

CH2500

CH2500

CH2500

CH3610-2910

CH2700

床面：150角屋外床用タイル(磁器質無釉)　、　縁：ＲＣ造合板型枠打放補修　ポリマーセメント系塗膜防水

消火器ボックス：木目調スチール製W280×D192×H695

消火器ボックス：木目調スチール製W280×D192×H695

抗菌複層ビニル床シートt2.0

抗菌複層ビニル床シートt2.0

抗菌複層ビニル床シートt2.0

抗菌複層ビニル床シートt2.0

抗菌複層ビニル床シートt2.0

抗菌複層ビニル床シートt2.0

抗菌複層ビニル床シートt2.0

化粧梁(照明ボックス)：桧材W180×H120＠1820　ＵＣ塗

化粧梁(照明ボックス)：桧積層材・桧材W180×H400＠1820　ＵＣ塗

手摺：桧材t40×W120＠190(５段)　ＵＣ塗　、　支柱：□-60×60×2.3　ＳＯＰ塗

腰下壁：桧突板合板t2.5　ＵＣ塗

張物下地モルタルt30
ササラ桁・蹴込鋼板　ＳＯＰ塗

ＥＸＰ.Ｊ：アルミ製(内壁コーナー・天井＋内壁)C100

ＥＸＰ.Ｊ：アルミ製(床＋床・内壁コーナー・天井＋内壁)C100

広幅縦張窯業系サイディングt14(胴縁通気工法、透湿防水シート下張、弾性目地処理)

ＧＢ-Ｆ ：強化石膏ボード

掲示板(製作品)

腰下壁：桧突板合板t2.5　ＵＣ塗

消火器ボックス：木目調スチール製W280×D192×H695、掲示板(製作品)

－

CH3020

増築部分　仕上表

化粧付梁：桧積層材t30×H400　ＵＣ塗

笠木：桧材t40×W220　ＵＣ塗

ポーチ階 段

塩ビ樹脂系シート防水t2.0(接着工法)　＋　防水下地モルタルt20　、　笠木：アルミ製W200

屋根・外壁ＥＸＰ.Ｊ：アルミ製(屋根＋外壁)C100-W300

遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板定尺板横葺t0.4　＋　アスファルトルーフィング940　＋　野地板：構造用合板t12

木造自立壁H1450

横張羽目板(準耐火外壁)：杉材(本実加工品)t30×W150(透湿防水シート下張)　ＷＰ塗(目地部先行塗り)

出隅枠：桧材W55×D55　ＷＰ塗　、　窓額縁：桧材W40　ＷＰ塗

軽量鋼製天井下地(LGS25)

踏板・段鼻：ムク材(製作品)、階段部腰下壁：桧突板合板t2.5目透張　ＵＣ塗

手摺：桧材t40×W120＠190(６段)　ＵＣ塗、支柱：□-60×60×2.3　ＳＯＰ塗

ブラケット手摺：木目調樹脂製φ40、笠木：桧材t40×W170　ＵＣ塗

化粧梁(照明ボックス)：桧材W180×H120＠2250　ＵＣ塗、コート掛けフック

構造間仕切壁

１６３枚の内　０１６号

CH2500

雪止アングル：ＳＵＳ製L-40×40×3　、　雪止金具：ＳＵＳ製＠600

準耐火構造等内部仕上表 ※上記壁仕上表の内、次の部位はこれによる。

軒 天 木目調パルプ繊維混入セメント板(相ジャクリ加工品)t12　、　軒天通気見切：カラーＧＬ鋼板製W68

カラーＶＰφ75　掴金具＠1200程度

軒 樋

竪 樋

樹脂被覆スチール製前高角樋W160×H90　内吊金具＠300

破 風

鼻 隠

壁面遮音材 各トイレの壁面は間柱間に高性能グラスウール(14K)t90

天井面断熱材 屋内で屋根直下となる天井面は野縁上に高性能グラスウール(14K)t155

壁面断熱材

ＥＶシャフト廻りの壁面は間柱間に高性能グラスウール(14K、耳付き)t90

破風包み：遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板製t0.4×W42×H300(２段破風)　下地：桧材t30＋構造用合板t12

鼻隠包み：遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板製t0.4×W30×H300　下地：桧材t30
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ルーフドレイン：鋳鉄製横引き打込型(シート防水用)φ75

飾り桝：ＳＵＳ製W200×D200×H220

笠木：アルミ製W200

塩ビ樹脂系シート防水t2.0(機械的固定工法)
防水下地モルタルt30～90

笠木：アルミ製W200

竪樋 竪樋 竪樋 竪樋

竪樋

竪樋 竪樋 竪樋 竪樋 竪樋 竪樋 竪樋

竪樋竪樋

竪樋竪樋

竪樋

水勾配

水勾配

水
勾

配
水

勾
配

カラーＶＰφ75

カラーＶＰφ75

t0.4×W120

飾り桝：ＳＵＳ製W200×D200×H220

ルーフドレイン：鋳鉄製横引き打込型(シート防水用)φ75

排水溝W200(水勾配)

増築部分　屋根伏図

ＥＸＰ.Ｊ：アルミ製(屋根＋外壁)C100-W300

取合水切：カラー鋼板製t0.35×H30×W65

雨押え水切：遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板製

樹脂被覆スチール製前高角樋W160×H90　内吊金具＠300

遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板定尺板横葺t0.4

雨押え水切：遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板製t0.4×W120

棟包み：遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板巻t0.4×W300

遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板定尺板横葺t0.4

雨押え水切：遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板製t0.4×W120

樹脂被覆スチール製前高角樋W160×H90　内吊金具＠300

樹脂被覆スチール製前高角樋W160×H90　内吊金具＠300

遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板定尺板横葺t0.4

棟包み：遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板巻t0.4×W300

ＥＸＰ.Ｊ：アルミ製(屋根＋外壁)C100-W300

取合水切：カラー鋼板製t0.35×H30×W65

新設竪樋：カラーステンレス鋼板製丸樋φ100

太陽光発電パネル(電気設備工事)

１６３枚の内　０１９号

雪止アングル：ＳＵＳ製L-40×40×3
雪止金具：ＳＵＳ製＠600

雪止アングル：ＳＵＳ製L-40×40×3
雪止金具：ＳＵＳ製＠600

雪止アングル：ＳＵＳ製L-40×40×3
雪止金具：ＳＵＳ製＠600

パネル取付金具(16個×6列)：ＳＵＳ製　※金具本体(取付共)は建築工事
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砂状水系アクリル樹脂(高耐候可とう性タイプ)荒ゴテ仕上
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砂状水系アクリル樹脂(高耐候可とう性タイプ)荒ゴテ仕上

通気水切：カラー鋼板製t0.35×H30×W55

縁：ＲＣ造合板型枠打放補修　ポリマーセメント系塗膜防水

手摺：木目調ＡＳＡ樹脂製φ40　、　支柱：アルミ製φ48.6

笠木：アルミ製W200

150角屋外床用タイル(磁器質無釉)

通気水切：カラー鋼板製t0.35×H30×W40

ア ア

イ イ イイ

ウ ウエ エ

オ オ オ オ オ オ オ

オオオオ

キキ

キク ク

ク ク

ケ

ケ ケ

ケ

コサ

サ

シ シ

シ シ

ス

ス ス

セソタ タ

タタチ チ

ツ

トトトト

増築部分　立面図(１)

外壁・外天井ＥＸＰ.Ｊ：アルミ製(外壁コーナー)C100

ナ ナ

遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板定尺板横葺t0.4

軒樋：樹脂被覆スチール製前高角樋W160×H90　内吊金具＠300

破風包み：遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板製t0.4×W42×H300(２段破風)

鼻隠包み：遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板製t0.4×W30×H300

窓柱包み・窓台包み：杉材t30　ＷＰ塗

ナ ナ ナナ

8
0
5
0

8
2
0

２ＦＬ

２ＦＬ

3
9
50

3
9
5
0

3
45
0

3
4
5
0

１６３枚の内　０２０号



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

1/100

１ＦＬ

6
5
0

設計ＧＬ

増築部分北立面図　1/100

渡り廊下

渡り廊下

軒桁天端

8
0
5
0

１ＦＬ

設計ＧＬ

１ＦＬ

設計ＧＬ

増築部分西立面図　1/100

6
50

6
50

軒桁天端

Ｇ梁天端

7
3
0
0

鼻母屋天端

8
2
0

8
0
5
0

外装仕上一覧表

ア

イ

ウ

エ

オ 竪樋：カラーＶＰφ75　掴金具＠1200程度

カ 飾り桝：ＳＵＳ製W200×D200×H220

キ 木目調パルプ繊維混入セメント板(相ジャクリ加工品)t12

ク

ケ

コ

サ

シ

横張羽目板(準耐火外壁)：杉材(本実加工品)t30×W150(透湿防水シート下張)　ＷＰ塗

ス

セ

ソ

タ

チ

ツ

テ

ト

ナ

広幅縦張窯業系サイディングt14(胴縁通気工法、透湿防水シート下張、弾性目地処理)

砂状水系アクリル樹脂(高耐候可とう性タイプ)荒ゴテ仕上

広幅縦張窯業系サイディングt14(胴縁通気工法、透湿防水シート下張、弾性目地処理)　ＤＰ塗

薄塗ポリマーセメントモルタル金ゴテ仕上

横張窯業系サイディングt16(金具留め工法、透湿防水シート下張)

砂状水系アクリル樹脂(高耐候可とう性タイプ)荒ゴテ仕上

通気水切：カラー鋼板製t0.35×H30×W55

縁：ＲＣ造合板型枠打放補修　ポリマーセメント系塗膜防水

手摺：木目調ＡＳＡ樹脂製φ40　、　支柱：アルミ製φ48.6

笠木：アルミ製W200

150角屋外床用タイル(磁器質無釉)

通気水切：カラー鋼板製t0.35×H30×W40

オオ

オオオ オ オ オ

イイイ イキ キ

キ クク ケ

ケケ

コ サ

サ

シシ スセ

ツ

ト ト ト タ ソ タ

カ カ

オ オトク

ア ア ア ア ア ウウウウウ エ エ エ エ エ

ク ク

ケ

サシシ スス タタチ チ

テ ケケ

ナ ナ

オ

増築部分　立面図(２)
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増築部分　断面詳細図(１)

調湿形(珪藻土)
水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)
ＧＢ-Ｒt9.5＋ＧＢ-Ｒt12.5

幕板：桧積層材t30×H400
ＵＣ塗
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水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)
ＧＢ-Ｒt9.5＋ＧＢ-Ｒt12.5

化粧梁縦板：桧積層材t30×H400
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遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板定尺板横葺t0.4

樹脂被覆スチール製前高角樋W160×H90　内吊金具＠300

棟包み：遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板製t0.4×W300
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内吊金具＠300

縦胴縁：桧材W45×t21＠455
構造用合板t9
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雪止アングル：ＳＵＳ製L-40×40×3
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下地：桧材t30

鼻隠包み：遮熱艶消カラーＳＧＬ鋼板製t0.4×W30×H300
下地：桧材t30
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朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)
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増築部分１階平面詳細図　1/50

(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上天端の高さを示す。

寸法表示部　　印は鋼製建具取付下地の柱側端を示す。
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増築部分　１階平面詳細図(２)
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高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

1/50

増築部分１階平面詳細図　1/50

(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上天端の高さを示す。

寸法表示部　　印は鋼製建具取付下地の柱側端を示す。
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増築部分　１階平面詳細図(３)

パッケージ型消火設備：着色スチール製W700×D230×H1400

(有効開口幅W850)
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設　計

縮　尺
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設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

目隠フェンス
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増築部分１階平面詳細図　1/50

(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上天端の高さを示す。

寸法表示部　　印は鋼製建具取付下地の柱側端を示す。
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竪樋：カラーＶＰφ75　掴金具＠1200程度
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ブラケット手摺：木目調樹脂製φ40
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増築部分　１階平面詳細図(４)
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パッケージ型消火設備：着色スチール製W700×D230×H1400
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番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

手摺：桧材t40×W120＠190(６段)　ＵＣ塗
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増築部分断面詳細図　1/50
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珪酸質系塗膜防水
ピット壁外面(接地部)：

(14K、耳付き)t90
壁断熱材：高性能グラスウール

天井断熱材：高性能グラスウール(14K)t155

天井断熱材：高性能グラスウール(14K)t155

支柱：□-60×60×2.3＠910　ＳＯＰ塗

踏板受：PL-12×150

ＧＢ-Ｒt12.5(二重張)
※外壁側

ＧＢ-Ｒt9.5＋
ＧＢ-Ｒt12.5(両面張)
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踏板：飛騨地域産広葉樹t30×W290(ＵＶ塗装品)

段鼻：飛騨地域産広葉樹t30×W90(ＵＶ塗装品)

ブラケット手摺：木目調樹脂製φ40

笠木：桧材t30×W170　ＵＣ塗

展開記号 ２

３

４

１

(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上天端の高さを示す。

寸法表示部　　印は鋼製建具取付下地の柱側端を示す。

増築部分２階平面詳細図　1/50
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掛け側桁：PL-12×320

増築部分　２階平面詳細図・階段廻り断面詳細図

5
0

壁断熱材：高性能グラスウール(14K、耳付き)t90

蹴込：ＳＯＰ塗

踊場下地：PL-6
踊場：張物下地モルタルt30

直張圧縮杉フローリングt15(ＵＶ塗装品)

ササラ桁：PL-12×300

踏板・蹴込板：PL-6

掛け側桁：PL-12×320

巾木：ＳＯＰ塗

１６３枚の内　０２９号

壁断熱材：高性能グラスウール(14K、耳付き)t90

ピット内：ポリマーセメント系塗膜防水t1.1

ピット壁外面(接地部)：珪酸質系塗膜防水

6370

1668 1668 3034

1
1
83
0

2
7
3
0

18
2
0

2
7
3
0

1
8
20

2
7
3
0

6370

2426 910 3034

9
1
0
0

18
2
0

4
5
5
0

2
7
3
0

DN

1
40

2
6
0

2
6
0

18
1
0

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

2
6
0

2
60

〃

〃
1
9
0
0

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

1514

13

12

廊下

(+4600)

踊場

(+2862)

795 80 7951440

167016701670 1970 1970

80
0

34
5

2
6
5

2
2
0
0

2
6
5

265

5
0
0

2500 571

ＥＶ

175
2
1
0
0

1924

消火器ボックス：木目調スチール製
W280×D192×H695

掴金具＠1200程度
竪樋：カラーＶＰφ75

掴金具＠1200程度
竪樋：カラーＶＰφ75

化粧梁(照明ボックス)：桧積層材・桧材
W180×H400＠1820　ＵＣ塗

60 850 60 850 60 850 60 850 60 850 60 850 60
425 425

170

1
70

ブラケット手摺：木目調樹脂製φ40

ＵＣ塗

300角視覚障がい者誘導シート(点鋲)

支柱：□-60×60×2.3＠910　ＳＯＰ塗

段鼻：桧材W60×H30　ＵＣ塗 壁断熱材：高性能グラスウール(14K、耳付き)t90

壁断熱材：高性能グラスウール(14K、耳付き)t90

壁断熱材：高性能グラスウール(14K、耳付き)t90
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0
0

1800 780454

シートシャッター

吹抜

110110

220

笠木：桧材t40×W220　ＵＣ塗

笠木：桧材t40×W170

面付床見切：ＳＵＳ製W35×t1.5

φ40
ブラケット手摺：木目調樹脂製

パッケージ型消火設備：
着色スチール製W700×D230×H1400

300角視覚障がい者誘導シート(点鋲)

竪樋：カラーＶＰφ75
掴金具＠1200程度

壁断熱材：高性能グラスウール(14K、耳付き)t90

手摺：桧材t40×W120＠190(６段)　ＵＣ塗
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竪樋：カラーＶＰφ75　掴金具＠1200程度

床見切縁(２本)：桧材W25　ＵＣ塗、シーリング(SR-1)W10

竪樋：カラーＶＰφ75　掴金具＠1200程度

壁断熱材：高性能グラスウール(14K、耳付き)t90

壁断熱材：高性能グラスウール(14K、耳付き)t90

床見切縁(２本)：桧材W25　ＵＣ塗、シーリング(SR-1)W10

(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上天端の高さを示す。

増築部分２階平面詳細図　1/50
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壁断熱材：高性能グラスウール(14K、耳付き)t90

支柱：□-60×60×2.3＠1050　ＳＯＰ塗
手摺：桧材t40×W120＠190(５段)　ＵＣ塗

壁断熱材：高性能グラスウール(14K、耳付き)t90

竪樋：カラーＶＰφ75　掴金具＠1200程度

竪樋：カラーＶＰφ75　掴金具＠1200程度
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増築部分　渡り廊下平面詳細図
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縦張桧羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

巾木：桧材H80　ＵＣ塗

見切縁：桧材H60　ＵＣ塗
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白板取付下地：スチール製□-100×50×2.3

巾木：桧材H80　ＵＣ塗

縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

ＥＰボードt5.5＋掲示クロス

ＧＢ-Ｒt12.5　ＥＰ塗 鴨居：桧材t40　ＵＣ塗
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見切縁：桧材H60　ＵＣ塗

ＧＢ-Ｒt12.5　ＥＰ塗

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

縦張桧羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

巾木：桧材H80　ＵＣ塗

ＧＢ-Ｒt12.5　ＥＰ塗

鴨居：桧材t40　ＵＣ塗

縦枠：桧材t40　ＵＣ塗

縦張桧羽目板(本実加工品)
t12×W120　ＵＣ塗

縦張桧羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗
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増築部分　展開図(１)

縦張桧羽目板(本実加工品)
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四方枠：桧材t30　ＵＣ塗
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コート掛幕板：桧材H60　ＵＣ塗、フック×10ヶ

コート掛幕板：桧材H60　ＵＣ塗、フック×10ヶ
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7
0
0

7
0
0

3
0

1
1
5
0

3
6
1
0

2
91
0

1
9
8
0

9
3
0

３ ４

４２ ３

2730 3640 2730 3640

2
5
0
0

2
5
0
0

2
5
0
0

1
98
0

52
0

2
5
0
0

2
5
0
0

2
5
0
0

2
5
0
0

1
98
0

52
0

2
5
0
0

教材室 教材室 教材室 教材室

２ ３ ４

3640 1820 3640 1820

2
5
0
0

1
99
0

5
10

2
5
0
0

備品庫 備品庫 備品庫 備品庫

2
5
0
0

2
5
0
0

2
5
0
0

16
0
0

90
0

2
5
0
0

2
5
0
0

2
5
0
0

掲示板 掲示板 掲示板 掲示板 掲示板 掲示板

ＥＰボードt5.5＋掲示クロス

縦張桧羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

窓台包み：桧材t30　ＵＣ塗

ＧＢ-Ｒt12.5　ＥＰ塗

ＧＢ-Ｒt12.5　ＥＰ塗

縦張桧羽目板(本実加工品)
t12×W120　ＵＣ塗

見切縁：桧材H60　ＵＣ塗

巾木：桧材H80　ＵＣ塗

縦張桧羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H80　ＵＣ塗

見切縁：杉材t30　ＵＣ塗

ＧＢ-Ｒt12.5　ＥＰ塗

12
0

掲示板 掲示板 掲示板 掲示板

廻り縁：桧材H80　ＵＣ塗

サッシ枠：桧材t30　ＵＣ塗

巾木：桧材H80　ＵＣ塗

ＧＢ-Ｒt12.5　ＥＰ塗額縁：桧材t30　ＵＣ塗

縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

鴨居：桧材t40　ＵＣ塗

ＥＰボードt5.5＋掲示クロス

縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

敷居：桧材t30　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H80　ＵＣ塗 鴨居：桧材t40　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H80　ＵＣ塗

縦張桧羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗

ＥＰボードt5.5＋掲示クロス

廻り縁：桧材H80　ＵＣ塗

ＧＢ-Ｒt12.5　ＥＰ塗

ＧＢ-Ｒt12.5　ＥＰ塗

見切縁：杉材t30　ＵＣ塗

見切縁：杉材t30　ＵＣ塗

ＧＢ-Ｒt12.5　ＥＰ塗

廻り縁：桧材H80　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H80　ＵＣ塗

ＧＢ-Ｒt12.5　ＥＰ塗

巾木：塩ビ製H75

ビニルクロス(ＡＡ級)

巾木：塩ビ製H75

ビニルクロス(ＡＡ級)

巾木：塩ビ製H75

鴨居：桧材t40　ＵＣ塗

縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

ビニルクロス(ＡＡ級)

巾木：塩ビ製H75

ビニルクロス(ＡＡ級)

巾木：塩ビ製H75

ビニルクロス(ＡＡ級)

巾木：塩ビ製H75

ビニルクロス(ＡＡ級)

縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

上枠：桧材t30　ＵＣ塗

巾木：塩ビ製H75

ビニルクロス(ＡＡ級)

巾木：塩ビ製H75

ビニルクロス(ＡＡ級)

四方枠：桧材t30　ＵＣ塗

増築部分　展開図(２)

１６３枚の内　０３２号



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

1/100

１ ２ ３ ４

3640 7280 4550 4550 7280

洗面所 洗面所 洗面所 洗面所 洗面所
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１

１

１

２１ ３ ３ ４

3640 3640 2730 1820 3640 3640 1820 2730

男子トイレ 男子手洗所 男子手洗所男子トイレ 男子トイレ 男子手洗所 男子手洗所 男子トイレ

2
5
00

1
20
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1
3
0
0

2
5
00

2
0
2
0

4
8
0

2
5
00

1
5
5
0OPEN 2
5
00
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2
5
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1
9
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1
0

OPEN2
5
00

1
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1
3
0
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2
5
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1
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1
3
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0

2
5
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2
5
00

2
5
00

5
1
0

1
9
9
0

7
0
0

1
5
5
0 2
5
00

１ ２ ３ ３ ４

3640 3640 3640 1820 3640 3640 1820 3640

女子トイレ 女子トイレ 女子トイレ 女子トイレ女子手洗所 女子手洗所 女子手洗所 女子手洗所

2
5
0
0

2
0
2
0

4
80

2
5
0
0

OPEN 2
5
0
0

1
5
5
0 2
5
0
0

1
9
9
0

5
1
0

OPEN2
5
0
0

1
2
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2
5
0
0

2
5
0
0

2
5
0
0

2
5
0
0

1
99
0

5
10

2
5
0
0

2
5
0
0

2
5
0
0

5
1
0

1
9
9
0

7
0
0

1
5
5
0 2
5
0
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２ ３ ４

2730 2730 2730 2730

2
5
0
0

90
0

1
60
0

2
5
0
0

2
5
0
0

1
99
0

5
10

2
5
0
0

2
5
0
0

2
5
0
0

2
5
0
0

2
5
0
0

1
99
0

5
10

多目的トイレ 多目的トイレ 多目的トイレ 多目的トイレ

1
4
5
0

1
05
0

300 300 300

化粧珪酸カルシウム板t6(緑色) 化粧珪酸カルシウム板t6(緑色)

化粧珪酸カルシウム板t6(赤色)

7
00
2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

7
0
0

7
0
02
5
0

2
5
0

巾木：桧材H60　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

サッシ枠：桧材t30　ＵＣ塗

縦枠：桧材t40　ＵＣ塗

化粧珪酸カルシウム板t6(青色)

巾木：桧材H60　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

巾木：桧材H60　ＵＣ塗

縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

サッシ枠：桧材t30　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

上枠・縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

化粧珪酸カルシウム板t6(青色)

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

化粧珪酸カルシウム板t6目透張

化粧珪酸カルシウム板t6目透張

化粧珪酸カルシウム板t6目透張

化粧珪酸カルシウム板t6目透張 化粧珪酸カルシウム板t6目透張

化粧珪酸カルシウム板t6目透張

化粧珪酸カルシウム板t6目透張

巾木：桧材H60　ＵＣ塗 耐水合板t12下張

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

巾木：桧材H60　ＵＣ塗巾木：ＳＵＳ製H60×t2.0

上枠・縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

木目調メラミン化粧板t3目透張

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

耐水合板t12下張

巾木：ＳＵＳ製H60×t2.0

上枠：桧材t30　ＵＣ塗

化粧珪酸カルシウム板t6(赤色)

巾木：桧材H60　ＵＣ塗

木目調メラミン化粧板t3目透張

木目調メラミン化粧板t3目透張巾木：ＳＵＳ製H60×t2.0

巾木：ＳＵＳ製H60×t2.0

サッシ枠：桧材t30　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

巾木：桧材H60　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

上枠・縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

化粧珪酸カルシウム板t6目透張

木目調メラミン化粧板t3目透張

耐水合板t12下張

木目調メラミン化粧板t3目透張

木目調メラミン化粧板t3目透張

上枠・縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

巾木：ＳＵＳ製H60×t2.0

化粧珪酸カルシウム板t6目透張

化粧珪酸カルシウム板t6目透張

面台：メラミンカウンターt20×W160

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

面台：メラミンカウンターt20×W160

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗 化粧珪酸カルシウム板t6目透張

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

木目調メラミン化粧板t3目透張

巾木：ＳＵＳ製H60×t2.0

巾木：ＳＵＳ製H60×t2.0

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

木目調メラミン化粧板t3目透張 面台：メラミンカウンターt20×W160

耐水合板t12下張

上枠・縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

木目調メラミン化粧板t3目透張

巾木：ＳＵＳ製H60×t2.0木目調メラミン化粧板t3目透張

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

木目調メラミン化粧板t3目透張

増築部分　展開図(３)

巾木：桧材H60　ＵＣ塗

化粧珪酸カルシウム板t6目透張

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

巾木：桧材H60　ＵＣ塗

化粧珪酸カルシウム板t6目透張

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

幕板：桧材W60×H150　ＵＣ塗

木目調メラミン化粧板t3目透張

面台：メラミンカウンターt20×W160

幕板：桧材W60×H150　ＵＣ塗

１６３枚の内　０３３号



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)
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１
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３
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廊下(中央)

廊下(中央)
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廊下(中央)
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0
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0
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3
0
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3
0
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0

3
0
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0

掲示板

桧突板合板t2.5　ＵＣ塗

横格子：桧材H40＠190　ＵＣ塗

巾木：桧材H120　ＵＣ塗

ＥＰボードt5.5＋掲示クロス

四方枠：桧材t30　ＵＣ塗調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

格子：桧材W40×H120＠190　ＵＣ塗

桧突板合板t2.5　ＵＣ塗

横格子：桧材H40＠190　ＵＣ塗 横格子：桧積層材(曲げ加工品)
H40＠190　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

横格子：桧積層材(曲げ加工品)H40＠190　ＵＣ塗

手摺：桧材t40×W120＠190(６段)　ＵＣ塗

支柱：□-60×60×2.3＠910　ＳＯＰ塗 廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

柱包み：桧材t30　ＵＣ塗

敷居：桧材t30　ＵＣ塗

鴨居：桧材t40　ＵＣ塗

縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

鴨居：桧材t40　ＵＣ塗

縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

サッシ枠：桧材t30　ＵＣ塗

巾木：桧材H120　ＵＣ塗

サッシ枠：桧材t30　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌) サッシ枠：桧材t30　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

敷居：桧材t30　ＵＣ塗

縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

鴨居：桧材t40　ＵＣ塗

桧突板合板t2.5　ＵＣ塗

横格子：桧材H40＠190　ＵＣ塗 ＥＰボードt5.5＋掲示クロス

四方枠：桧材t30　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H120　ＵＣ塗 廻り縁：桧材H120　ＵＣ塗

巾木：桧材H120　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

サッシ枠：桧材t30　ＵＣ塗

巾木：桧材H120　ＵＣ塗

４

OPEN

9
20

9
2
0

9
20

消火器ボックス：木目調スチール製

2
35
0

67
0

2
35
0

67
0

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

OPEN

見切縁：桧材t25　ＵＣ塗

増築部分　展開図(４)

見切縁：桧材t30　ＵＣ塗

見切縁：桧材t30　ＵＣ塗

化粧付梁：桧積層材t30×H400　ＵＣ塗 化粧付梁：桧積層材t30×H400　ＵＣ塗

化粧付梁：桧積層材t30×H400　ＵＣ塗

曲面用石膏ボードt5(四重張)下地

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)　曲面用石膏ボードt5(四重張)下地

消火器ボックス消火器ボックス

化粧付梁：桧積層材t30×H400　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

見切縁：桧材t25　ＵＣ塗

上枠・縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

パッケージ型消火設備

見切縁：桧材t25　ＵＣ塗

見切縁：桧材t25　ＵＣ塗

パッケージ型消火設備

額縁：桧材t30　ＵＣ塗

額縁：桧材t30　ＵＣ塗

１６３枚の内　０３４号
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設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

1/100

3200 3200

１ ２ ３ ４

12770 12770 260270270260
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5
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0

１階渡り廊下 １階渡り廊下 １階渡り廊下 １階渡り廊下

2
5
0
0

1
8
00
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0

1
80

1
0
0

2
5
0
0

2
32
0

1
8
0

2
5
0
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2
5
0
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桧突板合板t2.5　ＵＣ塗

横格子：桧材H40＠190　ＵＣ塗

サッシ枠：桧材t30　ＵＣ塗

サッシ枠：桧材t30　ＵＣ塗 調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

巾木：桧材H120　ＵＣ塗

桧突板合板t2.5　ＵＣ塗

横格子：桧材H40＠190　ＵＣ塗

サッシ枠：桧材t30　ＵＣ塗

巾木：桧材H120　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗
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２階渡り廊下

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗サッシ枠：桧材t30　ＵＣ塗
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巾木：桧材H120　ＵＣ塗

支柱：□-60×60×2.3＠1050　ＳＯＰ塗

手摺：桧材t40×W120＠190(５段)　ＵＣ塗

横格子：桧材H40＠190　ＵＣ塗
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廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗サッシ枠：桧材t30　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

支柱：□-60×60×2.3＠1050　ＳＯＰ塗

手摺：桧材t40×W120＠190(５段)　ＵＣ塗

巾木：桧材H120　ＵＣ塗
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廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

OPEN OPEN

２階廊下

7280

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)
※上段のみ

桧突板合板t2.5　ＵＣ塗

柱包み：桧材t30　ＵＣ塗

柱包み：桧材t30　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

消火器ボックス：木目調スチール製

※上段のみ
調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

桧突板合板t2.5　ＵＣ塗

9
2
0

ブラケット手摺：木目調樹脂製φ40

桧突板合板t2.5目透張　ＵＣ塗

ササラ桁：ＳＯＰ塗

1820 2730

OPEN OPEN
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廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

ブラケット手摺：木目調樹脂製φ40

ササラ桁：ＳＯＰ塗
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ササラ桁：ＳＯＰ塗

桧突板合板t2.5目透張　ＵＣ塗

ブラケット手摺：木目調樹脂製φ40

柱包み：桧材t30　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

3
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掛け側桁：ＳＯＰ塗

ブラケット手摺：木目調樹脂製φ40

桧突板合板t2.5目透張　ＵＣ塗桧突板合板t2.5目透張　ＵＣ塗
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水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)
調湿形(珪藻土)

上枠・縦枠：桧材t30　ＵＣ塗

桧突板合板t2.5目透張　ＵＣ塗

ブラケット手摺：木目調樹脂製φ40

7
00

7
00

7
0
0

7
0
0

6
5
0

1
5
9
0

OPEN

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

見切縁：桧材t25　ＵＣ塗
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0
0

5
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巾木：桧材H120　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

三方枠：桧集成材t30　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

OPEN

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

三方枠：桧集成材t30　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

OPEN

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

三方枠：桧集成材t30　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)
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廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗
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廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

三方枠：桧集成材t30　ＵＣ塗
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増築部分　展開図(５)

笠木：桧材t40×W220　ＵＣ塗

笠木：桧材t40×W170　ＵＣ塗

笠木：桧材t40×W170　ＵＣ塗

笠木：桧材t40×W220　ＵＣ塗

見切縁：桧材H40　ＵＣ塗

見切縁：桧材H40　ＵＣ塗見切縁：桧材H40　ＵＣ塗

横格子：桧材H40＠190　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

見切縁：桧材H40　ＵＣ塗

見切縁：桧材H40　ＵＣ塗

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)

廻り縁：桧材H60　ＵＣ塗

縦枠：桧材W162×30　ＵＣ塗

巾木：桧材H120　ＵＣ塗

9
20

パッケージ型消火設備

１６３枚の内　０３５号
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番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)
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増築部分　１階天井伏図

増築部分１階天井伏図　1/100

天井点検口(仕上材取外し式)

天井点検口(仕上材取外し式)
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天井仕上一覧表

凡例は２階天井伏図に記載

１６３枚の内　０３６号
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高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)
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増築部分２階天井伏図　1/100

30940

天井点検口(仕上材取外し式)

天井点検口(仕上材取外し式)
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天井仕上一覧表

か

き

木目調パルプ繊維混入セメント板(相ジャクリ加工品)t12

軒天通気見切：カラーＧＬ鋼板製W68

杉羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗　＋　ＧＢ-Ｆt12.5(下張)

く

け

こ

さ

し

す

せ格子：桧材W40×H120＠190　ＵＣ塗　、　ロックウール吸音板t9　＋　ＧＢ-Ｆt12.5(下張)

ロックウール吸音板t9　＋　ＧＢ-Ｆt12.5(下張)

二重天井：ＧＢ-Ｆt12.5(捨張)

杉羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗　＋　ＧＢ-Ｒt12.5(下張)

杉羽目板(本実加工品)t12×W120　ＵＣ塗　＋　ＧＢ-Ｒt12.5(下張)

そ

た

鉄骨階段表し

ち

つ

て

と

な

天井点検口：アルミ製450角(天井仕上同材張)

に

竪樋：カラーＶＰφ75　掴金具＠1200程度

ＥＸＰ.Ｊ：アルミ製(天井＋内壁)C100

幕板：桧材W60×H150　ＵＣ塗

化粧梁：桧材W120×H120　ＵＣ塗

見切縁：桧材t25　ＵＣ塗

見切縁：杉材t30　ＵＣ塗

す

す

す

とと

と と

とな

な な

なななな

に

に

増築部分　２階天井伏図

さ

く

く

ＧＢ-Ｆt12.5

調湿形(珪藻土)水溶性樹脂系吹付(ゆず肌)　＋　ＧＢ-Ｆt12.5目透張

ビニルクロス(ＡＡ級)　＋　ＧＢ-Ｆt12.5

ロックウール吸音板t12(直張)　※ビス止め

軒樋：樹脂被覆スチール製前高角樋W160×H90　内吊金具＠300

化粧梁(照明ボックス)：桧材W180×H120＠2250　ＵＣ塗

化粧梁(照明ボックス)：桧積層材・桧材W180×H400＠1820　ＵＣ塗

化粧梁(照明ボックス)：桧積層材・桧材W180×H120＠1820　ＵＣ塗

空調機ボックス(二重天井)：ＧＢ-Ｆt12.5(ボックス内張)　高さ350　※グラスウールを覆う
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増築部分　建具キープラン
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朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)
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符号・名称

数量・室名

姿 図

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

符号・名称

数量・室名

姿 図

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

符号・名称

数量・室名

姿 図

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

1/100

見込86

２台

EAW-1

見込86

EAW-7

６台

7
0
0

690

内部：樹脂製(木目調)

木造用、半外付型、アングル一体枠

外部：アルミ製(二次電解着色)

カムラッチハンドル、ＰＰ網戸

滑り出し窓

Ｇ

(断熱仕様)

洗面所、男子トイレ、女子トイレ

Low-E遮熱ペアガラス(LQ3+Ar15+FTP4)

EAW-6

４台

内部：樹脂製(木目調)

木造用、半外付型、アングル一体枠

外部：アルミ製(二次電解着色)

引手、クレセント、換気框、ＰＰ網戸

1600

5
0
0

(断熱仕様)

引き違い窓

相談室

ＧＧ

Low-E遮熱ペアガラス(LQ3+Ar15+TP4)

7
0
0

1620

740 740
140 5

9
0
0

内部：樹脂製(木目調)

木造用、半外付型、アングル一体枠

外部：アルミ製(二次電解着色)

オペレーター装置(２連)、ＰＰ網戸

廊下(中央吹抜)

２連内倒し窓

ＧＧ

Low-E遮熱ペアガラス(LQ3+Ar15+FTP4)

飛散防止ガラスフィルム張(透明)

２台

EAW-5

EAW-11

見込86

見込86

見込86

６台

内部：樹脂製(木目調)

木造用、半外付型、アングル一体枠

外部：アルミ製(二次電解着色)

引手、クレセント、換気框、ＰＰ網戸

(断熱仕様)

引き違い窓

相談室

1
1
0
0

1600

ＧＧ

Low-E遮熱ペアガラス(LQ3+Ar15+TP4)

1600

7
0
0

内部：樹脂製(木目調)

木造用、半外付型、アングル一体枠

外部：アルミ製(二次電解着色)

－

(断熱仕様)

廊下(中央吹抜)

ＦＩＸ窓

Ｇ

Low-E遮熱ペアガラス(LQ3+Ar15+FTP4)

飛散防止ガラスフィルム張(透明)

手動バランス式シートシャッター

(特定防火設備、遮煙性能)

樹脂コーティング耐熱ガラスクロスt0.7

ガイドレール：スチール製(焼付塗装)

－

自動閉鎖装置、座板、ケース

2
2
0
0

2
30

1800 7575

天井埋込型、印刷表示

２台

見込86

EAW-4

見込86

EAW-10

レール見込90

８台

(断熱仕様)

引き違い窓

外部：アルミ製(二次電解着色)

内部：樹脂製(木目調)

引手、クレセント、換気框、ＰＰ網戸

木造用、半外付型、アングル一体枠

普通教室１～６

Ｇ

Low-E遮熱ペアガラス(LQ3+Ar15+TP4)

内部：樹脂製(木目調)

木造用、半外付型、アングル一体枠

外部：アルミ製(二次電解着色)

－

365

3
6
5

Ｇ

図書室

(断熱仕様)

ＦＩＸ窓

見込86

12台

EAW-3

見込86

EAW-9

８台

(断熱仕様)

内部：樹脂製(木目調)

普通教室１～６

引き違い窓

Ｇ

木造用、半外付型、アングル一体枠

引手、クレセント、換気框、ＰＰ網戸

外部：アルミ製(二次電解着色)

Low-E遮熱ペアガラス(LQ3+Ar15+TP4)

7
0
0

690

内部：樹脂製(木目調)

木造用、半外付型、アングル一体枠

外部：アルミ製(二次電解着色)

滑り出し窓

(断熱仕様)

Ｇ

図書室

Low-E遮熱ペアガラス(LQ3+Ar15+TP4)

見込86

12台

EAW-2

見込86

EAW-8

15台

20
0
0

1650

内部：樹脂製(木目調)

(断熱仕様)

引手、クレセント、ＰＰ網戸

廊下(中央)

ＧＧ

外部：アルミ製(二次電解着色)

Low-E遮熱ペアガラス(LQ3+Ar15+TP4)

木造用、半外付型、アングル一体枠

飛散防止ガラスフィルム張(屋外用透明)

衝突防止シール(６枚)

引き違い窓

7
0
0

690

内部：樹脂製(木目調)

木造用、半外付型、アングル一体枠

外部：アルミ製(二次電解着色)

滑り出し窓

図書室

Ｇ

(防火設備、断熱仕様)

Low-E断熱ペアガラス(PW6.8+Ar12+LP3)

FL　：フロート板ガラス

TP　：強化ガラス

FTP ：型板強化ガラス

F 　：型板ガラス

Ar　：アルゴンガス

PP　：ポリプロピレン

PW　：網入ガラス

FW　：網入型板ガラス

LQ　：Ｌｏｗ－Ｅ(遮熱)ガラス

LP　：Ｌｏｗ－Ｅ(断熱)ガラス

凡 例

オペレーターハンドル、ＰＰ網戸 オペレーターハンドル、ＰＰ網戸

４台

見込70

EAW-12

Ｇ

Ｇ

2
3
2
0

1
8
0
0

1
0
0

4
2
0

１・２階渡り廊下

鉄骨用、半外付型

アルミ製(二次電解着色)

フック棒、アングルピース

トップラッチ、プルチェーン(２連)

1
1
0
0

２連内倒し窓＋２連ＦＩＸ窓

引手、クレセント、アングルピース

鉄骨用、半外付型

１階渡り廊下

アルミ製(二次電解着色)

Ｇ

引き違い窓

2
0
0
0

Ｇ

1670

見込70

１台

EAW-14

１・２階渡り廊下

Ｇ

1710

2
32
0

鉄骨用、半外付型

アルミ製(二次電解着色)

アングルピース

２連ＦＩＸ窓

12台

見込70

EAW-13
手動バランス式シートシャッター

(特定防火設備、遮煙性能)

樹脂コーティング耐熱ガラスクロスt0.7

ガイドレール：スチール製(焼付塗装)

－

自動閉鎖装置、座板、ケース

1800 7575

天井埋込型、印刷表示

レール見込90

ESS-1

23
0

2
35
0

１階渡り廊下 ２階渡り廊下２台２台

ESS-2

増築部分　建具表(１)

(断熱仕様) (断熱仕様)

(断熱仕様) (断熱仕様)

Low-E遮熱ペアガラス(LQ3+Ar15+TP4)
飛散防止ガラスフィルム張(透明)

飛散防止ガラスフィルム張(透明)飛散防止ガラスフィルム張(透明)

7
0
0

1
1
0
0

ＧＧ

2085 2085

Ｇ

805 805
100

Ｇ

Ｇ

100
805 805

Low-E遮熱ペアガラス(LQ3+Ar12+TP5)

Low-E遮熱ペアガラス(LQ3+Ar12+TP5)

Low-E遮熱ペアガラス(LQ3+Ar12+TP5)

１６３枚の内　０３９号



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

符号・名称

数量・室名

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

符号・名称

数量・室名

姿 図

姿 図

１台 １台 １台

見込40

6
0

600 600

40
40 40

40

1780

290140 150
2
0
2
0

2
0
2
0

1
9
4
0

2
0

15
0
0

1
4
6
0

手摺下地

1460

1500

メラミン化粧板、ペーパーコア芯

－

常時開放式　※手摺下地は建具工事とする。

スライドラッチ表示錠、グレビティヒンジ、荷物掛戸当

エッジ：アルミ製Ｒ型、巾木：ＳＵＳ製H60、笠木：アルミ製H20

メラミン化粧板、ペーパーコア芯

－

常時開放式　※手摺下地は建具工事とする。

スライドラッチ表示錠、グレビティヒンジ、荷物掛戸当

エッジ：アルミ製Ｒ型、巾木：ＳＵＳ製H60、笠木：アルミ製H20

メラミン化粧板、ペーパーコア芯

－

スライドラッチ表示錠、グレビティヒンジ、荷物掛戸当

エッジ：アルミ製Ｒ型、巾木：ＳＵＳ製H60、笠木：アルミ製H20

２連片開き戸ブース

男子トイレ

850 850

40

2
0
2
0

手摺下地

1460

1500

600 140

40

600

40

6
0

40

2
0
2
0

1
9
4
0

2
0

15
0
0

1
4
6
0

600

40
855 855 855

295 295

2685

155

３連片開き戸ブース

女子トイレ

見込40

6
0

40

2
0
2
0

1
9
4
0

2
0

600100 6001140 1000

3440

40

9
0
0

8
6
0

1700 1700

40

2
0
2
0

860

900

女子トイレ

２連片開き戸ブース

常時開放式

メラミン化粧板、ペーパーコア芯

エッジ：アルミ製Ｒ型、巾木：ＳＵＳ製H60、笠木：アルミ製H20

取手、グレビティヒンジ、マグネットキャッチ、ドアストッパー

－

常時閉鎖式　※棚板下地は建具工事とする。

6
0

20
4
0

2
12
0

12090

20

棚板下地

側パネル
TB-1･2の

40

1500

2
0
2
0

260 116040

棚板下地

4
0

1
2
0
0

1
1
6
0

男子トイレ・女子トイレ

片開き戸ブース

左開き：１台

右開き：１台

550

760

1/50

ハンガー付棚板ハンガー付棚板

男子トイレ・女子トイレ 備品庫、倉庫

面材：ポリ合板t2.5フラッシュ、小口：メラミン化粧板面材：ポリ合板t2.5フラッシュ、小口：メラミン化粧板

ハンガーパイプ：ＳＵＳ製φ19(両端ソケット)、Ｓカン×５ヶハンガーパイプ：ＳＵＳ製φ19(両端ソケット)、Ｓカン×５ヶ

棚固定アングル棚固定アングル

建築壁面・トイレブースに固定する。 建築壁面に固定する。

3
0

50

1
0
0

5
0

5
0

50

100

50 50

3
0

1160

1160

1060

3
0

50

1
0
0

5
0

5
0

50

100

50 50

3
0

650

750

750

２台 ２台

ETB-1 ETB-2 ETB-3

ETB-4 EWS-1 EWS-2

見込40

見込40

FL　：フロート板ガラス

TP　：強化ガラス

FTP ：型板強化ガラス

F 　：型板ガラス

Ar　：アルゴンガス

PP　：ポリプロピレン

LQ　：Ｌｏｗ－Ｅ(遮熱)ガラス

LP　：Ｌｏｗ－Ｅ(断熱)ガラス

PW　：網入ガラス

FW　：網入型板ガラス

凡 例

増築部分　建具表(２)

１６３枚の内　０４０号



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

符号・名称

数量・室名

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

符号・名称

数量・室名

姿 図

姿 図

1/50

５台

片引き戸 片引き戸

普通教室１～６

1520

1350 8585

1
9
8
0

1
7
90

8
5

1
0
5

－

戸見込36

框：桧材(上小節)、面材：横張桧羽目板(本実加工品)t12×W120

戸見込36

950

780 8585

1
9
8
0

5
40

8
5

5
4
0

8
5

5
4
0

8
5

1
0
5

框：桧材(上小節)、面材：横張桧羽目板(本実加工品)t12×W120

800

1
0

1
9
8
0

面材：木目調ポリ合板(エンボス)t2.5フラッシュ、小口：メラミン化粧板

レバーハンドル錠(ｼﾘﾝﾀﾞ)、ドアクローザ、丁番

アンダーカットH10

－

片開き戸

戸見込36

面材：木目調ポリ合板(エンボス)t2.5フラッシュ、小口：メラミン化粧板

型板ガラスt4

天吊自動閉止装置(傾斜式・ソフトクローズ)、ガイドローラー

1
0

35

2
0
0

2
00

318 400 318

1035 935

2005

１台

自閉式片引き戸

多目的トイレ

1
8
0

1
5
0

1
0
0

1
9
8
0

1
2
8
0

戸見込36

１台

戸見込36

面材：木目調ポリ合板(エンボス)t2.5フラッシュ、小口：メラミン化粧板

－

自閉式片引き戸

洗面所

１台１台

引違い戸 引違い戸

図書室 教材室

片引き戸

普通教室１～６

戸見込36

950

780 8585

1
9
8
0

5
40

8
5

5
4
0

8
5

5
4
0

8
5

1
0
5

７台 ６台

框：桧材(上小節)、面材：横張桧羽目板(本実加工品)t12×W120

ドアハンドル(ユニット工事)　※取付は建具工事 ドアハンドル(ユニット工事)　※取付は建具工事

ＧＧ

Ｇ

戸見込36 戸見込36

1
9
8
0

5
40

8
5

5
4
0

8
5

5
4
0

8
5

1
0
5

2000

873 8585

框：桧材(上小節)、面材：横張桧羽目板(本実加工品)t12×W120

ドアハンドル(ユニット工事)　※取付は建具工事

Ｇ Ｇ

1
9
8
0

5
40

8
5

5
4
0

8
5

5
4
0

8
5

1
0
5

1590

668 8585

有効開口幅W850(引き残しW100) 有効開口幅W700(引き残しW50)

框：桧材(上小節)、面材：横張桧羽目板(本実加工品)t12×W120

－

12台 ５台

1790

835 4040

7
00 6
05

4
0

5
5

ＧＧ Ｇ

木製引手、クレセント、敷居滑り －

ケンドン式

700

62040 40

1
6
4
0

1
5
4
5

4
0

5
5

普通教室１～６ 図書室

はめ殺し窓引違い窓

強化ガラスt4 強化ガラスt4

有効開口幅W820(引き残しW100)有効開口幅W820(引き残しW100)

有効開口幅W1500(引き残し０)、アンダーカットH10
有効開口幅W900(引き残しW100)、アンダーカットH10

※開放時は扉を固定できること

天吊自動閉止装置(傾斜式・ソフトクローズ)、ガイドローラー

20

1
0

1
8
0

1
9
8
0

1200 1200

2420

ドアハンドル：軟質樹脂被覆ステンレス製H300、鎌錠(大型レバー表示錠)

EWD-1 EWD-2 EWD-3 EWD-4 EWD-5

EWD-6 EWD-7 EWD-8 EWW-1 EWW-2

ドアガラリ：アルミ製W400×H200(開口率50％)

強化ガラスt4、飛散防止ガラスフィルム張(乳白)

強化ガラスt4強化ガラスt4

鎌錠(ｼﾘﾝﾀﾞ･ｻﾑﾀｰﾝ)、戸車、面付敷居レール：ＳＵＳ製t1.5
木製引手、小口取手、鎌錠(ｼﾘﾝﾀﾞ)、戸車、面付敷居レール：ＳＵＳ製t1.5

鎌錠(ｼﾘﾝﾀﾞ･ｻﾑﾀｰﾝ)、戸車、面付敷居レール：ＳＵＳ製t1.5 召合せ錠(ｼﾘﾝﾀﾞ･ｻﾑﾀｰﾝ)、戸車、面付敷居レール：ＳＵＳ製t1.5
木製引手・召合せ錠(ｼﾘﾝﾀﾞ･ｻﾑﾀｰﾝ)、戸車、面付敷居レール：ＳＵＳ製t1.5

引手、扉固定金具(開放時用)

FL　：フロート板ガラス

TP　：強化ガラス

FTP ：型板強化ガラス

F 　：型板ガラス

Ar　：アルゴンガス

PP　：ポリプロピレン

PW　：網入ガラス

FW　：網入型板ガラス

LQ　：Ｌｏｗ－Ｅ(遮熱)ガラス

LP　：Ｌｏｗ－Ｅ(断熱)ガラス

凡 例

増築部分　建具表(３)

２台 備品庫、倉庫

１６３枚の内　０４１号

戸見込36 戸見込36

塗装：ＵＣ塗 塗装：ＵＣ塗 塗装：ＵＣ塗 塗装：ＵＣ塗 塗装：ＵＣ塗

框：桧材(上小節)、塗装：ＵＣ塗框：桧材(上小節)、塗装：ＵＣ塗

普通教室１～６、相談室



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

1/100

3200

38220

6370 6370 6370 6370 6370 6370

303 303

1
7
29
0

1
8
2
0

7
28
0

2
7
3
0

1
8
2
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

303 15925 15925 3036370

2275 1668 3034 159257582730 3640 3640 910 2730

1
2
7
7
0

7
28
0

2
7
3
0

7
2
80

1
8
2
0

1
9
11
0

6
70

42
0
0

4
2
00

27
0

2
6
0

Y1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

WY1

WY2

WY3

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16
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１６３枚の内　０４２号

増築部分　基礎伏図

X16通り付近にグラウンド照明の配線が

埋設されている可能性があるため注意し

て掘削を行うこと。なお、配線の埋設が

確認された場合は監督員と協議し迂回配

線を行うこと。

掘削時の注意点
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縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

1/30

コンクリートの材料（令第７２条）

セメント

細骨材

混和剤 ＡＥ減水剤・高性能ＡＥ減水剤

塩化物規制 ０．３ｋｇ／ｍ3以下

鉄筋の継手及び定着（令第７３条）

「建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ５」４節による。

粗骨材

砂・砕砂

特記事項

ポルトランドセメント

砂利・砕石、最大径25mm(ラップルは最大径40mm)

「建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ５」１０節による。

コンクリートの強度（令第７４条）

コンクリートの種類

水セメント比 ６５％以下

設計基準強度及びスランプ

レディーミクストコンクリート

「建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ５」３節、５－７節、１１節による。

柱に取り付く梁の主筋の柱への定着長さは主筋径の40倍とする。

使用鉄筋

コンクリートの養生（令第７５条）

型枠及び支柱の除去（令第７６条）

存置期間 建設省告示第１１０号による。

鉄筋のかぶり厚さ（令第７９条）

「建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ５」８節による。

上記以外については「建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ５」による。

「建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ５」９節による。

「建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ５」３節、１０節による。

コンクリートの塩化物に関しては、カンタブによる試験とする。

圧縮強度試験　４週の供試体は公的試験場による試験とする。

ＳＤ３４５　（Ｄ１９以上）

地耐力 ５０ｋＮ／㎡ （校舎）

断　面

符　号

位　置

柱型リスト　1/30

ＢｘＤ

ＨＯＯＰ

主　筋

C1

全断面

□-D13@100

550x550

全断面

□-D13@100

CP

400x400

8-D22 4-D22

基礎詳細図　　1/30

Fc=18N/mm2  sl=15cm

Fc=24N/mm2  sl=18cm

Fc=24N/mm2  sl=18cm

捨て・ラップル

基礎 Fc=24N/mm2  sl=18cm

土間

デッキ

ＳＤ２９５　（Ｄ１６以下）

９７ｋＮ／㎡ （渡り廊下　ラップル天端）

土間
シ
ン
グ
ル

120 D10 @200 D10 @200

長辺方向短辺方向
位
置

厚

スラブリスト

符　号

位　置

符　号

全断面 全断面

FG1 FG2

全断面

FG3

断　面

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

腹　筋

□-D13@200

2-D10

□-D13@200

2-D10

300x750

2-D22

2-D22

300x750

2-D22

2-D22

□-D13@200

2-D10

2-D22

2-D22

300x600

GL

1
5
0

5
0

1
0
0

Ｄ

Ｂ

全断面

FCB2

2-D10

2-D22

2-D22

300x400

□-D13@200

1-D13

1-D13

D10@200

D10@200

150x750

全断面

FB1

1
5
0

6
0
0

150

地中梁リスト　1/30 巾止め筋 D10@1000

偏心側ベース筋立上

柱型リストによる

2-D13

GL

1
5
0

4
0
0

4
5
0

1
0
0
0

1
0
0

1
0
0
0

渡り廊下基礎

ラップルコンクリート

(40d)

1700

2
7
5

9
2
5

1
2
0
0

下
端

6
-
D
1
3

下端8-D13

F1

下端8-D13

下
端

8
-
D
1
3

1
7
0
0

1700

F2

1
4
0
0

1400

下端7-D13

下
端

7
-
D
1
3

F3

下
端

3
-
D
1
3

1400

下端7-D13

5
0
0

F4

FG

150

1-D13

重ね継手40d

差し筋アンカー
(土間筋と同径・同間隔）

D10@200

3
5
d

1
5
0

6
1
0

40

GL

1FL

6
5
0

基礎立ち上がり配筋詳細図 1/30

１６３枚の内　０４３号

増築部分　基礎詳細図(１)



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

1/30

コンクリートの材料（令第７２条）

セメント

細骨材

混和剤 ＡＥ減水剤・高性能ＡＥ減水剤

塩化物規制 ０．３ｋｇ／ｍ3以下

鉄筋の継手及び定着（令第７３条）

「建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ５」４節による。

粗骨材

砂・砕砂

特記事項

ポルトランドセメント

砂利・砕石、最大径25mm(ラップルは最大径40mm)

「建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ５」１０節による。

コンクリートの強度（令第７４条）

コンクリートの種類

水セメント比 ６５％以下

設計基準強度及びスランプ

レディーミクストコンクリート

「建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ５」３節、５－７節、１１節による。

柱に取り付く梁の主筋の柱への定着長さは主筋径の40倍とする。

使用鉄筋

コンクリートの養生（令第７５条）

型枠及び支柱の除去（令第７６条）

存置期間 建設省告示第１１０号による。

鉄筋のかぶり厚さ（令第７９条）

「建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ５」８節による。

上記以外については「建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ５」による。

「建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ５」９節による。

「建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ５」３節、１０節による。

コンクリートの塩化物に関しては、カンタブによる試験とする。

圧縮強度試験　４週の供試体は公的試験場による試験とする。

ＳＤ３４５　（Ｄ１９以上）

地耐力 ５０ｋＮ／㎡ （校舎）

Fc=18N/mm2  sl=15cm

Fc=24N/mm2  sl=18cm

Fc=24N/mm2  sl=18cm

捨て・ラップル

基礎 Fc=24N/mm2  sl=18cm

土間

デッキ

ＳＤ２９５　（Ｄ１６以下）

９７ｋＮ／㎡ （渡り廊下　ラップル天端）

長辺方向短辺方向
位
置

厚

スラブリスト

符　号

下

上
ＦＳ１

D13 @200

D13 @200

土間
シ
ン
グ
ル

120 D10 @200 D10 @200

D13 @200

D13 @200
400

１６３枚の内　０４４号

600x2000

300190190 200

150

6
1
0

150x1500

D10@200

D10@200

1-D13

1-D13

FBE1

全断面

FGE1,FCGE1

6
0

3
4
0

6
0
0

6
1
0

605

300x1550

2-D16

2-D16

D13@200

□-D13@200

200x1550 300x1550

2-D16

2-D16

2-D16

2-D16

D13@200

□-D13@200

6
0

3
4
0

6
1
0

6
0
0

490

6
0

3
4
0

6
1
0

6
0
0

390

D13@200

□-D13@200

FGE3FGE2

全断面全断面全断面

巾止め筋 D10@1000

符　号

位　置

地中梁リスト　1/30

腹　筋

ＳＴＰ

下端筋

上端筋

ＢｘＤ

断　面

305 300

EVピット配筋詳細図 1/30

15
5
5

4
0

ササラPL-300x16

11
0

ABolt 2-M16(SS400)
BPL-22(SS400)

75 200 75

350

階段基礎詳細図 1/30

4
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0

1
0
0

6-D13

D13@200

30
0

2200 265265

ラップルコンクリート

75273075

1
0
0
0

1
0
0

FGE1FGE1
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D13@200

D13@200

2100 315315

FS1

7575

6
5
0

1
0
0
0

4
0

6
1
0

6
00

4
0
0

2-D13

D13@200
750

2-D13 4-D16

FN2A

D13@2001-D13

1-D13

2-D13

150

D10@200

D10@200

500

5
0

3
4
0

1
00

1
2
0

3
5
0

6
1
0

2
0
0

5
0

1
0
0

1
5
0

1
5
0

GL

FN2

3-D13

3
5
0

7
6
0

3
01
2
0

6
1
0

2-D13 D10@200

（土間配筋と同径・同ピッチ）
差し筋アンカー150

D10@200
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2
0
0

5
0

1
0
0

1
5
0

1
5
0

500
D13@2001-D13

1-D13

GL

FN4
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0
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00

3-D13

3
5
0

7
6
0

3
01
2
0

6
1
0

2-D13 D10@200

（土間配筋と同径・同ピッチ）
差し筋アンカー

1
2
0

150

D10@200

D10@200

2
0
0

5
0

1
0
0

1
5
0

1
5
0

GL

5
0

3
4
0

1
00

5
0

3
4
0

1
00

5
0

3
4
0

1
00

2-D13

8
5
0

1
00
0

5
0

1
0
0

15
0

1
5
0

500
D13@200

1-D13

7
6
0

3
01
2
0

6
1
0

2-D13 D10@200

（土間配筋と同径・同ピッチ）
差し筋アンカー

1
2
0

150

D10@200

D10@200

GL

400
D13@200

1-D13

1-D13

D10@200

D10@200

3-D13

FN3

2-D13 D10@200

（土間配筋と同径・同ピッチ）
差し筋アンカー

1
2
0

150

3
5
0

基礎詳細図　　1/30
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（土間配筋と同径・同ピッチ）
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増築部分　基礎詳細図(２)
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図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

(JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋違い)1-M12鉛直ブレ－ス(EV)

EZ50-1.2 (SDP1T)デッキ

1/100

3200

38220

6370 6370 6370 6370 6370 6370

303 303

1
7
29
0

1
8
2
0

7
28
0

2
7
3
0

1
8
2
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

303 15925 15925 3036370

2275 1668 3034 159257582730 3640 3640 910 2730

1
2
7
7
0

7
28
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2
7
3
0

7
2
80

1
8
2
0

1
9
11
0

6
70

42
0
0

4
2
00

27
0

2
6
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Y1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

WY1

WY2

WY3

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16

910

25
0
0

12
0
0

WY4

2800200

WX1 WX2

200

2
6
5

2
65

22
0
0

265

B
1
4

C1 C1

C1 C1

C1 C1

CH

CH

CH

CH

柱落とし

柱落とし柱落とし

120

120 120120

1
2
0

120 120

120

1
2
0

1
2
0

1
2
0

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ M12 L=400
(ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物用は別途設けること)

120 120

1
2
0

1
2
0

1
2
0

1
2
0

木部材リスト ※構造材は県産材とする。

土台伏図　　　1/100

CPCP

名　称 符　号

柱

(桧　特一等)

部　材

120x120

90x90火打ち

土　台 (桧　特一等)

間　柱

(桧　特一等)

(桧　特一等)120x120(図示なき限り)

(桧　特一等)

軒桁,小屋梁

小屋束

２階床梁

150x150

通し柱  150×150 (桧　特一等)

２階床構面 構造用合板　厚24 N75@150

(HB1)
梁端部継手 大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト又は短冊金物

120

150x120(図示なき限り)

※図示 150x000

(桧集成材　E95-F270)※図示 120(150)x000 S

※図示 150x000

(HB2)
大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト×２又は短冊金物×２

(HB3)
オメガ短冊スリム１０×2 直付並列面

(桧　特一等)

(桧　特一等)

(桧　特一等)

名　称 符　号 部　材

(桧　特一等)母　屋

(桧　特一等)母屋梁

(桧　特一等) 75x 90 @303
垂　木

(桧　特一等)（軒先廻り）

（一般部）

 75x 90 @227

(松　特一等)雲筋かい 15x90

(JIS B 1180)

(JIS B 1180)
M16

M16 L=700 (引き寄せ金物用)

M12 L=400

筋かい
上 下 片方向筋かい(45×90)

たすき掛筋かい(45×90)

床合板受材

構造用合板　厚12 N50@150

垂木＠303　タルキックⅡ L=135 留め付けの上

90x90 @910 落込み

１階内部面材

２階内部面材

大壁仕様（柱・土台・梁・間柱に４周釘打ち）

大壁床勝ち仕様　床部受材 30x40以上 N75@200以下

耐力壁

（一般）構造用合板　厚9 N50@150

（腰壁）構造用合板　厚9 N50@150

(ＪＡＳ構造用合板)

(ＪＡＳ構造用合板)

アンカーボルト

屋根構面仕様

(タナカ)

(タナカ)

(タナカ)

(タナカ)OMB1

OMB2

OMB3

オメガメタルブレース水平用 18x22

オメガメタルブレース水平用 18x27

(タナカ)KMB1 高耐力オメガメタルブレース水平用 18x27

OMB4

オメガメタルブレース水平用 18x18

オメガメタルブレース水平用 13x27

2500 571

18
2
0

9
1
0

B
1
4

B14

B14

B14

PL-12 H=300 (SS400)

(JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋違い)

階段ササラ

H-350x175x7x11

H-250x125x6x9

(SN400B)

(SN400B)

G35

G25

H-250x125x6x9

H-200x100x5.5x8

H-148x100x6x9

(SN400B)

(SN400B)

(SN400B)

B25

B20

B14

鉄骨部材リスト

□-250x250x12

□-250x250x9

□-100x100x6

H-150x150x7x10

(BCR295)

(BCR295)

(STKR400)

(SN400B)

C1

C2

CP

CH

符号 部　材

2C-100x50x20x2.3

C-100x50x20x2.3@450

(SSC400)

(SSC400)

開口縦材

胴縁

(JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋違い)1-M16水平ブレ－ス(渡り廊下)

水平ブレ－ス(EV) 1-M12

1
2
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120x150(図示なき限り)

※図示 120x000
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45x120 @455

１６３枚の内　０４５号

増築部分　土台伏図

※金物は参考品番とする。
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年月日
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有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀
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C1 C1

C1 C1

C1 C1
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CH

木部材リスト ※構造材は県産材とする。

名　称 符　号

柱

(桧　特一等)

部　材

120x120

90x90火打ち

土　台 (桧　特一等)

間　柱

(桧　特一等)

(桧　特一等)120x120(図示なき限り)

(桧　特一等)

軒桁,小屋梁

小屋束

２階床梁

150x150

通し柱  150×150 (桧　特一等)

２階床構面 構造用合板　厚24 N75@150

(HB1)
梁端部継手 大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト又は短冊金物

120

150x120(図示なき限り)

※図示 150x000

(桧集成材　E95-F270)※図示 120(150)x000 S

※図示 150x000

(HB2)
大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト×２又は短冊金物×２

(HB3)
オメガ短冊スリム１０×2 直付並列面

(桧　特一等)

(桧　特一等)

(桧　特一等)

名　称 符　号 部　材

(桧　特一等)母　屋

(桧　特一等)母屋梁

(桧　特一等) 75x 90 @303
垂　木

(桧　特一等)（軒先廻り）

（一般部）

 75x 90 @227

(松　特一等)雲筋かい 15x90

(JIS B 1180)

(JIS B 1180)
M16

M16 L=700 (引き寄せ金物用)

M12 L=400

筋かい
上 下 片方向筋かい(45×90)

たすき掛筋かい(45×90)

床合板受材

構造用合板　厚12 N50@150

垂木＠303　タルキックⅡ L=135 留め付けの上

90x90 @910 落込み

１階内部面材

２階内部面材

大壁仕様（柱・土台・梁・間柱に４周釘打ち）

大壁床勝ち仕様　床部受材 30x40以上 N75@200以下

耐力壁

（一般）構造用合板　厚9 N50@150

（腰壁）構造用合板　厚9 N50@150

(ＪＡＳ構造用合板)

(ＪＡＳ構造用合板)

アンカーボルト

屋根構面仕様

(タナカ)

(タナカ)

(タナカ)

(タナカ)OMB1

OMB2

OMB3

オメガメタルブレース水平用 18x22

オメガメタルブレース水平用 18x27

(タナカ)KMB1 高耐力オメガメタルブレース水平用 18x27

OMB4

オメガメタルブレース水平用 18x18

オメガメタルブレース水平用 13x27

EZ50-1.2

PL-12 H=300

(SDP1T)

(SS400)

(JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋違い)

(JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋違い)

デッキ

階段ササラ

H-350x175x7x11

H-250x125x6x9

(SN400B)

(SN400B)

G35

G25

H-250x125x6x9

H-200x100x5.5x8

H-148x100x6x9

(SN400B)

(SN400B)

(SN400B)

B25

B20

B14

鉄骨部材リスト

□-250x250x12

□-250x250x9

□-100x100x6

H-150x150x7x10

(BCR295)

(BCR295)

(STKR400)

(SN400B)

C1

C2

CP

CH

符号 部　材

２階梁伏図　　　1/100
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１６３枚の内　０４６号

増築部分　２階梁伏図

※金物は参考品番とする。
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有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀
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朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)
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CH

CH

木部材リスト ※構造材は県産材とする。

名　称 符　号

柱

(桧　特一等)

部　材

120x120

90x90火打ち

土　台 (桧　特一等)

間　柱

(桧　特一等)

(桧　特一等)120x120(図示なき限り)

(桧　特一等)

軒桁,小屋梁

小屋束

２階床梁

150x150

通し柱  150×150 (桧　特一等)

２階床構面 構造用合板　厚24 N75@150

(HB1)
梁端部継手 大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト又は短冊金物

120

※図示 150x000

(桧集成材　E95-F270)※図示 120(150)x000 S

※図示 150x000

(HB2)
大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト×２又は短冊金物×２

(HB3)
オメガ短冊スリム１０×2 直付並列面

(桧　特一等)

(桧　特一等)

(桧　特一等)

名　称 符　号 部　材

(桧　特一等)母　屋

(桧　特一等)母屋梁

(桧　特一等) 75x 90 @303
垂　木

(桧　特一等)（軒先廻り）

（一般部）

 75x 90 @227

(松　特一等)雲筋かい 15x90

(JIS B 1180)

(JIS B 1180)
M16

M16 L=700 (引き寄せ金物用)

M12 L=400

筋かい
上 下 片方向筋かい(45×90)

たすき掛筋かい(45×90)

床合板受材

構造用合板　厚12 N50@150

垂木＠303　タルキックⅡ L=135 留め付けの上

90x90 @910 落込み

１階内部面材

２階内部面材

大壁仕様（柱・土台・梁・間柱に４周釘打ち）

大壁床勝ち仕様　床部受材 30x40以上 N75@200以下

耐力壁

（一般）構造用合板　厚9 N50@150

（腰壁）構造用合板　厚9 N50@150

(ＪＡＳ構造用合板)

(ＪＡＳ構造用合板)

アンカーボルト

屋根構面仕様

(タナカ)

(タナカ)

(タナカ)

(タナカ)OMB1

OMB2

OMB3

オメガメタルブレース水平用 18x22

オメガメタルブレース水平用 18x27

(タナカ)KMB1 高耐力オメガメタルブレース水平用 18x27

OMB4

オメガメタルブレース水平用 18x18

オメガメタルブレース水平用 13x27

EZ50-1.2

PL-12 H=300

(SDP1T)

(SS400)

(JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋違い)

(JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋違い)

デッキ

階段ササラ

H-350x175x7x11

H-250x125x6x9

(SN400B)

(SN400B)

G35

G25

H-250x125x6x9

H-200x100x5.5x8

H-148x100x6x9

(SN400B)

(SN400B)

(SN400B)

B25

B20

B14

鉄骨部材リスト

□-250x250x12

□-250x250x9

□-100x100x6

H-150x150x7x10

(BCR295)

(BCR295)

(STKR400)

(SN400B)

C1

C2

CP

CH

符号 部　材
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Hi68 Hi68 HD108Hi68 Hi68

HD60

HD25

Hi68 Hi68
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３

Ｌ

５ ５

５ ５ Hi43

３

Ｌ

５ ５

Hi43５ ５
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４
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Ｐ ４Ｖ４Ｐ４Ｐ４Ｐ４ ４

５

５

６ Ｔ

凡例

＜耐力壁＞

X+方向壁倍率

X-方向壁倍率

Y
+
方

向
壁

倍
率

Y
-
方

向
壁

倍
率

＜金物＞

柱頭金物

柱脚金物

Ｃ かすがい打

Ｌ Ｌ字型かど金物

Ｔ Ｔ字型かど金物

Ｖ 山形プレート

Ｐ 羽子板ボルト

ｌｓ 短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘

HD10 １０ｋＮﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物

HD20 ２０ｋＮﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物

HD25 ２５ｋＮﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物

HD60 高耐力ﾌﾚｯｸｽHD60

HD108 MPﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ108

Hi68 高耐力ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝHi68

HD35 ﾋﾞｽ止めﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ35kN

Hi43 ﾋﾞｽ止めﾎｰﾙﾀﾞｳﾝHi43

HD30 15kNﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物×2

６   15kN引寄金物×２

５   ２５ｋＮ引寄金物

４   ２０ｋＮ引寄金物

３   １５ｋＮ引寄金物

２   １０ｋＮ引寄金物

１６３枚の内　０５２号

増築部分　金物伏図(１)



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)
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２階柱頭柱脚金物伏図　　1/100
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凡例

＜耐力壁＞

X+方向壁倍率

X-方向壁倍率

Y
+
方
向

壁
倍

率

Y
-
方
向

壁
倍

率

＜金物＞

柱頭金物

柱脚金物

Ｃ かすがい打

Ｌ Ｌ字型かど金物

Ｔ Ｔ字型かど金物

Ｖ 山形プレート

Ｐ 羽子板ボルト

ｌｓ 短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘

HD10 １０ｋＮﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物

HD20 ２０ｋＮﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物

HD25 ２５ｋＮﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物

HD60 高耐力ﾌﾚｯｸｽHD60

HD108 MPﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ108

Hi68 高耐力ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝHi68

HD35 ﾋﾞｽ止めﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ35kN

Hi43 ﾋﾞｽ止めﾎｰﾙﾀﾞｳﾝHi43

HD30 15kNﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物×2

６   15kN引寄金物×２

５   ２５ｋＮ引寄金物

４   ２０ｋＮ引寄金物

３   １５ｋＮ引寄金物

２   １０ｋＮ引寄金物

１６３枚の内　０５３号

増築部分　金物伏図(２)



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

○土台の隅の仕口

割りくさび締め)

○(大入れ小根ほぞ差し ○(片あり掛け)

○土台の仕口

(大入れあり掛け) ○(落としあり)

柱を上から

落とす

○(扇ほぞ差し) ○(長ほぞ差し
+込み栓打ち)

○(短ほぞ差し)

○柱と土台の仕口

短ざく金物

○通し柱と胴差の仕口

(かたぎ大入れ短ほぞ差し)

通し柱

胴差 胴差

胴差

通し柱

かね折金物

(かたぎ大入れ短ほぞ差し)

○通し柱と床梁の取り合い

通し柱
床梁

羽子板ボルト

短ざく金物

羽子板ボルト

胴差

床梁通し柱

(大入れあり掛け)

○はりの仕口

大梁

羽子板ボルト

床梁

○横架材の継手

○(腰掛けあり継ぎ)

短ざく金物

○(腰掛けかま継ぎ)

軒桁

小屋梁

柱

軒桁

羽子板ボルト

○小屋梁と軒桁との仕口及び取り合い

○(大入れあり掛け)

○小屋梁の継手

(台持ち継ぎ)

羽子板ボルト

桁

小屋梁

羽子板ボルト

軒桁

小屋梁

軒桁

○(かぶとあり)

○火打ち梁の取り合い

たる木

軒先及び継手部は
全てひねり金物

棟木

小屋束

けた行雲筋かい 15x90

振れ止め 15x90

N75釘 2本

N75釘 2本

小屋梁

短ほぞ差し
かすがい打ち

短ほぞ差し
かすがい打ち

○たる木と横架材の仕口

(たる木当たり欠き乗せ掛け)

○けた行雲筋かい・振れ止め

胴差

梁

六角ボルト

平釘

火打ち金物

○(鋼製火打ち梁)

700mm

7
0
0
m
m

火打ち梁

六角ボルト
胴差

梁

7
5
0
m
m
前
後

750mm前後

○(木製火打ち梁)

○たる木と母屋の仕口

2-N75 斜め止め

たる木

母屋

(たる木当たり欠き乗せ掛け)

込み栓

継手及び仕口図 部材の大きさは「木部材リスト」による。

（ＨＢ１） （ＨＢ１）

横架材

TBA-45(10本)
金物1枚あたり

（ＨＢ２）

直付両面

短ざく金物ｘ２
○横架材の継手 ○横架材の継手

（ＨＢ３）

横架材

TBA-45(10本)
金物1枚あたり

短ざく金物ｘ２

直付並列

--- １６３枚の内　０５４号

増築部分　木造継手仕口図(１)



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

HP評価(木)-20-029Ver.1.0 お問い合わせは　0120-558-313　cs@tanakanet.co.jp
ホームページ　https://www.tanakanet.co.jp

高耐力オメガメタルブレース(水平用)　参考標準図

1
0

取
り

付
け
範
囲

1
0 125㎜

30㎜以上

30㎜以上

60㎜

※座掘りがφ60の場合には上下端からの
　距離を35㎜以上とする。

φ15

φ15

１．部品各種 ３．設計条件

準拠基準

樹種

断面寸法

構面寸法

形状比

品確法に基づく平成13年国土交通省
告示第1347号　評価方法基準

・建築基準法施行令第3章第3節（第48条は除く）
・スギ製材（無等級）以上

105mm以上×150mm以上

横架材間隔（芯－芯）寸法900mm以上5500mm以下
（900mm×900mm～5500mm×5500mm）

１：１～１：４の範囲内

５．施工要領

４．性能値

（１）端部金物にボルトを通してナットで締めて仮固定後、ビスTBB-75を施工し横架材に
　　取り付ける。その後ナットを工具で締め付ける。（構面内取り付け位置四隅）

（２）ブレースセットの各部品を組み付けて1本のブレースにする。

（３）端部金物のボルト孔とブレースのボルト孔を合わせて、接合ボルト
　　各部品を用いて工具で締め付け、接合する。

（４）ターンバックルを以下のいずれかで締め付ける。
　　・トルクレンチを用いて10N・ｍのトルクで締め付け
　　・手締め後、スパナ等で1/2回転

（５）トルク締め後、ターンバックルの両側の六角ナットを工具で締め付ける。
　　作業完了

※ブレースは必ず「タスキ掛け」とする。

２．構面納まり図

６．接合部納まり図
床倍率一覧表

尺モジュール
（グレー部分は構面形状比1：4を超える評価対象外の範囲）

単位：倍

（グレー部分は構面形状比1：4を超える評価対象外の範囲）
1mあたりの短期許容せん断耐力一覧表

長辺方向（m）

短辺
方向
（m）

床倍率
0.910 1.365 1.820 2.275 2.730 3.185 3.640 4.095 4.550 5.005 5.460

0.910

1.365

1.820

2.275

2.730

3.185

3.640

4.095

4.550

5.005

5.460

9.9

-

7.1

8.0

5.9

6.7

6.4

-

4.4

5.0

5.5

5.2

-

3.5

4.1

4.3

4.9

4.6

3.1

3.9

4.1

4.2

4.4

4.3

-

2.6

3.3

3.5

3.6

4.0

3.9

3.8

-

2.3

2.9

3.3

3.4

3.5

3.7

3.5

3.3

-

2.1

2.7

3.0

3.1

3.3

3.5

3.3

3.1

3.0

-

1.9

2.4

2.7

2.8

2.9

3.1

3.1

2.9

2.8

2.7

-

1.6

2.0

2.4

2.6

2.8

2.9

2.9

2.8

2.7

2.6

2.5

-

-

-

-

-

-

-

-

-

0.910

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

ｍモジュール

長辺方向（m）

短辺
方向
（m）

床倍率
0.9 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5

0.9

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

9.9

-

9.6

9.4

6.4

6.6

7.2

5.1

5.3

5.8

5.7

3.9

4.1

4.5

4.8

4.8

3.1

3.3

3.8

4.0

4.6

4.4

2.7

2.9

3.5

3.7

4.0

4.1

3.9

2.3

2.5

3.2

3.4

3.5

3.8

3.6

3.4

-

2.3

2.8

3.0

3.1

3.3

3.3

3.2

3.0

-

2.0

2.4

2.7

2.8

2.9

3.1

3.0

2.9

2.7

-

1.8

2.1

2.4

2.6

2.6

2.9

2.8

2.7

2.6

2.5

単位：倍

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

尺モジュール

長辺方向（m）

短辺
方向
（m）

Pa
0.910 1.365 1.820 2.275 2.730 3.185 3.640 4.095 4.550 5.005 5.460

0.910

1.365

1.820

2.275

2.730

3.185

3.640

4.095

4.550

5.005

5.460

19.4

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

13.9

15.7

11.7

13.1

12.6

8.7

9.8

10.8

10.3

7.0

8.2

8.5

9.6

9.2

6.1

7.7

8.2

8.2

8.6

8.4

5.2

6.6

6.9

7.2

8.0

7.7

7.4

4.5

5.8

6.6

6.7

6.8

7.2

6.9

6.6

4.2

5.4

5.9

6.2

6.4

6.8

6.5

6.2

5.9

3.8

4.8

5.3

5.6

5.8

6.1

6.0

5.8

5.5

5.4

3.3

4.0

4.8

5.1

5.4

5.8

5.8

5.5

5.3

5.1

4.9

単位：kN/m

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

- -

ｍモジュール

長辺方向（m）

短辺
方向
（m）

Pa
0.9 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5

0.9

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

19.5

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

18.9

18.5

12.7

13.1

14.1

10.0

10.5

11.4

11.2

7.7

8.2

9.0

9.4

9.5

6.2

6.6

7.6

7.9

9.0

8.6

5.4

5.8

7.0

7.3

7.9

8.1

7.6

4.6

4.9

6.3

6.7

6.9

7.5

7.1

6.7

-

4.5

5.4

5.9

6.2

6.5

6.6

6.3

6.0

-

4.0

4.8

5.3

5.6

5.8

6.2

5.9

5.6

5.4

-

3.6

4.2

4.7

5.2

5.2

5.7

5.5

5.4

5.1

4.9

単位：kN/m

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

- -

＜端部金物取り付け範囲＞

＜隣り合う構面の端部金物との納まり＞

＜端部金物とブレースの納まり＞

建築物の構造 木造軸組工法建築物

ブレースセット各種

左から
通常仕様
延長仕様

材質
端部金物  ：SGH400
ブレース　：板部　SS400、ボルト部　SNR400B

表面処理 端部金物　：Z27+カチオン電着塗装
ブレース　：カチオン電着塗装

例　構面形状比１：２

端部金物セット

＜端部金物ボルト孔あけ加工＞

横架材端部の
接合方法

高耐力オメガメタルブレース（水平用）を用いた床構面内の
横架材同士の接合部には当該接合部の必要接合部倍率に1.2を
乗じた値に合わせた接合金物を選定する

梁

梁

桁

桁

上面

正面

上面

正面

・専用高力六角ボルトM16
・専用ワッシャー（表裏）
・皿バネ座金付六角ナットM16

ビス　TBB-75

高耐力オメガメタルブレース
端部金物

高耐力オメガメタルブレース用
羽子板ボルトM16

高耐力オメガメタルブレース
ターンバックル

梁

桁・六角ボルトM12
・座金
・六角ナットM12

スプリングワッシャ付き
丸座金（別売）

六角ボルトM12（別売）
六角ナットM12（別売）

10.8

2.6
φ32

φ17

M16

24 10 35

3
2

1324

M16

専用ワッシャー

皿バネ座金付
六角ナットM16

接合用高力
六角ボルトM16

ビスTBB-75

100

φ20

200

2
0
0

1
2
53030

1
0
0

100

φ15

φ7.5

高耐力オメガメタルブレース
端部金物 19 8

M12

L

4.5
φ13

4
5

75

オメガメタルブレース(水平用)　参考標準図
HP評価(木)-14-008-1 お問い合わせは　0120-558-313　cs@tanakanet.co.jp

ホームページ　https://www.tanakanet.co.jp
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取
り
付
け
範
囲

2
0

１．部品各種 ３．設計条件

準拠基準

樹種

断面寸法

構面寸法

形状比

品確法に基づく平成13年国土交通省
告示第1347号　評価方法基準

・建築基準法施行令第3章第3節（第48条は除く）
・スギ製材（無等級）以上

105mm以上×105mm以上

横架材間隔（芯－芯）寸法900mm以上5500mm以下
（900mm×900mm～5500mm×5500mm）

１：１～１：４の範囲内

５．施工要領

４．性能値

（１）端部金物の取り付け位置を決め、ビスTB-101を10本施工し横架材に
　　取り付ける。（構面内取り付け位置四隅）

（２）ブレースセットの各部品を組み付けて1本のブレースにする。

（３）端部金物のボルト孔とブレースのボルト孔を合わせて、接合ボルト
　　各部品を用いて工具で締め付け、接合する。

（４）ターンバックルを以下のいずれかで締め付ける。
　　・トルクレンチを用いて10N・ｍのトルクで締め付け
　　・手締め後、スパナ等で1/2回転

（５）トルク締め後、ターンバックルの両側の六角ナットを工具で締め付ける。
　　作業完了

※ブレースは必ず「タスキ掛け」とする。

２．構面納まり図

６．接合部納まり図
床倍率一覧表

尺モジュール
（グレー部分は構面形状比1：4を超える評価対象外の範囲）

単位：倍

（グレー部分は構面形状比1：4を超える評価対象外の範囲）
1mあたりの短期許容せん断耐力一覧表

長辺方向（m）

短辺
方向
（m）

床倍率
0.910 1.365 1.820 2.275 2.730 3.185 3.640 4.095 4.550 5.005 5.460

0.910

1.365

1.820

2.275

2.730

3.185

3.640

4.095

4.550

5.005

5.460

4.5

-

3.6

3.6

2.9

3.1

3.0

-

2.2

2.7

2.7

2.6

-

1.8

2.3

2.4

2.2

1.5

1.9

2.1

2.1

2.0

1.9

-

1.2

1.6

1.9

1.8

1.7

1.7

1.6

-

1.0

1.4

1.6

1.7

1.6

1.5

1.5

1.4

-

0.9

1.2

1.5

1.6

1.5

1.4

1.3

1.3

1.2

-

0.8

1.1

1.3

1.4

1.4

1.3

1.3

1.2

1.2

1.1

-

0.7

0.9

1.2

1.3

1.3

1.2

1.1

1.1

1.1

1.1

1.0

-

-

-

-

-

-

-

-

-

0.910

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

ｍモジュール

長辺方向（m）

短辺
方向
（m）

床倍率
0.9 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5

0.9

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

4.5

-

4.3

4.3

3.3

3.4

3.4

2.6

2.7

2.9

2.9

2.0

2.1

2.5

2.5

2.5

1.6

1.7

2.1

2.2

2.1

2.0

1.3

1.4

1.8

2.0

1.9

1.7

1.7

1.1

1.2

1.5

1.8

1.7

1.5

1.5

1.4

-

1.0

1.3

1.5

1.6

1.4

1.3

1.3

1.3

-

0.9

1.2

1.4

1.4

1.3

1.3

1.2

1.2

1.1

-

0.7

1.0

1.2

1.3

1.3

1.2

1.1

1.1

1.1

1.0

単位：倍

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

尺モジュール

長辺方向（m）

短辺
方向
（m）

Pa
0.910 1.365 1.820 2.275 2.730 3.185 3.640 4.095 4.550 5.005 5.460

0.910

1.365

1.820

2.275

2.730

3.185

3.640

4.095

4.550

5.005

5.460

8.8

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

7.1

7.1

5.6

6.1

6.0

4.5

5.2

5.4

5.2

3.6

4.5

4.8

4.7

4.4

2.9

3.8

4.2

4.2

3.9

3.7

2.4

3.3

3.7

3.7

3.4

3.4

3.2

2.1

2.8

3.3

3.4

3.1

3.0

2.9

2.8

1.8

2.5

2.9

3.1

2.9

2.8

2.6

2.6

2.5

1.6

2.2

2.6

2.9

2.8

2.6

2.6

2.3

2.3

2.2

1.4

1.9

2.3

2.6

2.6

2.4

2.3

2.1

2.1

2.1

2.0

単位：kN/m

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

- -

ｍモジュール

長辺方向（m）

短辺
方向
（m）

Pa
0.9 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5

0.9

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

8.9

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

8.5

8.4

6.6

6.8

6.8

5.1

5.4

5.8

5.7

4.0

4.2

5.0

5.0

4.9

3.1

3.4

4.2

4.4

4.2

4.0

2.5

2.8

3.6

3.9

3.8

3.5

3.4

2.1

2.3

3.1

3.5

3.3

3.1

3.0

2.9

-

2.0

2.7

3.1

3.1

2.8

2.6

2.6

2.5

-

1.7

2.3

2.7

2.8

2.6

2.6

2.3

2.3

2.2

-

1.5

2.0

2.4

2.6

2.5

2.3

2.3

2.1

2.1

2.0

単位：kN/m

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

- -

＜端部金物取り付け範囲＞

＜隣り合う構面の端部金物との納まり＞

＜端部金物とブレースの納まり＞

建築物の構造 木造軸組工法建築物

ブレースセット各種

左から
通常仕様

延長仕様１

材質
端部金物  ：SS400
ブレース　：SS400

表面処理
Ep-Fe/Zn-Fe 5　亜鉛-鉄合金めっき
（ストロンジンク　黒クロメート）

例　構面形状比１：２

梁

梁

桁

桁

上面

正面

上面

正面

同じ高さOK 高さずらしOK

・ 専用高力六角ボルト M16
・ 専用ワッ シャー（ 表裏）
・ 皿バネ座金付六角ナッ ト M16

ビス　 TB-101

オメ ガメ タルブレース用
端部金物

オメ ガメ タルブレース用
羽子板ボルト M12

オメ ガメ タルブレース用
ターンバッ クル

梁

桁

2.6
φ32

φ17

M16

24 10 35

3
2

1324

M16

オメガメタルブレース
端部金物

端部金物セット

専用ワッシャー

皿バネ座金付
六角ナットM16

接合用高力
六角ボルトM16

35

3
5

57

5
7

3
.
2150

10-φ6.5

φ18

1
5
0

ビスTB-101

10.8 100

2.3

Ver.1.1

(KMB1)

(OMB1,OMB2,OMB3,OMB4)

ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ 7-φ12

梁受け金物ＭＨ(タナカ）
H181818

梁受け金物ＭＨ(タナカ）

ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ 7x2 -φ12

H181818（背合わせ取付）

小屋梁　120x600S（集成材） 小屋梁　150x600S（集成材）

梁継手部梁端部仕口部

小屋梁　150x510S（集成材）

梁端部仕口部

ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ 7-φ12

梁受け金物ＭＨ(タナカ）
H181212

梁端部仕口部

ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ 7-φ12

梁受け金物ＭＨ(タナカ）
H181212

小屋梁　150x480S（集成材）

ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ 7-φ12

梁受け金物ＭＨ(タナカ）
H181212

小屋梁　150x480S（集成材）

H181212
梁受け金物ＭＨ(タナカ）

ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ 7-φ12

梁端部仕口部梁端部仕口部

梁端部仕口部

小屋梁　120x390S（集成材）

梁受け金物ＭＨ(タナカ）
H1218

ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ 5-φ12

1/30 １６３枚の内　０５５号

増築部分　木造継手仕口図(２)



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

筋かい端部と軸組との止め付け部

法又はこれらと同等以上の引張耐力を有する接合方法によらなければならない。
筋かいの端部における仕口にあっては、 次に揚げる筋かいの種類に応じ、 それぞれイからホまでに定める接合方

打ち付けたもの

するもの又はこれと同等以上の品質を有するものをいう。 以下同じ。 ） を８本

く ぎ（ 日本工業規格Ａ５５０８（ く ぎ） －１９９２のうち太め鉄丸く ぎに適合

該鉄筋に止め付けた鋼板添え板に柱及び横架材に対して長さ９ｃ ｍの太め鉄丸

柱又は横架材を貫通した鉄筋を三角座金を介してナット 締めとしたもの又は当

イ　 径９ ｍｍ以上の鉄筋 ロ　 厚さ１． ５ｃ ｍ以上で幅９ｃ ｍ以上の木材

。 ） を５本平打ちしたもの

はこれと同等以上の品質を有するものをいう。 以下同じ

８（ く ぎ） －１９ ９２のうち鉄丸く ぎに適合するもの又

れ長さ。 ６ ． ５ｃ ｍの鉄丸く ぎ（ 日本工業規格Ａ５ ５０

柱及び横架材を欠き込み、 柱及び横架材に対してそれそ

４ -ＣＮ９ ０

４ -ＣＮ９ ０

柱

三角座金

胴差

山型プレート 　 ＶＰ

柱

胴差

柱

（ 平打ち）

Ｎ６５ 釘５本

Ｎ６５ 釘５ 本（ 平打ち）

胴差

厚さ１． ６ｃ ｍの鋼板添え板を、 筋かいに対して径１２

ｍｍのボルト （ 日本工業規格Ｂ１１ ８０（ 六角ボルト ）

－１９９ ４のうち強度区分４ ． ６に適合するもの又はこ

れと同等以上の品質を有するものをいう。 以下同じ。 ）

締め及び長さ６ ． ５ｃ ｍの太め鉄丸く ぎを３本平打ち、

柱に対して長さ６． ５ ｃ ｍの太め鉄丸く ぎを３本平打ち

、 横架材に対して長さ６． ５ ｍｍの太め鉄丸く ぎを４本

平打ちしたもの

ハ　 厚さ３ｃ ｍ以上で幅９ｃ ｍ以上の木材

胴差

柱

筋かいプレート （ ＢＰ） 当

て各根平頭ボルト （ Ｍ１２

） 締め釘打ち
１２） 締め釘打ち

） 当て各根平頭ボルト （ Ｍ

筋かいプレート （ ＢＰ-２

胴差

柱

二　 厚さ４． ５ｃ ｍ以上で幅９ｃ ｍ以上の木材

５本の平打ちしたもの

それぞれ長さ５０ｍｍ、 径４． ５ｍｍのスクリューく ぎ

のスクリューく ぎ７本の平打ち、 柱及び横架材に対して

１２ ｍｍのボルト 締め及び長さ５０ｍｍ、 径４． ５ｍｍ

厚さ２． ３ ｃ ｍ以上の鋼板添え板を、 筋かいに対して径

ボルト （ 径１２ｍｍ）

胴差

柱

１ 面せん段接合としたもの

柱又は横架材に径１ ２ｍｍのボルト を用いた

ホ　 厚さ９ ｃ ｍ以上で幅９ｃ ｍ以上の木材

軸組端部の柱と主要な横架材との仕口

※金物は全てＺ マ－ク金物又は同等の認定金物とする。
※その他の構造耐力上主要な部分の継手又は仕口にあっては、 ボルト 締め、 か

すがい打ち、 込み栓打ちその他の構造方法によりその部分の存在応力を伝える

ように緊結したものでなく てはならない。

込み栓

込み栓 長ホゾ差し

ＣＰ-Ｌ

ＣＰ-Ｌ

山型プレート 　 ＶＰ

山型プレート 　 ＶＰ

　 厚さ２ ． ３ｍｍのＴ 字型の鋼板添え板を用い、 柱及び横架材にそれぞれ長

さ６． ５ ｃ ｍの太め鉄丸く ぎを５本平打ちしたもの若しく は厚さ２． ３ｍｍ

のＶ字型の鋼板添え板を用い、 柱及び横架材にそれぞれ長さ９ ｃ ｍの太め鉄

丸く ぎを４本平打ちとしたもの又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

　 厚さ３ ． ２ｍｍの鋼板添え板に径１２ｍｍのボルト を溶接した金物を用い

、 柱に対して径１２ｍｍのボルト 締め、 横架材に対して厚さ４ ． ５ｍｍ、 ４

０ ｍｍ角の角座金を介してナット 締めをしたもの若しく は厚さ３． ２ ｍｍの

鋼板添え板を用い、 上下階の連続する柱に対してそれぞれ径１ ２ｍｍのボル

羽子板ボルト

短ざく 金物

Ｍ１２ナット 締め

スクリュー釘

　 厚さ３． ２ ｍｍの鋼板添え板に径１ ２ｍｍのボルト を溶接した金物を用い

、 柱に対して径１ ２ｍｍのボルト 締め及び長さ５０ ｍｍ、 径４． ５ｍｍのス

クリュー釘打ち、 横架材に対して厚さ４． ５ ｍｍ、 ４０ｍｍ角の角座金を介

してナット 締めしたもの又は厚さ３． ２ｍｍの鋼板添え板を用い、 上下階の

連続する柱に対してそれぞれ径１２ｍｍのボルト 締め及び長さ５ ０ｍｍ、 径

４． ５ ｍｍのスクリュー釘打ちとしたもの又はこれらと同等以上の接合方法

としたもの

スクリュー釘

短ざく 金物

　 厚さ３． ２ ｍｍの鋼板添え板を用い、 柱に対して径１２ ｍｍのボルト ２本

、 横架材、 布基礎若しく は上下階の連続する柱に対して当該鋼板添え板に止

め付けた径１ ６ｍｍのボルト を介して緊結したもの又はこれらと同等以上の

接合方法としたもの

隅柱引き寄せ金物

ＨＤ-Ｂ１０  

アンカーボルト

アンカーボルト

六角ボルト

柱（ 上段）

柱（ 下段）

胴差（ 床梁）

ＨＤ-Ｂ１０  

引き寄せ金物

　 厚さ３． ２ ｍｍの鋼板添え板を用い、 柱に対して径１２ ｍｍのボルト ３本

、 横架材（ 土台を除く ） 、 布基礎若しく は上下階の連続する柱に対して当該

鋼板添え板に止め付けた径１６ ｍｍのボルト を介して緊結したもの又はこれ

と同等以上の接合方法としたもの

座金付ボルト

アンカーボルト

ＨＤ-Ｂ１５  

引き寄せ金物

アンカーボルト

アンカーボルト

隅柱

引き寄せ金物

ＨＤ-Ｂ１５  

六角ボルト

胴差（ 床梁）

柱（ 下段）

柱（ 上段）

　 厚さ３ ． ２ｍｍの鋼板添え板を用い、 柱に対して径１２ｍｍのボルト ４ 本

、 横架材（ 土台を除く ） 、 布基礎若しく は上下階の連続する柱に対して当該

鋼板添え板に止め付けた径１ ６ｍｍのボルト を介して緊結したもの又はこれ

と同等以上の接合方法としたもの

引き寄せ金物

ＨＤ-Ｂ２０  

隅柱

アンカーボルト

アンカーボルト

ＨＤ-Ｂ２０  

引き寄せ金物

六角ボルト

柱（ 上段）

柱（ 下段）

胴差（ 床梁）

　 厚さ３ ． ２ｍｍの鋼板添え板を用い、 柱に対して径１２ｍｍのボルト ５ 本

、 横架材（ 土台を除く ） 、 布基礎若しく は上下階の連続する柱に対して当該

鋼板添え板に止め付けた径１ ６ｍｍのボルト を介して緊結したもの又はこれ

と同等以上の接合方法としたもの

　 （ と） に揚げる仕口を２組用いたもの

隅柱

ＨＤ-Ｂ２５  

引き寄せ金物

アンカーボルト

アンカーボルト

胴差（ 床梁）

柱（ 下段）

柱（ 上段）

六角ボルト

引き寄せ金物

ＨＤ-Ｂ２５  

ボルト ２本  

ボルト ２本  

ボルト ２本  

引き寄せ金物

ＨＤ-Ｂ１０  

ボルト ３本  
ボルト ３本  

ボルト ４本  ボルト ４本  

ボルト ５本  
ボルト ５本  

ＣＰ-Ｔ

ＣＰ-Ｔ

ト 締めとしたもの又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

羽子板ボルト

Ｍ１２ナット 締め

短ほぞ差し、 かすがい打ち又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

かすがい

胴差

短ホゾ差し

胴差

柱

柱 柱

柱

土台

かすがい 短ホゾ差し

土台

　 長ほぞ差し込み栓打ち若しく は厚さ２． ３ｍｍのＬ 字型の鋼板添え板を、

柱及び横架材に対してそれぞれ長さ６． ５ ｃ ｍの太め鉄丸く ぎを５本平打ち

したもの又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

長ホゾ差し

胴差胴差

柱

柱柱

土台

柱

土台

柱

胴差

柱 柱

土台

胴差

柱

土台

胴差

柱

胴差

柱

柱

柱

胴差

柱

柱

胴差

（ Ｃ） （ ロ）

（ Ｌ ）（ Ｎ）

（ Ｖ）（ Ｔ ）

（ Ｉ ）（ Ｐ）

（ Ｉ ｓ ）（ Ｐｓ ）

（ ＨＤ１０）

（ ２）

（ ３ ）（ ＨＤ１５）

（ ４）（ ＨＤ２０）

（ ５）（ ＨＤ２５）

（い）

（ろ）

（は）

（に）

（ほ）

（へ）

（と）

（ち）

（り）

（ぬ）

引き寄せ金物

ＨＤ-Ｂ１５  

隅柱

アンカーボルト

アンカーボルト

ボルト ３本  

（ ＨＤ３０ ）

ＨＤ-Ｂ１５  

引き寄せ金物

柱（ 上段）

柱（ 下段）

胴差（ 床梁）

六角ボルト

引き寄せ金物

ＨＤ-Ｂ１ ５

六角ボルト

ボルト ３本  
ボルト ３本

（ ＨＤ３５ ）

（ Ｈｉ ４３ ）
ビス止めホールダウン金物Ｈｉ ４３ ｋ Ｎ用

ビス止めホールダウン金物３５ ＫＮ用

又はＨＤ３５ でも可とする。

座金 Ｗ4.5×40

土台

△
柱

芯

200以内

▽基礎天端

柱

※

引き寄せ金物用
アンカーボルトM16

(
36

0以
上

)

ZマークHD10～25以外の

引き寄せ金物の場合の定着長は

メーカー仕様による。

ナットM12用

以上とする。

ナットの出寸法はネジ3山(5.25mm)

25
0以

上

アンカーボルトM12

※アンカーボルトM16の柱面からの位置は
引き寄せ金物の仕様による

ナットの出寸法はネジ3山(6mm)

以上とする。
ナットM16用

200以内

アンカーボルト配置要領 ※独立柱の場合

▽基礎天端

2
50

以
上

30

△
柱

芯

柱

150

込栓
ナットの出寸法はネジ3山(5.25mm)

以上とする。

ナットM12用
座金 Ｗ4.5×40

▽土間天端

アンカーボルトM12 L=600（折曲げ）

1
5
0

アンカーボルト配置要領

引き寄せ金物

（ Ｈｉ ６８）
高耐力ホールダウンＨｉ ６ ８

（ ＨＤ６０）
高耐力フレックスHD60

（ ＨＤ１０８）
ＭＰホールダウン１ ０８

（ ６ ）

--- １６３枚の内　０５６号

増築部分　木造金物詳細図



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

（２）　杭　基　礎 　　６．　柱
余長 ４ｄ

フック付 フック無し
（１）　柱主筋の継手 （２）　柱主筋の定着

２設計かぶり厚さ最小かぶり厚さ 以
上

以
上

（単位　：ｍｍ）（４）　かぶり厚さ 部　　　　位　　１．　一般事項 （ｍｍ） （ｍｍ） かぶり厚さ
ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、 屋　根　スラブ ２

０
ｄ

２
０

ｄ

屋　　内 ３０ ２０
厚さが部分的に減少する箇所についても 鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋床　ス　ラ　ブ

（１）（１）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。 屋　　外 ４０ ３０（２０） 並びにはりのせいが小さく、設計非　耐　力　壁最小かぶり厚さを確保する。

ｈ
ｏ

応力に対して必要な定着長さが不柱 屋　　内土に接しない部分ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径 ４０ ３０（２）　記号 かぶり厚さ 足する箇所に付ける梁 ＬＬ（１） ｈ
ｏ

／
２

＋
１

５
ｄ

　
Ｌ

Ｃ Ｃ（２）屋　　外 （３０） ｈ
ｏ

／
４

５０ ４０耐　力　壁Ｃ ｈ
ｏ

／
４

＠…間隔　ｒ…半径　　…中心線　　　ｏ…部材間の内法距離　ｈｏ…部材間の内法高さＬ

２

（３） Ｌ以
上

擁　　　　　　　　　壁 ５０ ４０ 補強かご鉄筋ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ．ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼
（４） （４） 柱主筋と同径柱・梁・床スラブ・耐力壁 ５０ ４０

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

土に接する部分 ４
０

０

（４） （４） ｈ
ｏ

／
２

ｈ
ｏ

／
２

基　　礎　・　擁　　壁 ７０ ６０　　２．　鉄筋加工、かぶり

以
上

［注］　　　（１）　耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて３０ｍｍとすることができる。

２

２ １　　　（２）　耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。 Ｌ
　

以
上

Ｌ Ｌ４
０
０

（１）　柱・梁・基礎の主筋の折曲げ形状・寸法 ｈ
ｏ

／
４

　　　（３）　コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。 ｈ
ｏ

／
４

（片側）４０ｄ２０ｄ（両側）　　　（４）　軽量コンクリートの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。折曲げ角度９０ﾟはスラブ筋・壁筋折曲げ角度 １８０ﾟ １３５ﾟ ９０ﾟ （３）　べた基礎　　　（５）　（　）内は仕上げがある場合。　　　　改定により標準かぶり厚さは１０ｍｍ増しまたはスラブと同時に打ち込むＴ形

３およびＬ形梁のキャップタイや副あｄ ｄ ｄ ハンチを付けた場合（ａ≧３） ｈ
ｏ

補強かご鉄筋１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう２ばら筋・柱コア内に折り曲げる副帯 （５）　鉄筋のあき
図の●印の鉄筋の重ね継手の ａＲ 　　但し上筋と下筋を読みかえるＲ 筋・スパイラル筋の重ね継手部に用Ｒ図 ２丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１．５ｄ以上 ｈ

ｏ
／
２
＋
１
５
ｄ

１　　　　末端にはフックが必要 圧接継手 重ね継手いる。　　　　　　　　　　　　　 Ｌ
　

ｏ
ｒ

Ｌ

ｄ ２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする余
長

キャップタイ 粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５以上 ２４
０

Ｌ余長 ３．②の鉄筋はＤ１３以上余
長

間隔 間隔 柱
６ｄ以上 １０ｄ以上 継手の好ましい位置４．埋戻し土のある場合は４０を７０とする８

ｄ
以

上

鉄筋の余長 ４ｄ以上 ≧
１

５
ｄ

異形鉄筋 丸　　鋼（※４ｄ以上） （※４ｄ以上）
１５０以上

（３）　帯　　筋折曲げの内法寸法Ｒは、ＳＤ２９５Ａ・ＳＤ２９５Ｂ・ＳＤ３４５のＤ１６以下は最小３ｄ以上 ２Ｌ ７
０

１
ｄｏ ｄｏ あきあき ｄ ｄ Ｄ イ　Ｈ型（タガ型） ロ　Ｗ型（溶接型） ハ　Ｓ型（スパイラル型）（標準５ｄ以上）、Ｄ１９～Ｄ３８は最小４ｄ以上（標準６ｄ以上）、Ｄ４１は最小５ｄ以上（ ※片持スラブ上端筋の先端で９０゜フ

標準７ｄ以上）、ＳＤ３９０のＤ４１以下は最小５ｄ以上（標準７ｄ以上）　　　　　　　　　 ５ｄ以上ック又は１３５゜フックを用いる場合 １５ｄ（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）（６）　鉄筋のフック
６
ｄ（４）　基礎接合部の補強

１５０以下梁ａ．　丸鋼　　ｂ．　あばら筋、帯筋　　ｃ．　煙突の鉄筋　（２）　その他の鉄筋の折曲げの形状
第１帯筋 　　〃　　 １

２
ｄ

鉄筋の使用箇 鉄筋の径　 鉄筋の折り曲げ　 ｄ．　柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照） １ １０ｄ以上３
－

Ｄ
１

３

１５０以下折曲げ角度・図 鉄筋の種類 Ｌ所による呼称 による区分 内のり寸法（Ｒ） Ｐ１
２ｅ．　単純梁の下端筋 Ｌ １

２
ｄ

※ ※ ※ 〃 １３５ﾟｄ ｄ １６φ　　　　 〃２ ２以下 ３ｄ以上 ｆ．　その他、本配筋標準に記載する箇所 〃Ｌ ＬＤ１６　　　　ＳＲ２３５　 〃Ｒ Ｒ ※ 〃 ロ　型ＳＲ２９５　帯　　　　　筋 〃Ｈ ５００＜Ｈ≦１０００※ Ｌ１８０° １３５° １９φ　　　　 〃ＳＤ２９５Ａ ４ｄ以上 ※　　３．杭 （地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すこと。）あ　ば　ら　筋 １ 〃ＷＤ１９～Ｄ３８
余長 〃余

長

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

ＳＤ２９５Ｂスパイラル　筋 Ｌは中間部５０ｄかつ３００以上２－Ｄ１６以上 〃ｄ ５ｄＳＤ３４５　 末端部の添巻は１．５巻以上〃ス　ラ　ブ　筋 ５ｄ以上Ｄ４１　　　　 〃※印筋はＤ１０－＠２００とする（１）　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う ３００ とする２ｄ ２ｄ壁　　　　　筋 〃４５ﾟ～６０ﾟＲ Ｐ１ 　は片面溶接１０ｄ
所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合 ４ｄ　９０° ６

ｄ
両面溶接５ｄ以上余

長

ＳＤ３９０　 ５ｄ以上Ｄ４１　以下
第１帯筋 日　型但し　≦φの場合

補強筋

梁
幅

　　　＞φの場合は工事監理者の指示による（３）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ １ＬＨＯＯＰ＠１５０ ＨＯＯＰ＠１５０
Ｈ≦５００は※印筋は不用とするＷ１の三角壁厚さは、２００以上又は地中梁幅とし、 １２ｄ

１ １ｈ２ｈ ２２ 特別の定着及び重ね継手の長さ （直線Ｌ　またはフック付Ｌ　　）一般定着（直線Ｌ　　またはフック付Ｌ　　） ２ 注　１．　第１帯筋は、梁づらに入れるコンクリートの ３－Ｄ１６ＬＬ 配筋は同厚の壁リストにならう
注　２．　Ｗ型で現場溶接をする場合は設計基準強度

８
ｄ

１
０

０

ＳＤ２９５Ａ ＳＤ２９５Ａ２ 基礎下端基礎下端 　　　　　主筋の位置をさける（Ｎ／ｍｍ　） ＳＤ３４５ ＳＤ３９０ ＳＤ４９０ ＳＤ３４５ ＳＤ３９０ ＳＤ４９０ＳＤ２９５Ｂ ＳＤ２９５Ｂ

１
０

０

Ｌ６
ｄ 　　型注　３．　フックおよび継手の位置は、　　５．　地中梁４５ﾟ１

５
０

φ４０ｄ　または　４０ｄ　または　 ４５ｄ　または　 ５０ｄ　または　 Ｌは５０ｄ以上かつ３０ｃｍ以上とする　　　　　交互とする－ －－ －１８
３０ｄ　フック付３０ｄ　フック付 ３５ｄ　フック付 ３５ｄ　フック付

３５ｄ　または　 ３５ｄ　または　 ４０ｄ　または　 ４０ｄ　または　 ４５ｄ　または　 ５０ｄ　または　 （１）　独立基礎、杭基礎の場合 （定着、継手）１５０－－ コンクリート止め板２１ １
．

５
φ

（４）　斜め柱・斜め梁φ２５ｄ　フック付 ３０ｄ　フック付２５ｄ　フック付 ３０ｄ　フック付 ３０ｄ　フック付 ３５ｄ　フック付

４５ｄ　または　 ５５ｄ　または　 外　端　部 内　端　部 ○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ○柱幅と斜材幅が異る ○柱脚で斜材となる３０ｄ　または　 ３５ｄ　または　 ４０ｄ　または　 ３５ｄ　または　 ４０ｄ　または　 ４５ｄ　または　 φ
２４～２７

３５ｄ　フック付 ４０ｄ　フック付２５ｄ　フック付 ３０ｄ　フック付２０ｄ　フック付 ２５ｄ　フック付 ３０ｄ　フック付 ３５ｄ　フック付 ｏ 柱Ｄ３０ｄ　または　 ３０ｄ　または　 ３５ｄ　または　 ４０ｄ　または　 ３５ｄ　または　 ３５ｄ　または　 ４０ｄ　または　 ５０ｄ　または　 １
３０～３６ １ ２ｏ／４ ｏ／４ｏ／２ Ｌ２０ｄ　フック付 ２５ｄ　フック付 ３０ｄ　フック付２０ｄ　フック付 ２５ｄ　フック付 ２５ｄ　フック付 ３０ｄ　フック付 ３５ｄ　フック付 杭　　　径 ３００φ，３５０φ ４００φ ４５０φ ５００φ ６００φ

１Ｌ※２５ｄ　または　 ３０ｄ　または　 ３５ｄ　または　 ４０ｄ　または　 ３０ｄ　または　 ３５ｄ　または　 ４０ｄ　または　 ４５ｄ　または　
２補　強　筋 ６－Ｄ１３ ８－Ｄ１３ １０－Ｄ１３ ８－Ｄ１６ １０－Ｄ１６ ※１５ｄ １５ｄ１ １Ｌ３９～４５ （継手範囲） Ｌ２０ｄ　フック付 ２５ｄ　フック付 ３０ｄ　フック付１５ｄ　フック付 ２０ｄ　フック付 ２５ｄ　フック付 ３０ｄ　フック付 ３５ｄ　フック付

１ＬＨＯＯＰ Ｄ１０－＠１５０
小　梁 ２０ｄ　または　 １０ｄ　フック付小梁、スラブの下端筋 ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５、ＳＤ３９０３ｈ３（直線Ｌ　またはフック付Ｌ　　） １５０ｍｍ以上スラブ １０ｄ　かつ　
１ＬＣ（２）　現場打ちコンクリート杭 Ｌ ２ ２Ｌ ＰＬ２ ２ｈ一般定着の直線Ｌ　またはフック付きのＬ　　の図 Ｐ機械式定着の場合は、該当工法の規準による。▲は定着起点を示し、▽は折曲げ開始点を示す。

杭頭処理 Ｐ
▼ Ｐ２ ３ ２ｈ ２ｈ ２ｈＬ　ｏｒＬ Ｌ Ｌ Ｌ

▽ ▽ ▽

１
．

５
Ｄ

１ １Ｌ Ｌ

梁
Ｄ

２※　上端主筋の定着は、やむを得ない

４
５

ｄ

Ｌ余
長
（
６
ｄ
以
上
）

重
ね

継
手

　　場合、上向きとすることができる余
長

（
８

ｄ
以

上
）

△ １
．

５
Ｄ

斫つり部分 （２）　布基礎、べた基礎の場合 （定着、継手）
３ｈＬ余長（４ｄ以上）▲ ▲ ▲ ▲

４
０

ｄ

余
長

（
８

ｄ
以

上
）

外　端　部 内　端　部

８
０

０
～

１
０

０
０

ｏ直線定着 ９０ﾟフック付き定着 １３５ﾟフック付き定着 １８０ﾟフック付き定着 小梁・スラブの下端定着 杭
主

筋

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接
ｏ／２ｏ／４ ｏ／４ ※２ｈ※フック付の定着長さＬ　　は、定着起点からの鉄筋の折曲げ開始点までの距離とし、折曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。 １０ｄ又は重ね継手４０ｄ １Ｌ 柱Ｄ 柱Ｄ※　　　柱梁接合部内に折曲げ定着する梁主筋を柱せいの３／４倍以上のみ込ませてもフック付き定着長さ（Ｌ　）が確保できない場合は、［注］ ２ ２０ｄ ２０ｄ１Ｌ１

０
０

以
上

２b　　　柱せいの３／４倍ののみ込みを保ちながら、投影定着長さＬ　(小梁、スラブはＬ　)に加え、余長も含め折り曲げ定着長さＬ　 スペーサー
a b確保する。(Ｌ　､Ｌ　はＪＡＳＳ５のＰ３９参照) フラットバー＠３０００圧接可能な鉄筋の種類の組合せ 注　１．　１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠１００以下とするφ （各４ヶ所）継　　手 鉄筋の種類 圧接可能な鉄筋の種類 注　２．　①の鉄筋は２－Ｄ１３かつ、２本の一段太い鉄筋とする

へりあき２００以上１．重ね継手の長さは鉄筋の折曲げ起点間の距離とし、末端のフックは、 ＳＤ２９５Ａ ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ２９５Ｂ，ＳＤ３４５ 主筋のかぶりは １５ｄ１Ｌ１５ｄ

１　　定着および重ね継手の長さに含まない ＳＤ２９５Ｂ ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ２９５Ｂ，ＳＤ３４５
１００以上とする Ｌ ｅ ｅ（５）　絞り （６）　二段筋の保持２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする ＳＤ３４５　 ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ２９５Ｂ，ＳＤ３４５

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする ＳＤ３９０ １５ｄ
＊ 杭間隔は２×φかつφ＋１０００以上４．Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない ６ｄＳＤ３９０　 ＳＤ３４５，ＳＤ３９０，ＳＤ４９０ ａφ ６φ－＠１０００

＊ １Ｌ５．鉄筋径の差が７ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない ＳＤ４９０　 ＳＤ３９０，ＳＤ４９０
下端筋継手範囲上端筋継手範囲 上端筋継手範囲［注］＊ＳＤ４９０を圧接する場合は、施工前試験を

１
０

０

ガス圧接形状 　　　　行わなければならない。
ａ　　４．　基　礎３ｍｍ以下 （３）　水平ハンチの場合のあばら筋加工要領 （４）　せいの高い梁のあばら筋圧接面 圧接面 圧接面 帯筋より１サイズ太く

ＤＤ １又は同サイズ２本 ａ２ハンチ 梁幅 ハンチ （Ｄ：１５００を超える場合）θﾟ 　　　　加工要領図 ４
ｄＬｄ １．４ｄ以上ｄ ６ｄｄ／５以下 Ｌ

※一般のあばら筋と同様（１）　直接基礎
Ｃ 　　のものを２本束ねるＬ ８

ｄ

θ＞８０ﾟ ａ※｛ １捨フープ １
０

０

ａＤ１ ２－Ｄ１．１ｄ以上
ベース筋ｄ／４以下 ６　８～圧接継手 重ね継手（下図のいずれかとする） ａ＝Ｄ１＋２ｄの範囲 ６ｄ ４

０
０

１ １Ｌ Ｌ Ｄ ａ＝１．５ｘ（呼び名の数値）イ　の拡大図イ　　　主筋間隔は２００以下

２
－

Ｄ

ａｄ４５ﾟ Ｄ ｂの範囲
６φ－＠１０００｝

※

４
ｄ

　　　主筋間隔の１．５倍かつ ハ
ン

チ

ｅ≦Ｄ／６ ｅ＞Ｄ／６柱
　　　３００以下 ８

ｄ

ａｂ ｂ

梁
幅

１ａ≧４００ １．５Ｌ　以上 １約０．５Ｌ

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

--- １６３枚の内　０５７号

増築部分　鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

（１）　定着

（２）　大梁主筋の継手

（３）　あばら筋、腹筋、幅止めの配置

（５）　幅止め筋の本数、加工

（１）　定着および継手

（３）　片持ちスラブ出隅部補強

（２）　屋根スラブの補強

（４）　床板開口部の補強

（５）　床板段差

（６）　土間コンクリート

（１）　定　着

（２）　スリット部

（３）　手摺、パラペット

（４）　コンクリートブロック帳壁

（１）　柱

（２）　梁

（１）　設置可能範囲

（２）　鉄筋標準配筋

（３）　既製品

（梁主筋を折曲げるとき）ＣＬ

斜めでもよい

下向きでもよい
斜めでもよい

ＬＣ

最終端

連続端

最　上　階

正　面平　面

片
持
梁
筋
折
下
げ

端部先端

あばら筋を入れる

平　面

　印は幅止め筋

つり上げ筋

第一あばら筋は柱面より配筋する

又は、同サイズを２本巻とする

ＬＣ

（ロ）フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　にあってはスラブ側とする。

幅止め筋

バーサポート
２５ｄ

継手位置は原則として下表による。

肩筋Ｄ１３以上

ｂ　※の箇所（入隅）各階補強する

　　　＝１５００とし、上端筋の下に配筋する

ａ　補強筋は各３－Ｄ１３　又はスラブ主筋の同一径で

出隅部分の補強筋 出隅受け部

一般床版配力筋

補
強
筋

の
定
着

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）

出隅部

注　　１≧　２　とする

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

注）設備の小開口が連続してあく場合は縦、横、

　　と同じ鉄筋を開口をさけて補強する。

Ｄ１６

Ｄ１６

Ｄ１０　＠１５０

Ｄ１３

Ｄ１３

（７）　釜　場

（８）　打継ぎ補強

Ｄ１３

Ｄ１０　＠　２００

折曲　Ｄ１０　＠　２００

２－Ｄ１６

Ｄ１０　＠　１５０

Ｄ１３　＠　２００　ダブル

２－Ｄ１６

●　設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２Ｌ１以上

●　無筋部分Ｄ１０　＠　２００　長さ８００以上

及び工事監理者と打合せのこと

増打するときは事前に設計者、

※
※　柱と同径、同ピッチとする

補強タテ筋
ハッチ部分の面積Ａｃｍ

ハッチ部分は増打コンクリートを示す 　印は補強筋

ａ≦２００

２

横筋の配置は上下端とも
梁、又は床面に一段目を
配置する。

Ｌ２かつ柱中心線を超える。

一本目を配置する。

縦筋は、柱面に

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合

Ｄ１３

Ｄ１３

シングル配筋 ダブル配筋

Ｄ１３　 Ｄ１３　 ２－Ｄ１３ ２－Ｄ１３

（設計図に記入のあるとき）

柱
部分スリットの場合

ｔは階高の１／１００程度

スリット部の鉄筋の被り厚さは

厚さ以上とする

２（４）被り厚さの表、最小被り Ｗ≦Ｄ／６、Ｗｔ／２かつ　７ｃｍ

手摺 パラペットＤ１３

設計図による）

（但し、Ｈ＞８００以上の場合、

Ｄ１０　＠　２００　ダブル

Ｄ１０　＠　２００　ダブル

Ｄ１３

Ｄ１０　＠　２００

下部防水立上りのある場合一般の場合

Ｄ１３

Ｄ１０　＠　４００

Ｄ１０　＠　６００

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０

Ｄ１０　＠　６００

注）　ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く。

注）　ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００

●　補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

●　あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

●　腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合わせる。
●　Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする。

●　梁下端増打コンクリートの場合も上端

●　ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

補強筋

あ
ば

ら
補

強
筋

補強筋

Ｄ１０

望ましい範囲

φ＞２５０

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

※　部分について計算で

（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

リング窟＠　　　　パイプ型　　　　　金網窟＠　　　　プレート型

（１）　柱、梁 （２）　地中梁 （３）　床版、壁

鉄筋の表示記号は下表による。

Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋

ｏ

１５ｄ

２０ｄ

Ｂ

ｏ

１５ｄ １５ｄ

２０ｄ ２０ｄ

２５ｄ

１／２Ｂ

ｏ／４ｏ／６

ｏ

ｏ

Ｄ Ｄｏ／４ｏ／４

ｙ

ｘ

７５～１００

ｘ
／

４

Ａ Ｂ Ａ

Ｃ Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｌ２

※

Ｌ
１

２２

１
／

２

１／２

１
／

２

Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ１

２
Ｌ
１

Ｈ

Ｌ１

Ｌ１

５００ ５００

２Ｄ

Ｌ１

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

Ｌ１

２Ｄ

Ｄ

Ｌ１

２Ｄ
Ｌ１

５００５００

Ｄ

２Ｄ

１２００ｘ６００以下
Ｌ１

Ｌ１

１
５
０

程
度

Ｄ１３

Ｄ１３

２５０

Ｄ

Ｈ

Ｌ
１

Ｌ
２

Ｈ
Ｌ
１

１
０
０
以
下

１２０以上 １５０以上

Ｌ
２

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

ｈ
ｏ

ｈ

ｔ

Ｌ２

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

ｈ
ｏ

ａ

Ｂ

ａ

ａ

３００

３
０

０
３００

ａ

Ｄ

３
０

０

ｏ

Ｄ

φ１ φ２

Ｌ
１

５０

Ｄ１３

２
０

０

２５０

６００

３００ ５０

ｔ

Ｄ１３

φ φ φ

　　斜補強筋とは別に開口によって切られる鉄筋

　　確認された場合は右
　　記の位置、寸法によ
　　らなくて良い。

　　　補強筋でＤ１３はＤ１６又は、

　　　読みかえる
　　　２－Ｄ１３は３－Ｄ１３と、各々

　●　梁幅が　４００を超える場合は

　　以上）とする。

　　とする。

　　増打コンクリート補強と同様とする。

記　　号

注）　継手部は必ずモルタルを充填する事。

（
直

線
定

着
長

さ
）

（
直

線
定

着
長

さ
）

ａ　大梁

ｂ　小梁の定着

ｃ　片持梁の定着

ａ　片持床スラブ ｂ　一般床スラブ

標準継手位置

Ｂ

Ｂ

Ａ　　Ｃ下端筋

上端筋

１
０
ｄ
以
上

１０ｄかつ１５０以上

Ｄ１３

床板厚さ　Ｄ

１５０＜Ｄ≦２００

２００＜Ｄ≦３００

　　　　Ｄ≦１５０ 各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１９

周　囲 斜　め

各２－Ｄ１３

各１－Ｄ１３

各２－Ｄ１６

斜め補強筋

周囲補強筋

Ｄ１０（９φ）＠１０００以内で割り付ける幅止め筋

腹　筋

腹筋

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。

正
　

面

ｂ　間仕切壁との交叉部

ａ　軽作業の土間

（ダメ穴打継面について） ３－Ｄ１６

Ａ＜５００

６－Ｄ１６

≦Ａ＜≦Ａ＜

４－Ｄ１６

１０００ １０００ １５００５００※

９φ

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９

１３φ １６φ １９φ ２２φ ２５φ ２８φ

　１３．　鉄筋の表示記号

　１２．　増築予定

但し　φ≦Ｄ／３とする

ｂ　柱に（平面図）

ｃ　床に （非耐力壁とスラブが取り合う場合）

イ

イ　は壁配筋と同じ

イ

（平面図）

は継手の好ましい位置

（イ）原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で　ｂ　、

　　　両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　又は　ｂ　とすることができる。

　１０．　柱、梁増打コンクリート補強

　１１．　梁貫通孔補強

　　９．　壁

　　７．　大梁、小梁、片持梁 　　８．　床　板

　　標準図（１）の２－（３）による。

巾止メ筋

あばら補強筋

受筋　Ｄ１０

受筋　Ｄ１０

Ｄ１０　＠　４００

２５０

Ｗ Ｗｔ

ｔ

Ｄ１３

１
０
０
以
下

Ｌ２

Ｄ１０　＠　４００

Ｄ１３

Ｄ
／

３

１０００

１０００

６
ｄ

６
ｄ

８
ｄ

６
ｄ ６

ｄ

６
ｄ

ｄｂ ｅｃａ

（４）　あばら筋の限 （注、床版がない場合は１３５°以上のフックとする

Ｄ＜６００　不要

２－Ｄ１０（９φ）　　１段　６００≦Ｄ＜　９００

４－Ｄ１０（９φ）　　２段　９００≦Ｄ＜１２００

Ｄ１０（９φ）＠３００以内１２００≦Ｄ　　　　　

縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３　

横　筋　２－（２－Ｄ１３）　　　　

縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３　＠１００

折　筋　２－（２－Ｄ１３）　　　　

１００＜φ≦１５０

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

８０＜φ≦１００

下
上

将来増築予定コンクリート増打部分は、

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

場合は設計者又は工事監理者と打合

貫通孔が連続して間隔等が取れない

せのこと。　　　　　　　　　　　

孔と孔のへりあき　１００　以上

異形鉄筋

丸　　鋼

Ｌ２

２
５
０
以
上

２
５
０
以
上

４５ﾟ

中　央中　央

端　部端　部

（開口の径５００程度の場合）

長　辺　方　向

短　辺　方　向

短辺・長辺方向

５
０

５
０

Ｄ１３

ａ３００

Ｌ２

一　般　階

４
ｄ

４
ｄ

Ｄ

４
ｄ

８
ｄ

４
ｄ

Ｄ
以

下
Ｄ

以
下

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

ＨＤ

Ｄ

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
１

１

１／２

６０

１５ｄ

１５ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

ａ

Ｌ
２

１５０程度

Ｌ
２

か
つ

中
心

線

を
超
え

る

Ｌ
２

Ｌ２

ｏ／４ｏ／４

（φ１＋φ２）３／２以上

※
※

Ｌ２

Ｄφ

Ｌ
２

２φ２φ

≧
Ｌ

１

≧
Ｌ

１

≧Ｌ１

５０

５０

≧Ｌ１≧Ｌ１

補強筋

Ａ

Ａ

Ｌ１

１Ｌ
３

Ｌ１

Ｄ１６

Ｄ
Ｄ

つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い鉄筋か、

ｏ／４ ｏ／４ｏ／２

１／２Ｂ

Ｌ１１５ｄ

Ｌ２

ｘ／４ｘ／４

ｘ
／

４

ｄ　壁と壁

ａ　梁に

ｏ２／３

２５ｄ

０．７５ｄ

つりあげ筋

［鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）２．鉄筋架構（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ　による］

θ　＝　４５ﾟ

１
８
０
ﾟ曲

げ

梁端部（スパン　／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

注）設置可能範囲及び補強筋タイプは、採用する既製品の仕様による

ｏ／４

　　Ｌ２がとれる場合でも柱中心線を
※　柱幅が大きくて、直線部だけで

　　こえて中間折曲げテール長  １５０
　　以上又は１８０ﾟフック付とする

フック付

１
５
０
以
上

Ｄ

Ｌ２

※
ＣＬ

柱幅

柱幅が大きい場合

Ｌa

《直線定着長Ｌ２、Ｌ２ｈが確保できない場合》

Ｌ２＋５ｄ

０．７５ｄ

Ｌ２＋５ｄ

Ｌb

《直線定着長Ｌ２、Ｌ２ｈが確保できない場合》

Ｌ２またはＬ２h

ｏ／４

●　ａは１００～３００程度。

Ｌ
１

Ｌ１またはＬ１h

Ｌ
１

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１
Ｌ１またはＬ１h

レ レ レ レ

斜　筋　４－（２－Ｄ１６）　　　　

縦　筋　ＳＴ　４－（２－Ｄ１３）

横　筋　２－（２－Ｄ１３）　　　　

　縦筋　ＳＴ　３－（２－Ｄ１３）　　　　　

１５０＜φ≦４００

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

---

増築部分　鉄筋コンクリート構造配筋標準図(２)

１６３枚の内　０５８号



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

ナット（・シングル　・ダブル）

６０

１２

（ＪＡＳＳ　６）

（ＪＡＳＳ　６）

（ＪＡＳＳ　６）

（ＪＡＳＳ　６）

（ＪＡＳＳ　６）

（適用事項は○印で示す）

（適用事項は○印で示す）

できる。

断面が鋭角的でない場合は、アンダーカットの深さを１㎜以下とすることが

ト部分の長さの総和が溶接部分全体の長さの１０％以下であり、かつ、その

１０．　０．３㎜を越えるアンダーカットはあってはならない。但し、アンダーカッ

ｂｔｆｃｔｆｂｔｆｂｔｆ

ｃｔｆｂｔｆ

の１／４かつ５㎜以下、　　が　　を越える時には　　の１／５かつ４㎜

以下とする。

ランジのずれ量は、はりのフランジ厚　　が柱のフランジ厚　　以下の時は

１５１５

える場合は、板厚の１／１０以下かつ３㎜以下とする。

８．　突合わせ継手の食い違いは、板厚が　㎜以下では１．５㎜以下、　㎜を越

ＫＪ

１９で入熱３０　／㎝以下、パス間温度２５０℃以下とする。

２５０℃以下とし、４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰの場合は、ＹＧＷ－１８、

ＣＰの場合は、ＹＧＷ－１１、１５で入熱３０　／㎝以下、パス間温度

４９０Ｎ級鋼の項による。ただし、４００Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＲ及びＢ

４０さは突合せる材の厚さの１／４とし、材の厚さが　㎜を超える場合は１０㎜

ムの板厚の範囲に収まること。内ダイアフラムの場合のダイアフラムと梁フ

９．　柱仕口部における梁フランジは、通しダイアフラムの場合は、ダイアフラ

７．　構造耐力上主要な部分の溶接部は、割れ、内部欠陥等の構造耐力上支障の

ある欠陥がないものとする。

ＫＪ

６．　溶接材料と入熱、パス間温度の組合せは、下記鋼材の種類４００Ｎ及び

面形状に不整があってはならない。

る。余盛は応力集中を避けるため滑らかに仕上げ、過大であったりビード表

とする。このときの許容差はＪＡＳＳ６－付則６「鉄骨精度検査基準」によ

５．　完全溶込み溶接の突合せ継手の余盛高さは０㎜以上とし、Ｔ継手の余盛高

ば溶接することができる。

ら５℃においては、溶接部より１００㎜の範囲の母材部分を適切に加熱すれ

４．　気温が－５℃を下回る場合は、溶接を行ってはならない。気温が－５℃か

ることができる。

ドタブを用いる。ただし、工事監理者の承諾があればその他適切な方法を用

３．　開先のある溶接の両端には、健全な溶接の全断面が確保できるようにエン

２．　溶接に使用する材料は母材の材質に適合したものを使用する。

の有資格者が行なう。ＪＩＳ　Ｚ　３８４１又はＪＩＳ　Ｚ　３８０１１．　組立溶接・本溶接とも

μｍＲｙ２．　ブラスト処理

自然発錆１．　

すべり係数０．４５以上確保できる方法は下記の通りとする。

３．　アンカーボルト孔・セパ孔・設備貫通孔等で、径３０㎜以上はガス孔とし

１３

場合は、グラインダーなどにより修正する。

㎜以下の時は、せん断孔としてもよい。但し、切断面にばりなどが生じた

１３２．　せん断切断する場合の鋼材の板厚は、　㎜以下とする。

４．　孔径は下記とする。

てもよい。

２．　ボルト・アンカーボルト・鉄筋貫通孔はドリルあけを原則とするが、板厚

理する場合は、ブラスト前に孔あけ加工する。

１．　高力ボルト用孔の孔あけ加工は、ドリルあけとする。接合面をブラスト処

プ工法又はノンスカラップ工法とし、開先加工形状は特記による。

３．　スカラップは、ｒ１＝３５、ｒ２＝１０㎜程度の複合円とした改良スカラッ

２．　開先加工面は、あらさ２００　　以下、ノッチ深さは２㎜以下とする。μｍＲｙ

１．　開先の加工は、切削加工機又は自動ガス切断機による加工を原則とする。

３．　切断面のたれ、まくれは取り除く。

１㎜以下とする。

１．　鋼材の切断面はいちじるしい切欠きを生じない様にする。ノッチの深さは

※第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が受入れ検査を代

行させるために自ら契約した検査会社をいう。

※第三者検査機関は、ＣＩＷ認定検査会社とする。

※現場溶接部については、原則として第三者による全数検査を行う。

１．　工事監理者が行う検査項目

２．　溶接部検査

３．　防錆塗料は下記の通りとする。（素地ごしらえはＣ種若しくはＢ種とする）

・Ｓ１０Ｔ認定品

・Ｆ１０Ｔ ・Ｍ１６　・Ｍ２０　・Ｍ２２

・Ｍ１６　・Ｍ２０　・Ｍ２２

Ｍ

５．　中間検査（岐阜県告示４８０号）において製作工場が求められる書類（

特記による）

４．　現場建方時に製作工場名表示看板を掲げること。（建設省住指発第３４７号）

１．鉄骨溶接構造の３階以下の建築物。（延べ面積５００㎡以内、

高さ１３ｍ以下かつ軒高１０ｍ以下のもの）

１．鉄骨溶接構造の５階以下の建築物。（延べ面積３０００㎡以

内、高さ２０ｍ以下のもの）

鋼材。

１．鉄骨溶接構造の４００Ｎ及び４９０Ｎ級鋼で板厚　㎜以下の

・　アンカーボルト（国土交通大臣認定既成露出柱脚を除く）

・　中ボルト

・　高力ボルト

２．　ボルト

１．　鋼材の材質

６．　社内検査報告書

４．　鉄骨工事施工状況報告書の内、製作工場に求められる書類

３．　防錆塗料成分証明書

２．　高力ボルト規格証明書

１．　鋼材規格証明書（実物又は裏書きミルシート）

５．　鉄骨工事完了後提出する書類。

３．　溶接工事作業計画書

２．　工場製作要領書

１．　認定工場認定証の写し（指定ゴム印のあるもの）

３．　鉄骨工事着手前に提出する書類。

２．４００Ｎ及び４９０Ｎ級鋼で板厚　㎜以下の鋼材。２５

Ｒグレード

１６２．４００Ｎ級鋼で板厚　㎜以下の鋼材。

Ｊグレード

１．鉄骨溶接構造の４００Ｎ、４９０Ｎ及び５２０Ｎ級鋼で板厚

㎜以下の鋼材。

（対象グレードは○印以上とする）

８．　建設省住宅局建築指導課

２５Ｍグレード

Ｈグレード

１．全ての鉄骨溶接構造。Ｓグレード

注）グレードの適用範囲

７．　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　建築工事共通仕様書

６．　日本建築学会　鋼構造設計基準

５．　日本建築学会　鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査基準・同解説

４．　日本建築学会　高力ボルト接合設計施工指針

３．　日本建築学会　鉄骨精度測定指針

２．　日本建築学会　鉄骨工事技術指針　工場製作編

１．　日本建築学会　建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ６　鉄骨工事

１．　本工事は指示のない限り、下記最新版を適用する。

・　頭付スタッド

ナット（・シングル　・ダブル）

使用箇所（・柱　　　・梁　　）

Ｍ　　　Ｌ＝　　　　㎜

１．　一般事項

ＳＣＳＳ－Ｈ９７　鉄骨構造標準接合部Ｈ形鋼編

２．　材　料

溶接５．

摩擦面の処理４．

開先加工２．

切断１．

３．孔あけ加工

３．　

溶接基準図

仕口の標準

工 作 標 準

なしＪＲＭＨ

ＪＳ ＲＭＨ

グレード

グレード国土交通大臣認定工場

３

２

１

指定工場

岐阜県鐵構工業協同組合工場

２．　製作工場は下記の通りとし工事監理者の承諾した工場とする。

・ＢＣＲ２９５

（ｔ≦４０）

（ｔ≦４０）・鋼板

備　　考

・ＳＴＫＲ４９０

・ＳＴＫ４９０

・冷間成形角形鋼管

・鋼管

・ＳＮ４９０Ｃ

・ＳＮ４９０Ｂ

・鋼板・形鋼

・形鋼 突き合せ溶接を行なう部材

・ＢＣＰ３２５ ・冷間成形角形鋼管

・ＢＣＰ２３５ ・冷間成形角形鋼管

・冷間成形角形鋼管

・ＳＭ４９０ ・鋼板・形鋼

・冷間成形角形鋼管・ＳＴＫＲ４００

・鋼管・ＳＴＫ４００

・形鋼

・鋼板・形鋼

・鋼板・形鋼

・鋼板・形鋼

突き合せ溶接を行なう部材

溶接を伴わない二次部材等

・ＳＳＣ４００

・ＳＮ４００Ｃ

・ＳＮ４００Ｂ

・ＳＮ４００Ａ

・鋼板・形鋼・ＳＳ４００

使用箇所材　　質

板厚方向に突き合せ溶接をされる部材

板厚方向に突き合せ溶接をされる部材

（ＪＩＳ規格品を使用すること）

□　突合せ溶接部

□　隅肉溶接部

□　

検査箇所

部分は２回塗りとする）

（組立後塗装困難となる

現場タッチアップ　１回

１回

塗料種類 塗り回数

（適用事項は□印で示す）

□　現寸検査．　□　組立検査．　□　製品検査．　□　建方検査．

検査

１０

１０

　　　　個

　　　　％

　　　　％

　　　　個

　　　　％

　　　　％

マクロ試験・その他

外観（目視）検査

超音波探傷検査

１００

１００

検査率又は検査数

社内検査 第三者検査
備考検査方法

アンカーボルト

ボルト

高力ボルト

公称軸径　ｄ１ｄ孔径種類

（単位：㎜）

ｄ１＜２７

ｄ１＋５．０

ｄ１＋０．５

ｄ１＋３．０

ｄ１＋２．０

ｄ１≧２７

－

－

ディスクグラインダー等で黒皮などを、スプライスプレートの

全面の範囲について除去した後、自然放置して発生させた赤さ

び状態を確保する。

ショットブラスト等で５０　　以上のあらさを確保する。

４０以下

４０以下

３０以下

４０以下

４０以下

３５０以下

３５０以下

２５０以下

３５０以下

３５０以下

４９０Ｎ級鋼

４００Ｎ級鋼

溶接材料 入熱（ＫＪ／㎝） パス間温度（℃）鋼材の種類

鋼材の種類と溶接材料

ＪＩＳ　Ｚ　３２１１　３２１２

ＹＧＡ－５０Ｗ、５０Ｐ

ＪＩＳ　Ｚ　３２１４

ＹＧＷ－１８、１９

ＹＧＷ－１１、１５

ＪＩＳ　Ｚ　３２１２

ＹＧＡ－５０Ｗ、５０Ｐ

ＪＩＳ　Ｚ　３２１４

ＹＧＷ－１８、１９

ＹＧＷ－１１、１５

（２）　突合せ溶接（平継手　Ｔ形継手）

（１）　すみ肉溶接

１

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：ルート面　Ｓ：サイズ（単位㎜）

両側溶接

（裏はつり後溶接）

片側溶接

（裏はつり後溶接）

（裏はつり後溶接）

Ｓ

５

４

３

２

１

１

●但し片側溶接の場合はＳ＝ｔとする

余盛は（１＋０．１Ｓ）㎜以下とする

●ｔはｔ　、ｔ　の小なる方とする２１

●両側に補強すみ肉溶接を付加する

●両側に補強すみ肉溶接を付加する

●補強すみ肉溶接を付加する

平継手で板厚差がａ＞１０㎜の場合

Ｇ＝０～２

Ｓ

Ｓ

ｔ

１
ｔ

θ＝４５°

Ｒ
≦

２
ｆ

Ｇ＝０～２

ａ
ｔ

θ

２５以上

Ｇ

θ

Ｓ
Ｒ

≦
２

Ｒ
≦

２
ｆ

Ｇ

２５以上

ｔ
ｔ

ｔ

θ＝４５°

Ｓ
Ｒ

≦
２ ｔ

Ｓ
Ｇ＝０～２

θ＝４５°

Ｇ＝０

θ＝６０°

Ｓ

Ｒ
≦

２
Ｓ ３

２
（ｔ－Ｒ）

ｔ
（ｔ－Ｒ）

３

１

ｔ

１

２

２

１

ｔ≦１６

ｔ

Ｓ

９～１０

１２１０７６

８以下 １４～１６１１～１３

ｔ ６＜ｔ

Ｆ・Ｖ溶接姿勢

０．５≦ｆ≦３（ただし、

ｔ≧１５のとき４㎜とする）

４５ ３５

６

６

９

Ｆ・Ｖ

６≦ｔ＜１２

ｔ

溶接姿勢

６ ６ ９

９

９９

９

９

９３５

３５ ３５

３５

。

。

。。

。

。
θ ｔＧθｔＧ

１９≦ｔ

１２≦ｔ＜１９

０．５≦ｆ≦３（ただし、ｔ≧１５のとき４㎜とする）

Ｓ＝ｔ／４

１

ｔ

２．５
１

ｔ１

削り面

ＭＣ ＧＣ，ＮＧＣ

６＜ｔ＜１６

Ｆ・Ｖ

Ｓ＝ｔ／４

Ｆ・Ｖ

１６≦ｔｔ

Ｓ＝ｔ／４

ｔ

溶接姿勢

溶接姿勢

・ＪＩＳ　Ｋ　５６７４　２種

・ＪＡＳＳ　１８　Ｍ－１１１

・ＪＩＳ　Ｋ　５６７４　１種
工場

柱梁接合部 Ｈ型鋼柱 角型鋼管柱

柱通し

内ダイヤフラムＰＬ同厚以上
梁ＦＰＬと

３

３又は

１

３又は

又は ３

３又は

３又は３又は

１

２
５

２
５

２５

２５

ダイアフラム

ダイアフラム

柱仕口ブロック

（鋼管柱と同厚以上）

柱ＦＰＬと同厚以上

柱ＦＰＬと
同厚以上

１

３又は

３

又は

３

又は

３

３

３

３又は

３

４又は

３又は

１

１

１

梁通し

ハンチ梁
２５ ２５

１
０

０
以

上

Ｒ

２５２５
１

３０

Ｒ

設計上必要な長さ以上

梁現場継手位置

内ダイアフラムの場合は梁フラン
ジが柱のＲ部に接しないこと

１
０

０
以

上

≧

≧３

勾配が１／５を超える場合は補強プレート
を入れること。
補強プレートは梁ＷＰＬと同厚以上とする。
Ｒ≧５０

ＦＰＬ折曲げ規定

梁ＦＰＬと同厚以上

同厚以上
梁ＷＰＬと

内ダイヤフラム

継手リストによる

ダイアフラム

又は ３

１

４又は

ダイアフラム

１

１

梁ＦＰＬと
同厚以上

１

厚以上とする。
※内ダイヤフラムは梁ＦＰＬと同
同厚以上とする。
※ダイヤフラムは柱・梁ＦＰＬと

角型鋼管現場継手 注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％行なう

角型鋼管柱継手（現場溶接）

１

□Ａタイプ

３

Ｂ

ｔ

Ｄ

□Ｂタイプ

外内外内

程度５０

貫通孔補強

１．　梁貫通孔の補強材は、国土交通大臣認定又は日本建築センター評定を得た

既製品とする。

２．　施工に先立ち梁貫通孔の検討を行い、工事監理者の承諾を得ること。

３．　梁貫通孔の位置は、原則として柱から梁継手の間は避けること。ただし、

既製品の適用範囲内で使用することができる場合は、その範囲内で可とする。

φ１３　Ｌ＝　１２０㎜

ナット（・シングル　・ダブル）

ナット（・シングル　・ダブル）

Ｍ　　　Ｌ＝　　　　㎜

鉄 骨 構 造 基 準

（ＳＳ４００）　Ｍ１２　Ｌ＝　４００mm

（ABR400）　Ｍ２２　Ｌ＝　５９０mm

--- １６３枚の内　０５９号

増築部分　鉄骨構造標準図



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

施行令第１２９条の２の３の事項
□　　建築設備（昇降設備を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐

食又は腐朽のおそれがないものとすること。

□　　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持

構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造

耐力上主要な部分に、緊結すること。

□　　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、下記によること。

・風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して、安全上支

　障のない構造とすること。

・建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部に配管スリ

　ーブを設ける等有効な管の損傷防止の為の措置を講ずること。

・管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合にお

　いて、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講

　ずること。

・管を支持し、又は固定する場合にもおいては、吊り金物又は防振ゴムを用

　いる等有効な地震その他の振動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

□　　法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、

煙突その他これらに類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風

圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとするこ

と。

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

Ｈ－１７５ｘ　９０ｘ　５　ｘ　８

Ｈ－２００ｘ１００ｘ　５．ｘ　８

Ｈ－２４８ｘ１２４ｘ　５　ｘ　８

Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ　６　ｘ　９

Ｈ－２９８ｘ１４９ｘ　５．ｘ　８

Ｈ－３００ｘ１５０ｘ　６．ｘ　９

Ｈ－３４６ｘ１７４ｘ　６　ｘ　９

Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ　７　ｘ１１

Ｈ－１２５ｘ　６０ｘ　６　ｘ　８

Ｈ－１５０ｘ　７５ｘ　５　ｘ　７

Ｈ－１９８ｘ　９９ｘ　４．ｘ　７

Ｈ－４００ｘ２００ｘ　８　ｘ１３

Ｈ－３９６ｘ１９９ｘ　７　ｘ１１

Ｈ－４４６ｘ１９９ｘ　８　ｘ１２

Ｈ－４５０ｘ２００ｘ　９　ｘ１４

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

１ｘ２

２ｘ１

２ｘ１

２ｘ１

１ｘ２

１ｘ２

６

６

９

６０

－　

－　

－　

９

９

６０

６０

６０

６０

６０

６０

６０

６０

６０

６０

６０

６０

９

９

９３ｘ１

３ｘ１

３ｘ１

３ｘ１

９

４ｘ１

４ｘ１

９

９

５ｘ１

５ｘ１ １２

６ｘ１

６ｘ１

１２

１２

９

Ｍ２０

Ｈ－１００ｘ　５０ｘ　５　ｘ　７

Ｍ１６

Ｍ２０

１８

２２

４０

５０

２８

３４

２２

４０

４０ ６０

６０５０

２４

（１）

５５Ｍ２２ ３８

（２） （３） （２）（３）の標準

４０

４０３０

２６

５５ ６０

（１）　ボルトピッチ（Ｐ），ボルト穴径・最小縁端距離（㎜）

呼び径 孔　径
最小縁端距離（ｅ） ピッチ（Ｐ）

最小 標準

（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

〔注〕

ＴＹＰＥ１ ＴＹＰＥ２

〃

ボルトは横打ち

〃

ＴＹＰＥ１

継手基準図

符　号 タイプ 部　材 ボルト径
ボルト

ｍｗｘｎｗ

ピッチ

ｐｃ
ＧＰＬ厚 備考

ウェブ添板

ＷＰＬ厚

（㎜）※ＧＰＬ裏側には、リブＰＬ（ＧＰＬと同厚）を取り付ける。

Ｈ－１００～１５０の場合

リブＰＬ ＧＰＬ

１

リブＰＬ

ＧＰＬ

１

リブＰＬ

１

ＷＰＬ（ダブル）

１０ １０４０４０

ｅ
ｐ

ｃ
ｐ

ｃ
ｐ

ｃ
ｅ

１０ ６０
４０ ４０

１０

ｅ
ｅ

４０ １０ ４０
４０

ｐ
ｃ

ｅ
ｐ

ｃ
ｐ

ｃ
ｅ

５

５

５

５

（３）　梁継手リスト （ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

ｍ
ｆ

ｎｆ
ｅ

ｐ ｅｅ
１０

ｐ
ｅ

ｍ
ｗ

ｎｗ

ｅ
ｐ

ｃ
ｐ

ｃ
ｐ

ｃ
ｅ

Ｂ

ｅ ｐ ｐ ｐ ｐ ｅｅ
１０

ｅ
４５〃

ｅ
４５１０

ｅ
４５〃４５

ｅ

ｅ
１

ｅ

ｍ
ｆ

ｎｆ

Ｂ
＝

３
０

０

ｇ ２
ｇ

２
ｇ

ｅ

ｇ１

２ｘ２Ｍ１６ ６０１６ｘ２９０ －　　 ２ｘ１ ６ｘ１４０ｘ１７０－　

３００

３５０

４００

１２５

１５０

１７５

２００

２５０

１００

７５

９０

１０５

１２０

１５０

１５０

１４０

１４０

４０

７０

９０ ４００

３５０

３００

２５０

２００

１７５

１５０

１２５

１００

－　

－　

６０

７０

８０

１００

１１０

１４０

１７０

フランジ幅 高力ボルト使用区分 フランジゲージ フランジ添板幅 ウェブ

Ｂ 添板Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ ｇ１ ｇ２ 内側外側

フランジ

ボルト列

（㎜）梁継手　ディティールの共通事項

シングル

〃

〃

〃

〃

〃

チドリ

ダブル

〃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

梁継手リスト

ＳＮ４００級

符　号 部　材 ボルト ゲージ

ｇ 厚ｘ長さ

外添板 内添板

厚ｘ幅

ボルト

フランジ ウェブ

添板寸法

厚ｘ幅ｘ長さ

（㎜）

２１ｎｆｘｍｆ ｇ

ボルト径

ｍｗｘｎｗ

ピッチ

ｐｃ

最
小

６
０

程
度

４
０

５ ５６

５６

Ｈ－２００ｘ１００ｘ　５．ｘ　８　

－　 －　　Ｍ１６ ３ｘ２ ７５ １２ｘ４１０ ２ｘ２ ９０ ６ｘ１７０ｘ２９０Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ　６　ｘ　９

－　２ｘ２ ９ｘ２９０９０ ９ｘ　６０ ６ｘ２００ｘ１７０Ｈ－３００ｘ１５０ｘ　６．ｘ　９５

－　Ｍ２０ ２ｘ２ ９ｘ２９０９０ ９ｘ　６０ ２ｘ１ １２０ ６ｘ２００ｘ１７０Ｈ－３００ｘ１５０ｘ　６．ｘ　９５

Ｍ１６ ３ｘ１ ６０

１０５ －　 ９ｘ　７０ ６ｘ２６０ｘ１７０Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ　７　ｘ１１

Ｍ２０ ３ｘ１２ｘ２ １０５ －　 ９ｘ２９０ ９ｘ　７０ ９０ ６ｘ２６０ｘ１７０Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ　７　ｘ１１

Ｍ１６ ３ｘ２ ９ｘ４１０ ４ｘ１ ６０

３ｘ２ １２０ －　 ９ｘ４１０ ９ｘ　８０ ９ｘ２６０ｘ１７０Ｈ－４００ｘ２００ｘ　８　ｘ１３

Ｍ２０ ３ｘ２ １２０ －　 ９ｘ４１０ ９ｘ　８０ ４ｘ１ ６０ ９ｘ２６０ｘ１７０Ｈ－４００ｘ２００ｘ　８　ｘ１３

Ｍ２２ ３ｘ１ ９０

－　 ６０Ｍ２０ ３ｘ２ １２０ １２ｘ４１０ １２ｘ　８０ ５ｘ１ ９ｘ３２０ｘ１７０Ｈ－４５０ｘ２００ｘ　９　ｘ１４

－　３ｘ２ １２０ １２ｘ４１０ １２ｘ　８０Ｈ－４５０ｘ２００ｘ　９　ｘ１４ Ｍ２２ ４ｘ１ ６０ １２ｘ２６０ｘ１７０

－　 ６０Ｍ２０ ３ｘ２ １２０ １２ｘ４１０ １２ｘ　８０ ５ｘ１ ９ｘ３２０ｘ１７０Ｈ－５００ｘ２００ｘ１０　ｘ１６

－　３ｘ２ １２０ １２ｘ４１０ １２ｘ　８０Ｈ－５００ｘ２００ｘ１０　ｘ１６ Ｍ２２ ４ｘ１ ９０ ９ｘ３５０ｘ１７０

Ｍ２２ ３ｘ２ １２０ －　 １２ｘ４１０ １２ｘ　８０ ７ｘ１ ６０ ９ｘ４４０ｘ１７０

６０Ｍ１６ ２ｘ２ ６０ －　 １６ｘ２９０ －　　 １ｘ２

２ｘ２ ９０ －　 ９ｘ　６０ ２ｘ１ ６０９ｘ２９０

６ｘ　８０ｘ２９０

６ｘ１４０ｘ２３０

Ｈ－６００ｘ２００ｘ１１　ｘ１７

Ｈ－１４８ｘ１００ｘ　６　ｘ　９

Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ　６　ｘ　９

－　１０５ ９ｘ　７０Ｈ－２４４ｘ１７５ｘ　７　ｘ１１

Ｍ２０ ２ｘ２ ９０ －　 ９ｘ　６０ ２ｘ１ ６０９ｘ２９０ ６ｘ１４０ｘ２３０Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ　６　ｘ　９

Ｍ１６

Ｍ２０ ２ｘ２ －　 ２ｘ１ ６０１０５ ９ｘ　７０９ｘ２９０ ９ｘ１４０ｘ１７０Ｈ－２４４ｘ１７５ｘ　７　ｘ１１

Ｍ１６ ３ｘ２ ９ｘ４１０ ２ｘ２ ９０ ６ｘ１７０ｘ２９０

３ｘ２ １２０ －　 １２ｘ４１０ １２ｘ　８０Ｈ－６００ｘ２００ｘ１１　ｘ１７ Ｍ２０ ４ｘ２ １２０ ９ｘ４４０ｘ２９０

－　３ｘ２ １２０ ９ｘ４１０ ９ｘ　８０

Ｍ２０ －　 ６０４ｘ２ １５０ １２ｘ５３０ １２ｘ１００ ３ｘ２ ９ｘ２００ｘ２９０

Ｈ－２９４ｘ２００ｘ　８　ｘ１２

Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ　９　ｘ１４

Ｍ２０ －　 ６０３ｘ２ １２０ ９ｘ４１０ ９ｘ　８０ ３ｘ１ ９ｘ２００ｘ１７０Ｈ－２９４ｘ２００ｘ　８　ｘ１２

Ｍ２２ ２ｘ１ １２０ ６ｘ２００ｘ１７０

－　 ６０１５０ １２ｘ１００ ９ｘ２００ｘ２９０Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ　９　ｘ１４ Ｍ２２ ３ｘ２ １２ｘ４１０ ３ｘ１

１５０ ４０ １２ｘ１１０ ９ｘ２６０ｘ１７０Ｈ－３９０ｘ３００ｘ１０　ｘ１６

Ｍ２０ ６０４ｘ２ １５０ ４０ １２ｘ４４０ １２ｘ１１０ ４ｘ１ ９ｘ２６０ｘ１７０Ｈ－３９０ｘ３００ｘ１０　ｘ１６

Ｍ２２ ３ｘ２ １２ｘ３５０ ３ｘ１ ９０

６０４ｘ２ １５０ ４０ １２ｘ４４０ １２ｘ１１０ ５ｘ１ ９ｘ３２０ｘ１７０Ｈ－４４０ｘ３００ｘ１１　ｘ１８

Ｍ２０ ６０４ｘ２ １５０ ４０ １２ｘ４４０ １２ｘ１１０ ５ｘ１ ９ｘ３２０ｘ１７０Ｈ－４４０ｘ３００ｘ１１　ｘ１８

Ｍ２２

４ｘ２ １５０ ４０ １２ｘ４４０ １２ｘ１１０Ｈ－４８８ｘ３００ｘ１１　ｘ１８

１５０Ｍ２２ ７ｘ１４ｘ２ ４０ １２ｘ４４０ １６ｘ１１０ ６０ ９ｘ４４０ｘ１７０Ｈ－５８８ｘ３００ｘ１２　ｘ２０

１５０ ４０ １６ｘ１１０Ｈ－５８８ｘ３００ｘ１２　ｘ２０ Ｍ２０ ５ｘ２ １２ｘ５３０ ４ｘ２ １２０ ９ｘ４４０ｘ２９０

Ｍ２０ ６ｘ２ １５０ ４０ １９ｘ６２０ １９ｘ１１０ ９ｘ１ ６０ ９ｘ５６０ｘ１７０Ｈ－７００ｘ３００ｘ１３　ｘ２４

Ｍ２０ ４ｘ２ １５０ ４０ １２ｘ４４０ １２ｘ１１０ ４ｘ２ ９０ １２ｘ３５０ｘ２９０Ｈ－４８８ｘ３００ｘ１１　ｘ１８

Ｍ２２ ５ｘ１ ６０ １２ｘ３２０ｘ１７０

１５０ ４０Ｍ２０ ６ｘ２ １９ｘ６２０ ７ｘ２ ９０ １２ｘ６２０ｘ２９０１９ｘ１１０Ｈ－８００ｘ３００ｘ１４　ｘ２６

１５０ ４０ １９ｘ１１０ ９ｘ１ ６０ ９ｘ５６０ｘ１７０Ｈ－７００ｘ３００ｘ１３　ｘ２４ Ｍ２２ ５ｘ２ １９ｘ５３０

１５０ ４０Ｍ２０ ６ｘ２ ９０１９ｘ１１０Ｈ－８９０ｘ２９９ｘ１５　ｘ２３ １６ｘ６２０ ８ｘ２ １２ｘ７１０ｘ２９０

１５０ ４０ １９ｘ１１０Ｈ－８００ｘ３００ｘ１４　ｘ２６ Ｍ２２ ５ｘ２ １９ｘ５３０ １０ｘ１ ６０ １２ｘ６２０ｘ１７０

１５０ ４０Ｍ２０ ９０８ｘ２ １２ｘ７１０ｘ２９０Ｈ－９００ｘ３００ｘ１６　ｘ２８ ７ｘ２ １９ｘ７１０ ２２ｘ１１０

１５０ ４０ １９ｘ１１０Ｈ－８９０ｘ２９９ｘ１５　ｘ２３ Ｍ２２ ５ｘ２ １６ｘ５３０ １２ｘ１ ６０ １２ｘ７４０ｘ１７０

１５０ ４０Ｍ２０Ｈ－９１２ｘ３０２ｘ１８　ｘ３４ ８ｘ２ ２５ｘ８００ ２５ｘ１１０ １１ｘ２ ６０ １６ｘ６８０ｘ２９０

１５０ ４０Ｈ－９００ｘ３００ｘ１６　ｘ２８ ２２ｘ１１０Ｍ２２ ６ｘ２ １９ｘ６２０ １２ｘ１ ６０ １２ｘ７４０ｘ１７０

１５０ ４０Ｍ２０ １１ｘ２ ６０ １６ｘ６８０ｘ２９０Ｈ－９１８ｘ３０３ｘ１９　ｘ３７ ９ｘ２ ２５ｘ８９０ ２８ｘ１１０

１５０ ４０Ｈ－９１２ｘ３０２ｘ１８　ｘ３４ ２５ｘ１１０ ６０Ｍ２２ ７ｘ２ ２５ｘ７１０ １０ｘ２ １６ｘ６２０ｘ２９０

Ｈ－１００ｘ１００ｘ　６　ｘ　８ Ｍ１６ ２ｘ２ ５６ －　 －　　１６ｘ２９０ １ｘ２ ６０ ９ｘ　５０ｘ３５０

１５０ ４０ ６０Ｈ－９１８ｘ３０３ｘ１９　ｘ３７ ２８ｘ１１０Ｍ２２ ７ｘ２ ２５ｘ７１０ １０ｘ２ １６ｘ６２０ｘ２９０

（２）　ピン接合梁継手リスト（剛接合の場合は設計図書による）

１０
５０

ＧＰＬ

H-175x175x7.5x11の場合e=30mmとする

H-100x100x6x8

H-100x50x5x7

の場合はｅ=30mmとする

９

Ｍ２０ ６０

６０

６０

６０

１２Ｍ２０

Ｈ－４９６ｘ１９９ｘ　９　ｘ１４

Ｈ－５００ｘ２００ｘ１０　ｘ１６

Ｈ－５９６ｘ１９９ｘ１０　ｘ１５

Ｈ－６００ｘ２００ｘ１１　ｘ１７

Ｍ２２

Ｍ２２

７ｘ１

７ｘ１

８ｘ１

８ｘ１

１２

１６

１６
Ｍ１６ １ｘ２ －　 ９Ｈ－１４８ｘ１００ｘ　６　ｘ　９

Ｍ２０ ２ｘ１ ９６０Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ　６　ｘ　９

Ｈ－２９４ｘ２００ｘ　８　ｘ１２ Ｍ２０ １２

Ｈ－２４４ｘ１７５ｘ　７　ｘ１１ Ｍ２０ １２６０

６０

２ｘ１

３ｘ１
Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ　９　ｘ１４ Ｍ２０ ６０ １２４ｘ１

ボルトは横打ち

Ｈ－３９０ｘ３００ｘ１０　ｘ１６

Ｈ－４４０ｘ３００ｘ１１　ｘ１８

Ｈ－４８２ｘ３００ｘ１１　ｘ１５

Ｈ－４８８ｘ３００ｘ１１　ｘ１８

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

６０

６０

６０

６０

１２５ｘ１

５ｘ２

６ｘ２

６ｘ２

１６

１６

１６

６０８ｘ１

６０Ｈ－５８８ｘ３００ｘ１２　ｘ２０ ８ｘ１

Ｈ－５８２ｘ３００ｘ１２　ｘ１７ Ｍ２２

Ｍ２２

６０８ｘ１Ｍ２２Ｈ－５９４ｘ３０２ｘ１４　ｘ２３

１６

１６

１９

６０

６０

５ｘ２

６ｘ２

Ｈ－６９２ｘ３００ｘ１３　ｘ２０

Ｈ－７００ｘ３００ｘ１３　ｘ２４

Ｍ２２

Ｍ２２

１９

１９

６０ １２１ｘ２Ｍ１６Ｈ－１００ｘ１００ｘ　６　ｘ　８ ボルトは横打ち

６０ １２１ｘ２Ｈ－１２５ｘ１２５ｘ　６．ｘ　９ Ｍ１６ ボルトは横打ち５

Ｍ２０ ６０Ｈ－１５０ｘ１５０ｘ　７　ｘ１０ １ｘ２ ボルトは横打ち

Ｍ２０ ６０ １２２ｘ１Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ　７．ｘ１１５

１６

Ｍ２０ ６０ １２

Ｍ２０ ６０

Ｈ－２００ｘ２００ｘ　８　ｘ１２

Ｈ－２５０ｘ２５０ｘ　９　ｘ１４

２ｘ２

２ｘ２ １９

Ｍ２０ ６０ １９Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０　ｘ１５ ３ｘ２

Ｍ１６ ６０

６０Ｍ１２

Ｍ１６ ２ｘ１ ６０

４．ｘ２１ｘ２

６－２００ｘ　５０ｘ　４. ２ｘ１

６－１５０ｘ　５０ｘ　４．

ボルトは横打ち

５

５

２ ５

６０ ボルトは横打ち

□－１００ｘ１００ｘ　３.

Ｈ－３９０ｘ３００ｘ１０　ｘ１６

Ｈ－２９４ｘ２００ｘ　８　ｘ１２

Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ　９　ｘ１４

Ｈ－４４０ｘ３００ｘ１１　ｘ１８

Ｈ－４８２ｘ３００ｘ１１　ｘ１５

Ｈ－４８８ｘ３００ｘ１１　ｘ１８

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

３ｘ１

５ｘ１

６０

６０

６０

６０

６０

６０

４ｘ１

６ｘ１

６ｘ１

１２

１２

１２

１２

９

９

Ｈ－４５０ｘ２００ｘ　９　ｘ１４

Ｈ－６００ｘ２００ｘ１１　ｘ１７ Ｍ２２ ６０ １２

Ｈ－５００ｘ２００ｘ１０　ｘ１６ Ｍ２０ ６０ １２

Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ　７　ｘ１１

Ｈ－４００ｘ２００ｘ　８　ｘ１３

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

６０

６０

６０

４ｘ１ ９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

６ＴＹＰＥ２

６０ １２ ９Ｈ－５８８ｘ３００ｘ１２　ｘ２０ ８ｘ１

５ｘ１

６ｘ１

７ｘ１

８ｘ１

６

６

Ｍ２２

５ｘ１

Ｍ１２ Ｍ１４ Ｍ１６ Ｍ１８ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ３０ Ｍ３３
１０．８１

１００
１３
３５
２２

４７
４０

６０
４２
５４

４．

４．

６

６０
４２
５４

６

１２．６５
１２．４６

１１５
１７
４０
２８

６
２５

６
５２
５０

１－Ｍ１６

１４．６５
１４．４６

１２５
１７
４５
２８

６
２５

６
５９
５５

１－Ｍ１６
８０
５６
７２

８

１６．３３
１６．１１

１４０
２１．
５０
３４

９
３２．

９
６６
６０

１－Ｍ２０
８０
５６
７２

８

１８．３３
１８．１１

１５０
２１．
５０
３４

９
３２．

９
６６
７５

１－Ｍ２０
８０
５６
７２

８

２０．３３
２０．１１

１６５
２３．
５５
３８

９
３７．

９
７３
８５

１－Ｍ２２
８０
５６
７２

８

２１．９９
２１．７７

１７５
２１．
５０
３８

９
３７．

９
７０
８５

２－Ｍ２０

７０
９０
１０

１００

２４．９９
２４．７７

２００
２１．
５０
４５

９

９
４５

７２
９０

２－Ｍ２０
１００

７０
９０
１０

２７．６７
２７．４２

２００
２３．
５５
４５
１２

１２
４５

８３
９５

２－Ｍ２２
１０３

７２
９２
１０

３０．６７
３０．４２

２２５
２３．
５５
５０
１２

１２
５０

９０
１１０

２－Ｍ２２
１２７

８４
１０４

１０
６ ６ ９ ９ ９ ９ １２ １２ １２ １２

１０．６４

１９

１－Ｍ１２

５ ５ ５ ５ ５ ５ ５

５５５５

５

５

（３）　取付ボルトの種類は ２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）ＪＩＳ　Ｂ　１１８６ または ＪＩＳ　Ｂ　１１８０中８ｇ１０．９

注（１）　ｅ１，ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい。

（２）　羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする。

（４）　溶接長のＴＹＰＥは下記に準じる。

注（２）

注（４）

板厚

板厚

軸径（ｄ１）
最大

最小

調整ねじの長さ

取付ボルト穴径許容差

はしあき（最小）

切り板製

平板製

溶接長さ（最小）

取り付けボルト本数

溶接長（　）

サイズ

ガセットプレート板厚

ＴＹＰＥ１

ＴＹＰＥ２

ＴＹＰＥ３

ボルト端から取付ボルト穴心のあき（最小）

へりあき（最小）

へりあき（最小）

ねじの呼び　（ｄ）

注（１）

注（１）

＋０，－０．５㎜

ｅ１

ｅ２

ｅ２

ｅ３

注（２）

Ｒ

ｔ

ｔ

ＳＳ

ｂ

Ｓ

（ＪＩＳ規格品とする・・・・・・・・ＪＩＳ　Ａ　５５４０～５５４２）

Ｍ２４～Ｍ３３のとき

羽子板ボルト

Ｍ１２～Ｍ２２のとき

丸鋼ブレース

（
ｄ

）

ｄ
１

ＳＳ
ｅ３

ｂ

ｅ１

ｔ
ｅ

２

Ｒ

（
ｄ

）

ＳＳ

ｄ
１ Ｒ

ｅ３

ｐ

ｅ１

ｅ
２

ｔ

ｂ
（㎜）

６０Ｍ２０ ３ｘ２ １２０ －　 ９ｘ４１０ ９ｘ　８０ ４ｘ１ ９ｘ２６０ｘ１７０Ｈ－３９６ｘ１９９ｘ　７　ｘ１１

－　 ６０Ｍ２０ ３ｘ２ １２０ １２ｘ４１０ １２ｘ　８０ ５ｘ１ ９ｘ３２０ｘ１７０Ｈ－４４６ｘ１９９ｘ　８　ｘ１２

－　 ６０Ｍ２０ ３ｘ２ １２０ １２ｘ４１０ １２ｘ　８０ ５ｘ１ ９ｘ３２０ｘ１７０Ｈ－４９６ｘ１９９ｘ　９　ｘ１４

－　３ｘ２ １２０ １２ｘ４１０ １２ｘ　８０Ｍ２２ ７ｘ１ ６０ ９ｘ４４０ｘ１７０Ｈ－５９６ｘ１９９ｘ１０　ｘ１５

２ｘ２ ６０Ｍ１６ ６０１６ｘ２９０ ２ｘ１ ６ｘ１４０ｘ１７０－　 －　　５Ｈ－１９８ｘ　９９ｘ　５．ｘ　８　

－　Ｍ２０ ２ｘ２ ９ｘ２９０９０ ９ｘ　６０ ２ｘ１ １２０ ６ｘ２００ｘ１７０Ｈ－２９８ｘ１４９ｘ　５．ｘ　８５

－　Ｍ２０ ２ｘ２ １０５ ９ｘ２９０ ９ｘ　７０ ３ｘ１ ９０ ６ｘ２６０ｘ１７０Ｈ－３４６ｘ１７４ｘ　６　ｘ　９

－　Ｍ１６ －　　３ｘ２ ７５ １２ｘ４１０ ２ｘ２ ９０ ６ｘ１７０ｘ２９０Ｈ－２４８ｘ１２４ｘ　５　ｘ　８　

符　号 部　材 ボルト ゲージ

ｇ 厚ｘ長さ

外添板 内添板

厚ｘ幅

ボルト

フランジ ウェブ

添板寸法

厚ｘ幅ｘ長さ

（㎜）

２１ｎｆｘｍｆ ｇ

ボルト径

ｍｗｘｎｗ

ピッチ

ｐｃ

ＳＳ４００級

B20

ＳＮ４００級、ＳＳ４００

□－１５０ｘ１５０ｘ　６ Ｍ１６ ２ｘ２ ６ｘ２

B25

G25

EV吊りﾋﾞｰﾑ

B14

G35

--- １６３枚の内　０６０号

増築部分　鉄骨継手基準図



高　　　山　　　市

設　計

縮　尺

図　名

工事名

設　計

年月日

番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

*1 JIS G3352

ｽｰﾊｰE

ｃ）開口の大きさが幅(w)600mm、奥行き(L)900mm程度を越える場合は、小梁を設けて補強する。尚、この場合連続

支持条件などの通則的耐火指定による条件に留意する。（W はデッキ幅方向を、L はデッキスパン方向を示すものとする。）

ロ）開口部がデッキプレートのウェブにかかる場合は、プレートあるいは山形鋼による補強を行う。

（図５）

（図３）

ａ）φ150mm程度

SEﾒﾝﾄﾞ

ＥＺ５０

SEｸﾛｰｻﾞｰSEﾊﾝｶﾞｰ

SEｽﾍﾟｰｻｰ

SEF

幅調整板

75

600

600

50

EZ50

1.   設　　　　計

デッキプレート形状・寸法 システム部品

2.  耐　火　設　計

3.   施　　　　工

コンクリ－ト打設

溶接金網又は異形鉄筋

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

養　生

開口部補強

敷込み・仮止め

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

デッキプレートと梁との接合

割付け計画

4-2.   標準納まり:S造（鉄骨造）の場合

4-3. 標準納まり:ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合

横筋

溶接金網

<溶接金網>

異形鉄筋 D10@200以下

スーパーＥデッキ

<異形鉄筋>

重ね代45d以上

<デッキプレートスパン方向>

場合の納まり

<デッキプレート幅方向>

5.    開  口  部  補  強　(例)

１．開口が独立している場合 ２．開口が連続している場合 ｂ）開口群

6.  　ひび割れ拡大防止のための留意点(参考)

4-1.   溶接金網又は異形鉄筋の納り(共通)

<FP120FL-9114又はFP060FL-9102（単純支持）耐火補強筋タイプ>

<FP120FL-9108又はFP060FL-9096(連続支持)>

<式１>

<式２>

※注意

○
ｂ）□300程度

175 125

180 120

125 175

115 185

-

-○

-○

-○

-○

-○

○○

-○

○○

-○

-○

-○

-○

-○

-○

○○

-○

○○

-○

デッキプレート幅方向 デッキプレートスパン方向　溶接ピッチ（P）

　 耐火構造仕様(詳細は下記の通り)

タイプ

特記は括弧内に記す。

□

□

□

□

□

□

□ □
□

□

□□

□

同様の補強とする。

A

デッキプレート

種 類

デッキプレート端部仕様

異形鉄筋

□

コンクリート

梁との接合形式

FP120FL 連続支持

単純支持FP120FL

連続支持FP060FL

FP060FL 単純支持

認定番号耐火区分
使用条件

支持条件

断面仕様 はり構造

　 耐火要求なし

認定条件

品名 S造
厚さ(mm)

EZ502.7 以下

3.4 以下

3.6 以下

＜式１＞

＜式2＞

2.7 以下

3.4 以下

3.0 以下

3.4 以下

3.6 以下

2.7 以下

3.4 以下 <式2>

<式１> EZ50

EZ75

EZ75

4.4

＜式2＞

＜式１＞ EZ50

EZ75

EZ50＜式１＞

＜式2＞

5.4

EZ75

100Ｘ100

D10-

150Ｘ150

150Ｘ150

100Ｘ100

　 床２時間

　 床１時間

(m)

許容ｽﾊﾟﾝ

(kN/m )

許容荷重

200Ｘ200

φ6-

または

D10-

コンクリート

200Ｘ200

φ6-

200Ｘ200

D10-

または

φ6-

200Ｘ200

D10-

または

200Ｘ200

φ6-

D10-

または

または
D10-

100Ｘ100

200Ｘ200

φ6-

-9108

-9114

-9096

-9102

普通コンクリート

溶接金網又は

異形鉄筋

スーパーＥデッキ

梁にのみ込み:30mm

耐火補強筋 D13

梁へ定着:150mm以上150mm以上

30mm

RC梁

又はSRC梁

小口ふさぎ
釘打

デッキ

プレート

梁型枠
30
mm

エンクロデッキの30mm

普通コンクリート

耐火補強筋

スーパーＥデッキ

10mm以上

RC梁 又は SRC梁

30

40

mm

mm

溶接金網又は異形鉄筋

c）□600Ｘ900程度

ａ）φ150mm程度

□600Ｘ900程度の開口部と

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

（Ｂ）施工上の留意点

１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。

・大梁上の補強（例） デッキプレート

ひび割れ

400mm以上

400mm以上

例)補強筋 D10@200

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い

充分な養生期間を設ける。

デッキ山部

大梁

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイ

工法・工程・割付け計画をたてる。（図１）

ヤで傷つけないようにする。
（ｂ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。

（接合部で幅調整をしてはならない。）

（図２）

（f）焼抜き栓溶接（SPW）の溶接条件及び溶接機器仕様

項目 溶接方法

JIS Z 3801基本級以上又は

JIS Z 3841基本級以上
溶接作業者資格

溶接棒及び溶接材料 低水素系溶接棒φ4mm

交流アーク溶接機AW250A以上

又はエンジン溶接機230A以上
溶　接　機

デッキ板厚（mm）

溶接　電流（A）

溶接　電圧（V）

溶接径（mm）

接

件

条

準

溶

標

アークタイム（sec）

梁フランジ板厚（mm）

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。
（図４）

（図４）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

（g）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

（単位：Ｎ）

SPW

（h）発射打込みびょう１箇所当り短期せん断耐力

デッキ板厚

打込みびょう

（単位：Ｎ）

デッキ板厚

EZ50

ｽｰﾊﾟｰE

※Ｓ造の場合、耐火認定上のスパンは梁芯間距離とする。

（図１）コンクリート打設時支持スパンのとり方

又（　）内寸法はφ6-100x100を示す

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

スーパーＥデッキ

寸法はφ6-150x150を示す

梁耐火被覆50mm
以上

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きスタッド

壁

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

Ｅデッキ
スーパー

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きスタッド

壁
コンクリート

スーパー
Ｅデッキ

梁耐火被覆

又は頭付きスタッド

壁

コンクリート

溶接金網又は

異形鉄筋

小口ふさぎ

スーパー
Ｅデッキ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

溶接金網又は異形鉄筋

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

スーパー
Ｅデッキ

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

スーパー
Ｅデッキ

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

50mm以上

コンクリート
小口ふさぎ

溶接金網又

は異形鉄筋

スーパー
Ｅデッキ

梁耐火被覆50mm以上

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

コンクリート

溶接金網又は

異形鉄筋

スーパー
Ｅデッキ

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

幅調整板

コンクリート

溶接金網又は
異形鉄筋

スーパー
Ｅデッキ

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

200mm以下

梁耐火被覆

小口ふさぎ

デッキ受材

コンクリート

溶接金網又は

FB65x6等

梁耐火被覆

現場切断

（幅調整板）

ａ－ａ断面図ﾃﾞｯｷ受材

ｺﾝｸﾘｰﾄ

（デッキ）
現場切断

柱

異形鉄筋

梁耐火被覆

デッキ

異形鉄筋

Ｅデッキ
スーパー

Ｅデッキ
スーパー

コンクリート

溶接金網又は

異形鉄筋

溶接金網又は

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

ａ

又は頭付きスタッド

柱止りデッキ

デッキ受材

ａ

柱
梁

切欠き

デッキ受材

FB65x6等

ＦＢ６５ｘ6等

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

溶接金網又は異形鉄筋

スーパーＥデッキ

※スペーサー：

梁耐火被覆

耐火補強筋

50mm以上D13

又は頭付きスタッド

150mm以上

耐火補強筋

D13 50mm以上

壁
又は頭付きスタッド

150mm以上

耐火補強筋：D13

（デッキ各溝）

40

30

コンクリート

ピッチ1.0m以下

mm

mm

梁耐火被覆

※配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事

開口（Ｗ）

イ）開口間の内法寸法≧３ｘ開口径

L≦

900mm

仮想開口

ロ）開口間の内法寸法≦３ｘ開口径

□

□

異形鉄筋 (JIS G3112,3117)

溶接金網または

軽量85以上

普通90以上

軽量85以上

普通95以上

軽量90以上

普通95以上

軽量85以上

普通90以上

軽量85以上

普通80以上

軽量80以上

普通80以上

軽量80以上

普通90以上

普通80以上

軽量80以上

普通80以上

軽量80以上

普通95以上

ひび割れ

拡大防止筋

RC造

SRC造

　（注）式中の「Ｗ」は許容荷重(kN/m

また，Ｗが9.8を超える場合は9.8とする。

合成デッキ

スパン

異形鉄筋

溶接金網又は

（普通・軽量）

ｺﾝｸﾘｰﾄ
鉄骨梁

必要に応じて行う。

スパン

50

鉄骨梁

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

30

鉄骨梁
50

＊梁の耐火被覆は、

※ 左右のスパン比は原則均等とするが、最大3：2までとする。

50

150 150

30

スパン

（鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ梁）

30＊梁の耐火被覆は、
  必要に応じて行う。

30

40

鉄骨梁 50
（普通・軽量）

ｺﾝｸﾘｰﾄ ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ
合成デッキ

異形鉄筋

溶接金網又は

D13

150

鉄骨梁
スパン 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ梁

（普通・軽量）

コンクリート

異形鉄筋D13

150

30

40

（図２）

(特記)[　　　　]mm、下式による。

P　＝　MIN　（　600　,　P1　）

P１　＝　ｑ　／　Qm　Ｘ　1000

ｑ：１箇所当りの短期せん断耐力

Qm：１ｍ当りの設計水平せん断力

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（5.開口部補強を参照。）

SEｽﾍﾟｰｻｰ等

溶接金網又は異形鉄筋
（図５）

30

重ね代　150mmまたは1メッシュ＋50mm
のうち大きい値以上

50mm以上

（図６）

13（デッキ各溝）

合成スラブの開口部補強 ★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。

注：合成スラブの補強として、

開口補強（ｃ；D10）は行う。

（イ，ロ共通）

（Ａ）設計上の留意点

１．小梁の剛性を大きくする。

デッキ合成スラブ

設計･施工標準仕様書

であるので，別途施工時の許容スパンを確認すること。

ただし，耐火補強筋（*6 参照）を用いる場合は端部補強筋は不要。

設計基準強度 (N/mm )

デッキ山上厚さ (mm)

溶接金網 (JIS G3551)

品名

板厚および表面処理

種類
2

スーパーＥデッキ用システム部品

　 焼抜き栓溶接

　 びょう打ち

　 頭付きｽﾀｯﾄﾞ

□

□

W = 5.4Ｘ(2.7/L)

W = 5.4Ｘ(3.4/L)

2

2

2
)，「Ｌ」は支持長さ（ｍ）を表す。

1.2mm 1.6mm

11,0257,350

4,000

1.2mm 1.6mm

5,300

18 以上

8～12

6 以上

190～230

1.2～1.6

（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる（図６）

（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

（ｂ）単位水量の少ない、スランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

30mm 30mm

(2)建物外周部デッキスパン方向(1)建物外周部デッキスパン方向 (3)建物外周部デッキ幅方向

(8)デッキスパン方向梁継手部 (9)デッキ幅方向梁継手部

(4)デッキスパン方向（建物内部の大梁，小梁上）

(6)デッキ幅方向デッキ振り分け(5)デッキ幅方向デッキ連続 (7)柱廻り

(10)耐火補強筋の納まり（FP120FL-9114,FP060FL-9102）

による

２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図)

３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

２．溶接金網は、所定の位置に配する。

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設ける、ロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（D10以上）を施す。

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

（Ａ）箱抜きの場合

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

ａ；D16（上・下端）

ａ；D22（上・下端）

ａ；W,L≦300の場合はD16

それ以外はD22
ｂ；D13(上端)、ｃ；D10(上端)

開口群を独立した一つの開口と見なし、

ｂ；D13（上端）

ｂ；D13（上端）

ｃ；D10（上端）

ｃ；D10（上端）

合成スラブの設計・施工は（社）日本鉄鋼連盟編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準-2004」

(社)日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」、（社）日本建築学会編「建築工事標準仕

様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」、合成スラブ工業

会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」、日鐵住金建材デッキ

プレ－トカタログ及び設計・施工便覧による。

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるように、デッキプレート山部が梁上にこないように納める。

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図３の要領で行う。

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー：日本ヒルティ（株）,日本パワーファスニング（株）

（ｄ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

（ｂ）頭付きスタッドの施工は ＪＡＳＳ６ による。

（ｅ）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

・定着長さ；開口端より40D以上

・かぶり　；30mm以上

・記号　ａ；耐力補強筋（上下端共）

　　　　ｂ；開口補強（配力筋）、D13以上

　　　　ｃ；開口補強、D10以上

　　　　ｄ；耐火補強筋、D13以上

　　・耐火補強筋　ｄ；

ｄ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような場合は適用外とする。

ａ；D13（上・下端）

ｂ；D13（上端）、ｃ；D10（上端）

ｃ；D10（上端）

耐火補強筋 耐火補強筋 溶接金網又は

8

9

7

6

5

1

2

3

4

スパン

≧40D

ａ

ｃ
ｂ

Ｌ

ｂ

W

ｃ

ａ

≧40D

≧40D

ａ

ｃ ｃｃ ｃ

ａ

b

b

ｃ ｃ ｃ ｃ

ｃ

ｃ

ａ ａ ａ

b

b

ｃ ｃ

ｃ

ｃ

ａ
ｃ ｃ

ａ

b

b

b

b

ａ
ｃ ｃ

ａ

ｃｃｃｃ

ｃ

ｃ

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、

　　ウェブにかからない場合は補強の必要はない。

１．φ110mm程度で開口が独立している場合

ｃ；D10（上端）

W≦600mm

ａ；かぶり30mm以上
ａt又はａdの大きい方

耐火補強筋
を切断

ｄ

焼抜き栓溶接又は

発射打込みびょう
ﾋﾟｯﾁ

接合部2箇所中間1箇所（大梁）接合部2箇所

［ ］箇所 ［ ］箇所

（小梁） 各谷1箇所

溶接ピッチ（P）：特記無き限り600mm以下とする。

200mm以上
コンクリート

M
ａｔ＝

ｆｔ・ｊ

Ｍ；開口によって生じる隣接スラブの

　　増加曲げモーメント

（150mm以上）

※スペーサーの取り扱いはしておりません。

各メーカーへ問合せしてください。

ａd ： 所要鉄筋サイズ

D19

n

ａd D16

1 2 3

D22 or 2-D16

ｂ）耐火補強筋を切断する場合ａ）溝配筋方法

ｎ ： 切断された耐火補強筋の本数

・耐力補強筋の所要断面積；

EZ50

EZ75

2

ｂａｃ

ｃ
ａ ｄ

ｂａ ｃ

えたりしない。

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

　　・所要配筋量は、ａt 又は ａd の大きい方。

ｃ ｃ

*3 *4 *5 *6

*7

*8

*7

*8

*3 許容スパンは鉄骨梁で支持する場合はその芯間距離とし，RC梁で支持する場合は梁の内法寸法とすること。本表の許容スパンは耐火認定の条件

*4 許容荷重は，スラブ自重（デッキプレート＋コンクリート＋鉄筋）を差引いた数値である。

*5 鉄筋比は，０．２％以上としなければならないので，同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

*6 デッキプレートの梁へののみ込み代を３０ｍｍ以上とすること。端部補強(Ｄ１３以上,Ｌ＝１ｍ)を梁への定着長さ１５０ｍｍで配すること。

*7 スパンが３．４ｍを超える場合は，梁との接合にを頭付きスタッド（径１６ｍｍ以上，ピッチ３００ｍｍ以下）を使用すること。

*8 耐火補強筋（Ｄ１３）をデッキプレートの各溝中央にかぶり４０ｍｍで配すること。

*9 この耐火条件に適合しない場合は，FP060FL-9128あるいはFP120FL-9129（吹付けﾛｯｸｳｰﾙ被覆耐火構造）を適用すること。

種類の記号*1

　 SEｽﾍﾟｰｻｰ       　 SEﾊﾝｶﾞｰ

　 ｴﾝｸﾛ            　 小口ﾌｻｷﾞ

注     記

□

□ □ □

□

□ □ □

□□

□ □ □

□ □

□ □

□

□ □

　 普通      　 軽量１種      軽量２種

□ □

□

□

□ □ □

　 EZ50     EZ75  

　φ6-150  　　φ6-100  　 [                  ]

　 D10-200 　　　 [                            ]

径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合は

アークスポット溶接等による。（焼抜き栓溶接は不要）

 SPW ： 標準溶接径 18mm以上 ※溶接位置等は特記による。

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

（注）

4種の防錆性を有した塗料

　 70       　 80      　 85      　 90

1.2

1.6

板厚(mm) 表面処理 仕様

なし

塗装

めっき  

なし

塗装

めっき

*2

Z12    Z27    K18  

その他[　　　]

*2

Z12    Z27    K18  

その他[　　　]

SDP1T

SDP2G

SDP2

SDP2G

□ □

□ □
*2 JIS K5621(2008)

スーパーＥデッキ

　 95       　 100     　 [ 60       ]

　 18       　 21       　 [   24     ]

---

増築部分　合成デッキ施工要領図

１６３枚の内　０６１号

EZ50，EZ75（参考）
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270 670 2500 1200 2604200 4200

6
0
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0
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4
0

6
0

WY4WY3WY2WY1Y10

GL

6
5
0

3
9
5
0

2
7
0
0

7
3
0
0

1FL

2FL

Ｒ階梁天端

490

190 300 300305

605

4
0

1
0
00

6
5
0

有効細長比　λ

符号 階 λ

1FＣ１

1F

2F

C1

□-250x250x12(BCR295)

C1

□-250x250x12(BCR295)

C2 C2 C2

□-250x250x9(BCR295) □-250x250x9(BCR295) □-250x250x9(BCR295)

H-250x125x6x9(SN400B)

B25 B25G25 G25

WPL-6  HTB-8-M16

FPL-12 HTB-24-M16

1-D13 1-D13

D10@200D10@200

5
1
0

120 120

700 700 700 700

RPL-9

3
0

2
0
d

定
着

長

1
0
0

Ｃ２

ＣＰ

50175 17550

4
5
0 1
7
5

17
5

450

5
0

5
0

RPL-9
（定着長 L=440）

BPL-25
(SN490C)

C2

ABOLT 8-M22(ABR400) L=590

DPL-16(SN490C)

DPL-16(SN490C)

C1

□-250x250x12(BCR295)

ABOLT 4-M12 L=400
5020050

5
0

2
00

5
0

3
00

300
BPL-16
(SS400)

260

12
0

BPL-12  HTB-2-M16

GPL-9 HTB-1-M16

水平ブレース

GPL溶接長80以上

B14

水平ブレース取付詳細

B14

1-M16(JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋違い)

FPL-9 HTB-16-M20

WPL-6  HTB-6-M20

H-350x175x7x11(SN400B)

G35 G35
B20

700 700 700 700
DPL-19(SN490C)

DPL-19(SN490C)
UDPL-16(SN490C)

B20

GPL-9  HTB-2-M16 SPL-9
H-148x100x6x9(SN400B)

B14

1
05
0

2
7
5
0

15
0

1
1
0
4
0

X10 X12X9

265 571

2426 910

2161 339

10045 45

19
0

BPL-19

（定着長 L=320）
ABOLT 2-M16(ABR400) L=440

190 (SS400)

3
9
5
0

3
4
50

2FL

3
5
0

150

H-150x150x7x10(SN400B)H-150x150x7x10(SN400B)

CH CH

B20

H-200x100x5.5x8(SN400B)

B20

Ｒ階梁天端

7
6
0

3
7
8
5

35
0
5

鉛直ブレース
1-M12(JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋違い)

鉛直ブレース
1-M12(JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋違い)

H-150x150x7x10(SN400B)H-150x150x7x10(SN400B)

CH CH

GPL-9 HTB-1-M16

GPL-9 HTB-1-M16

DPL-16(SN490C)

DPL-16(SN490C)

GPL-9 HTB-1-M16

H-150x150x7x10(SS400)
EV吊りビーム

H-200x100x5.5x8(SN400B)

WX1通り架構詳細図　　1/30

57.1

48.4

183.3

100.9

1F

2F

93.4
ＣＨ

１６３枚の内　０６２号

増築部分　鉄骨架構詳細図

Y10(EV)通り架構詳細図　　1/30

1/30
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1/100

職員玄関

昇降口

6
3
7
0

36
4
0

2
7
3
0

14560

10920 1820 1820

7
48
0

36
4
0

2
7
3
0

1
1
1
0

14560

7280 5460 1820

下足棚
カウンター

下
足
棚

スロープ

下足棚

下足棚

図書室

司書室

15773

8190

15773

1820 1820 7280 1820 3033

1
03
1
3

1
8
2
0

5
3
0
7

2
7
3
6

4
50

1
0
5
13

1
8
2
0

6
6
7
3

20
2
0

12132730 3640

書
架

書
架

書架

カウンター

書架 書架

書架 書架 書架

書架

収
納
棚

掃除 収納棚

小上り

１階昇降口平面図　1/100

２階図書室平面図　1/100

湯沸室

ホール ポーチ

4
92
0

1
90

7400

5000 2400

屋外運動場平面図　1/100

5000 2400

1400 3600

普通教室

収
納
棚

黒
板

掲
示
板

収納棚

ロ
ッ
カー

掃
除

ゴ
ミ

7
2
8
0

8190

１階普通教室平面図　1/100

8190

7
2
8
0

印刷室

ラウンジ

職員室

1
7
2
9
0

9
9
6
0

7
3
3
0

1
7
2
9
0

9
9
6
0

3
6
9
0

1
8
2
0

1
8
20

7280

2730 4550

女子更衣室

男子更衣室

掃除

カウンター
作
業
台

総合盤

収
納
棚

収
納
棚

監視・制御盤

収
納
棚

収納棚 上げ下げ黒板行事黒板

改修部分　仮設計画図(参考)

1
1
7
0
0

9
9
0
0

1
8
0
0

59
8
0

1
1
0
90

１階職員室平面図　1/100

搬出入口 資材の搬出入及び作業員の出入口を示す。

出入口

記 号 名 称

仮設計画一覧表

仕 様

床養生 養生シート敷、ベニヤ下地床養生

仮設間仕切壁 石膏ボード　＋　軽量鋼製壁下地　※防塵養生
間仕切

引違い戸　または　片開き戸

復旧すること。

所の清掃を行い、工事中の破損箇所は原形復旧すること。

仮設について

２．仮設間仕切壁は床面や天井面へ留付けてもよいが、既設仕上部分に損傷を与えた場合は原形

３．工事完了後建物引渡し前に施工箇所及び隣接する部分で工事中のホコリ等で影響を与えた箇

１．外部出入口から搬出入口までの経路において、既設床仕上に損傷を与える恐れがある場合は

養生シート敷等の床養生を行うこと。

ホール

床養生

間仕切 間仕切

間仕切 間仕切

間仕切 間仕切

床養生
床養生

ホール

玄関

間
仕

切

間仕切 間仕切

床養生

・壁面の改修を行う部分は、壁面から１ｍ

　の部分の床養生を行う。

・天井面の改修を行う部分は、天井面の真

　下部分の床養生を行う。

その他の床養生について

１６３枚の内　０６３号
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1/100

ＧＢ-Ｒ ：石膏ボード

ＧＢ-Ｄ ：化粧石膏ボード

：シージング(防水)石膏ボードＧＢ-Ｓ

ＳＵＳ ：ステンレス　SUS304(HL)

ＲＶ(Ⅰ)

ＲＶ(Ⅱ)

：ラワン合板完全耐水(タイプⅠ)

：ラワン合板高度耐水(タイプⅡ)

ＳＯＰ ：合成樹脂ペイント(２回塗)

ＥＰ ：艶消合成樹脂エマルションペイント(２回塗)

ＥＰ-Ｇ ：艶有合成樹脂エマルションペイント(２回塗)

ＲＣ

ＣＢ ：コンクリートブロック(Ｃ種)

：鉄筋コンクリート

ＯＳ

ＵＣ

２-ＵＣ

：オイルステン(１回塗)

：１液性ウレタン樹脂ワニス(２回塗)

：２液性ウレタン樹脂ワニス(２回塗)

ＤＰ

ＷＰ

：耐候性塗料(２回塗)

：木材保護着色塗料(３回塗)

凡 例

注）改修後の仕上表は、新設部分のみを記載する。

職員玄関

昇降口

ホール

6
3
7
0

3
6
4
0

2
7
3
0

14560

10920 1820 1820

74
8
0

3
6
4
0

2
7
3
0

1
1
1
0

14560

7280 5460 1820

ホール

ス
ロ

ー
プ

ス
ロ

ー
プ

生徒児童
昇降口 昇降口

職員来客

6
3
7
0

3
6
4
0

2
7
3
0

10920 1820 1820

74
8
0

3
6
4
0

2
7
3
0

1
1
1
0

14560

7280 5460 1820

14560

下
足
棚

下
足
棚

下
足
棚

旗立

昇降口
グラウンド

廊下

下足棚
カウンター

下足棚
カウンター

下
足
棚

踏込

スロープ

下足棚

下足棚

傘立 傘立 傘立

内 部 仕 上表

木 部 塗 装天 井 高廻 り 縁 等天 井壁巾 木 等床室 名種別 備 考階棟

職 員 玄 関

昇 降 口

ホ ー ル

ホ ー ル

改
修
前

１

階

Ｒ
Ｃ
校
舎
棟

改
修
後

生 徒 児 童

昇 降 口

職 員 来 客

昇 降 口

グラウン ド

昇 降 口

廊 下

150角床用タイル(撤去)

150角床用タイル(既設保持)

タイル下地モルタル(既設保持)

土間コンクリート下地(既設保持)

複合フローリングt13(部分撤去)

合板t12(部分撤去)

鋼製束組下地(撤去部分撤去)

タイル下地モルタル(部分撤去)

土間コンクリート下地(部分撤去)

張物下地モルタルt30

増打コンクリート下地t120

土間コンクリート下地t120

土間コンクリート下地t120

タイル下地モルタルt30

タイル下地モルタルt30

150角屋外床用タイル(磁器質無釉)

150角屋外床用タイル(磁器質無釉)

下足棚(撤去)

CH3170

CH3170

CH3170

CH3170

CH3170

CH3020

CH3020

CH3020

上り框：御影石製(本磨き仕上)W100×H150、付框：御影石製(本磨き仕上)t20×H150

上り框：御影石製(本磨き仕上)W100×H150、付框：御影石製(本磨き仕上)t20×H150

ビニルクロス(撤去)

ビニルクロス(撤去)

ＧＢ-Ｒt12.5(部分撤去)

ＧＢ-Ｒt12.5(既設保持)

見切縁：木製H100(既設保持)

巾木：木製H100(既設保持)

見切縁：木製H100(部分撤去)

巾木：木製H100(部分撤去)

ビニルクロス(撤去)

ＧＢ-Ｒt12.5(既設保持)

ビニルクロス(ＡＡ級)

ビニルクロス(ＡＡ級)

躯体コンクリート下地(部分新設)

躯体コンクリート下地(部分新設)

ビニルクロス(ＡＡ級)

ビニルクロス(ＡＡ級)

ロックウール吸音板t15(部分撤去)

ＧＢ-Ｒt9.5(部分撤去)

ロックウール吸音板t9、ＧＢ-Ｒt9.5(下張)

軽量鋼製天井下地(部分撤去)

軽量鋼製天井下地(撤去)

軽量鋼製天井下地(撤去)

ロックウール吸音板t15(撤去)

ＧＢ-Ｒt9.5(撤去)

ロックウール吸音板t15(撤去)

ＧＢ-Ｒt9.5(撤去)

ロックウール吸音板t9、ＧＢ-Ｒt9.5(下張)

ロックウール吸音板t9、ＧＢ-Ｒt9.5(下張)

ロックウール吸音板t9、ＧＢ-Ｒt9.5(下張)

ロックウール吸音板t9、ＧＢ-Ｒt9.5(下張)

下足棚(撤去)、御影石製上り框(撤去)、木製丸柱(撤去)

腰下壁：縦張桧羽目板(部分撤去)、躯体コンクリート間仕切壁(部分撤去)

改修前１階平面図　1/100 改修後１階平面図　1/100

直張複合フローリングt13

直張複合フローリングt13

木胴縁組下地(既設保持)

木胴縁組下地(部分撤去)

木胴縁組下地(既設保持)

下足棚(製作品)

ＧＢ-Ｒt12.5(部分新設)

ＧＢ-Ｒt12.5(部分新設)

ＧＢ-Ｒt12.5(部分新設)

ＧＢ-Ｒt12.5(部分新設)

廻り縁：木製H45(既設保持)

廻り縁：木製H45(既設保持)

廻り縁：木製H45(既設保持)

見切縁：木製H100(部分撤去)

巾木：木製H100(部分撤去)

下足棚・旗立(製作品)

軽量鋼製天井下地(LGS25)

軽量鋼製天井下地(LGS25)

軽量鋼製天井下地(LGS25)

軽量鋼製天井下地(LGS25)

軽量鋼製天井下地(LGS25)

格子：桧材W40×H120＠190　ＵＣ塗

格子：桧材W40×H120＠190　ＵＣ塗

格子：桧材W40×H120＠190　ＵＣ塗

格子：桧材W40×H120＠190　ＵＣ塗

格子：桧材W40×H120＠190　ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

ＵＣ塗

踏込床：屋外用複層ビニル床シートt2.0、面付床見切：ＳＵＳ製W35×t1.5

腰下壁：縦張桧羽目板(本実加工品)t12×W150　ＵＣ塗

腰下壁：縦張桧羽目板(本実加工品)t12×W150　ＵＣ塗

腰下壁：縦張桧羽目板(本実加工品)t12×W150　ＵＣ塗

腰下壁：縦張桧羽目板(本実加工品)t12×W150　ＵＣ塗

下
足
棚

下
足
棚

見切縁：桧材H100　ＵＣ塗

見切縁：桧材H100　ＵＣ塗

巾木：桧材H100　ＵＣ塗

巾木：桧材H100　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H45　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H45　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H45　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H45　ＵＣ塗

見切縁：桧材H100　ＵＣ塗

見切縁：桧材H100　ＵＣ塗

巾木：桧材H100　ＵＣ塗

巾木：桧材H100　ＵＣ塗

改修部分　昇降口平面図・仕上表

１６３枚の内　０６４号

構造用合板t12、張物下地モルタルt30

既設鋼製束組下地、土間コンクリート下地t120
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設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計

縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺

図　名図　名図　名図　名図　名図　名図　名

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計

年月日年月日年月日年月日年月日年月日年月日

番　号番　号番　号番　号番　号番　号番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)

1/501/501/501/501/501/501/50

凡　例凡　例凡　例凡　例凡　例凡　例凡　例

展開記号展開記号展開記号展開記号展開記号展開記号展開記号 ２２２２２２２

３３３３３３３

４４４４４４４

１１１１１１１

(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。
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すのこすのこすのこすのこすのこすのこすのこ

すのこすのこすのこすのこすのこすのこすのこ

傘立傘立傘立傘立傘立傘立傘立

床仕上撤去(下地含む全て)床仕上撤去(下地含む全て)床仕上撤去(下地含む全て)床仕上撤去(下地含む全て)床仕上撤去(下地含む全て)床仕上撤去(下地含む全て)床仕上撤去(下地含む全て)

床仕上撤去(鋼製束下地・合板残し)床仕上撤去(鋼製束下地・合板残し)床仕上撤去(鋼製束下地・合板残し)床仕上撤去(鋼製束下地・合板残し)床仕上撤去(鋼製束下地・合板残し)床仕上撤去(鋼製束下地・合板残し)床仕上撤去(鋼製束下地・合板残し)

改修前１階平面詳細図　1/50改修前１階平面詳細図　1/50改修前１階平面詳細図　1/50改修前１階平面詳細図　1/50改修前１階平面詳細図　1/50改修前１階平面詳細図　1/50改修前１階平面詳細図　1/50
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土間コンクリート撤去土間コンクリート撤去土間コンクリート撤去土間コンクリート撤去土間コンクリート撤去土間コンクリート撤去土間コンクリート撤去

床仕上撤去(土間コンクリート残し)床仕上撤去(土間コンクリート残し)床仕上撤去(土間コンクリート残し)床仕上撤去(土間コンクリート残し)床仕上撤去(土間コンクリート残し)床仕上撤去(土間コンクリート残し)床仕上撤去(土間コンクリート残し)
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カッター入れカッター入れカッター入れカッター入れカッター入れカッター入れカッター入れ

カッター入れカッター入れカッター入れカッター入れカッター入れカッター入れカッター入れ

躯体コンクリート撤去躯体コンクリート撤去躯体コンクリート撤去躯体コンクリート撤去躯体コンクリート撤去躯体コンクリート撤去躯体コンクリート撤去

アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去

アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去

アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去アルミ製建具撤去

木造内壁撤去(断熱材残し)木造内壁撤去(断熱材残し)木造内壁撤去(断熱材残し)木造内壁撤去(断熱材残し)木造内壁撤去(断熱材残し)木造内壁撤去(断熱材残し)木造内壁撤去(断熱材残し)

カウンター・下足棚は撤去しないカウンター・下足棚は撤去しないカウンター・下足棚は撤去しないカウンター・下足棚は撤去しないカウンター・下足棚は撤去しないカウンター・下足棚は撤去しないカウンター・下足棚は撤去しない

建具・家具等撤去建具・家具等撤去建具・家具等撤去建具・家具等撤去建具・家具等撤去建具・家具等撤去建具・家具等撤去

改修部分　昇降口平面詳細図(１)改修部分　昇降口平面詳細図(１)改修部分　昇降口平面詳細図(１)改修部分　昇降口平面詳細図(１)改修部分　昇降口平面詳細図(１)改修部分　昇降口平面詳細図(１)改修部分　昇降口平面詳細図(１)

１６３枚の内　０６５号１６３枚の内　０６５号１６３枚の内　０６５号１６３枚の内　０６５号１６３枚の内　０６５号１６３枚の内　０６５号１６３枚の内　０６５号



高　　　山　　　市高　　　山　　　市高　　　山　　　市高　　　山　　　市高　　　山　　　市高　　　山　　　市高　　　山　　　市

設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計

縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺

図　名図　名図　名図　名図　名図　名図　名

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計

年月日年月日年月日年月日年月日年月日年月日

番　号番　号番　号番　号番　号番　号番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)
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(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。
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ＧＢ-Ｒ ：石膏ボード

ＧＢ-Ｄ ：化粧石膏ボード

：シージング(防水)石膏ボードＧＢ-Ｓ

ＳＵＳ ：ステンレス　SUS304(HL)

ＲＶ(Ⅰ)

ＲＶ(Ⅱ)

：ラワン合板完全耐水(タイプⅠ)

：ラワン合板高度耐水(タイプⅡ)

ＳＯＰ ：合成樹脂ペイント(２回塗)

ＥＰ ：艶消合成樹脂エマルションペイント(２回塗)

ＥＰ-Ｇ ：艶有合成樹脂エマルションペイント(２回塗)

ＲＣ

ＣＢ ：コンクリートブロック(Ｃ種)

：鉄筋コンクリート

ＯＳ

ＵＣ

２-ＵＣ

：オイルステン(１回塗)

：１液性ウレタン樹脂ワニス(２回塗)

：２液性ウレタン樹脂ワニス(２回塗)

ＤＰ

ＷＰ

：耐候性塗料(２回塗)

：木材保護着色塗料(３回塗)

凡 例

注）改修後の仕上表は、新設部分のみを記載する。
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ビニルクロス(撤去)

内 部 仕 上表

木 部 塗 装天 井 高廻 り 縁 等天 井壁巾 木 等床室 名種別 備 考階棟

１

階

Ｒ
Ｃ
校
舎
棟

職 員 室

湯 沸 室

改
修
後

改
修
前

男子更衣 室

女子更衣 室

職 員 室

職 員 室

床暖房用複合フローリングt13(撤去)

鋼製束組下地(撤去)

鋼製束組下地(撤去)

合板t12(撤去)

合板t12(撤去)

合板t12(撤去)

複合フローリングt13(撤去)

複合フローリングt13(撤去)

複合フローリングt13(撤去)

（ 既 設 ）

（ 増 設 ）

鋼製束組下地(撤去)

樹脂製ＯＡフロアH50、構造用合板t24

タイルカーペットt6.5

タイルカーペットt6.5

樹脂製ＯＡフロアH50、構造用合板t24

タイルカーペットt6.5

樹脂製ＯＡフロアH50、構造用合板t9

木大引＋鋼製束組下地

木大引＋鋼製束組下地

巾木：木製H100(既設保持)

見切縁：木製H100(既設保持)

巾木：塩ビ製H75(撤去)

ラ ウ ン ジ

印 刷 室

巾木：塩ビ製H75(撤去)

ＧＢ-Ｒt12.5(既設保持)

木胴縁組下地(既設保持)

見切縁：木製H100(部分撤去)

巾木：木製H100(部分撤去)

ビニルクロス(撤去)

ビニルクロス(撤去)

ビニルクロス(撤去)

ビニルクロス(ＡＡ級)

キッチン廻り：メラミン化粧板t3目透張(目地シール)

ＧＢ-Ｒt12.5(部分撤去)

ＧＢ-Ｒt12.5(部分撤去)

ＧＢ-Ｒt12.5(部分撤去)

軽量鋼製天井下地(既設保持)

ＧＢ-Ｄ(ジプトーン)t9.5(撤去)

ＧＢ-Ｄ(ジプトーン)t9.5(撤去)

ロックウール吸音板t9

ＧＢ-Ｒt9.5

軽量鋼製天井下地(LGS19)

ロックウール吸音板t9

ＧＢ-Ｒt9.5

軽量鋼製天井下地(LGS19)

廻り縁：塩ビ製(撤去)

廻り縁：塩ビ製(撤去)

CH3020

CH2700

CH2700

CH2400

CH3020

可動間仕切壁(既製品)

鋼製束組下地(既設保持)

床暖房ヒーター・蓄熱材・硬質ウレタン(撤去)

作業台・収納棚(撤去)

キッチン類・収納棚・カウンター(撤去)

転ばし木根太(撤去)、合板t12(既設保持)

軽量鋼製天井下地(撤去)

軽量鋼製天井下地(撤去)

軽量鋼製天井下地(撤去)

収
納
棚

収納棚

掃
除

木胴縁組下地(部分撤去)

木胴縁組下地(部分撤去)

木胴縁組下地(部分撤去)

総
合
盤

分
電
盤

ロックウール吸音板t9(撤去)

廻り縁：木製H45(既設保持)

収納棚 上げ下げ黒板行事黒板

CH3020

一部CH2700

CH3020

一部CH2700

腰下壁：縦張桧羽目板(撤去)

腰下壁：縦張桧羽目板(撤去)

ＧＢ-Ｒt12.5(部分新設)

ＧＢ-Ｒt12.5(部分新設)

ビニルクロス(ＡＡ級)、ＧＢ-Ｒt12.5(部分新設)

ロックウール吸音板t9(撤去)

廻り縁：木製H45(撤去)

掃除具入(撤去)、ＦＦストーブ(移設再設置)

ビニルクロス(ＡＡ級)、ＥＰボード＋掲示クロス ロックウール吸音板t9

ＧＢ-Ｒt9.5

上げ下げ行事白板(製作品)、収納棚(製作品)

上
げ
下
げ
行
事
白
板

収
納
棚

ＵＣ塗

ＵＣ塗

腰下壁：縦張桧羽目板(本実加工品)t12×W150　ＵＣ塗

3880 3400

見切縁：桧材H100　ＵＣ塗

見切縁：桧材H100　ＵＣ塗

見切縁：桧材H100　ＵＣ塗

巾木：桧材H100　ＵＣ塗

巾木：桧材H100　ＵＣ塗

巾木：桧材H100　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H45　ＵＣ塗

廻り縁：桧材H45　ＵＣ塗

改修部分　職員室平面図・仕上表

１６３枚の内　０６８号



高　　　山　　　市高　　　山　　　市高　　　山　　　市高　　　山　　　市高　　　山　　　市高　　　山　　　市高　　　山　　　市

設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計

縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺

図　名図　名図　名図　名図　名図　名図　名

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計

年月日年月日年月日年月日年月日年月日年月日

番　号番　号番　号番　号番　号番　号番　号

有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀有限会社アブ･デザイン　一級建築士　大臣登録　第284116号　栗本智秀

令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月令和８年　３月

朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)朝日・高根義務教育学校(仮称)整備工事(建築)
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ラウンジラウンジラウンジラウンジラウンジラウンジラウンジ

(+650)(+650)(+650)(+650)(+650)(+650)(+650)

職員室職員室職員室職員室職員室職員室職員室

(+650)(+650)(+650)(+650)(+650)(+650)(+650)

印刷室印刷室印刷室印刷室印刷室印刷室印刷室
男子更衣室男子更衣室男子更衣室男子更衣室男子更衣室男子更衣室男子更衣室 女子更衣室女子更衣室女子更衣室女子更衣室女子更衣室女子更衣室女子更衣室 (+650)(+650)(+650)(+650)(+650)(+650)(+650)
(+650)(+650)(+650)(+650)(+650)(+650)(+650) (+650)(+650)(+650)(+650)(+650)(+650)(+650)

ブラインド撤去(全て)ブラインド撤去(全て)ブラインド撤去(全て)ブラインド撤去(全て)ブラインド撤去(全て)ブラインド撤去(全て)ブラインド撤去(全て)

凡　例凡　例凡　例凡　例凡　例凡　例凡　例

展開記号展開記号展開記号展開記号展開記号展開記号展開記号 ２２２２２２２

３３３３３３３

４４４４４４４

１１１１１１１

(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。(　)内は設計ＧＬを±0とした床仕上面までの高さを示す。
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廊 下廊 下廊 下廊 下廊 下廊 下廊 下

床仕上撤去(鋼製束下地・合板残し)床仕上撤去(鋼製束下地・合板残し)床仕上撤去(鋼製束下地・合板残し)床仕上撤去(鋼製束下地・合板残し)床仕上撤去(鋼製束下地・合板残し)床仕上撤去(鋼製束下地・合板残し)床仕上撤去(鋼製束下地・合板残し)

床仕上撤去(下地含む全て)床仕上撤去(下地含む全て)床仕上撤去(下地含む全て)床仕上撤去(下地含む全て)床仕上撤去(下地含む全て)床仕上撤去(下地含む全て)床仕上撤去(下地含む全て)

改修前１階平面詳細図　1/50改修前１階平面詳細図　1/50改修前１階平面詳細図　1/50改修前１階平面詳細図　1/50改修前１階平面詳細図　1/50改修前１階平面詳細図　1/50改修前１階平面詳細図　1/50

(機械設備工事)(機械設備工事)(機械設備工事)(機械設備工事)(機械設備工事)(機械設備工事)(機械設備工事)
ブラインド撤去(全て)ブラインド撤去(全て)ブラインド撤去(全て)ブラインド撤去(全て)ブラインド撤去(全て)ブラインド撤去(全て)ブラインド撤去(全て) 総合盤移設(電気設備工事)総合盤移設(電気設備工事)総合盤移設(電気設備工事)総合盤移設(電気設備工事)総合盤移設(電気設備工事)総合盤移設(電気設備工事)総合盤移設(電気設備工事)ＦＦストーブ移設ＦＦストーブ移設ＦＦストーブ移設ＦＦストーブ移設ＦＦストーブ移設ＦＦストーブ移設ＦＦストーブ移設掃除具入移設掃除具入移設掃除具入移設掃除具入移設掃除具入移設掃除具入移設掃除具入移設

ＦＦストーブ(移設)ＦＦストーブ(移設)ＦＦストーブ(移設)ＦＦストーブ(移設)ＦＦストーブ(移設)ＦＦストーブ(移設)ＦＦストーブ(移設)

木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去

木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去

木製建具撤去木製建具撤去木製建具撤去木製建具撤去木製建具撤去木製建具撤去木製建具撤去 木製建具撤去木製建具撤去木製建具撤去木製建具撤去木製建具撤去木製建具撤去木製建具撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去木造間仕切壁撤去

建具・家具・衛生器具等撤去建具・家具・衛生器具等撤去建具・家具・衛生器具等撤去建具・家具・衛生器具等撤去建具・家具・衛生器具等撤去建具・家具・衛生器具等撤去建具・家具・衛生器具等撤去

改修部分　職員室平面詳細図(１)改修部分　職員室平面詳細図(１)改修部分　職員室平面詳細図(１)改修部分　職員室平面詳細図(１)改修部分　職員室平面詳細図(１)改修部分　職員室平面詳細図(１)改修部分　職員室平面詳細図(１)

１６３枚の内　０６９号１６３枚の内　０６９号１６３枚の内　０６９号１６３枚の内　０６９号１６３枚の内　０６９号１６３枚の内　０６９号１６３枚の内　０６９号

洗い出しモルタル・土間コンクリート撤去洗い出しモルタル・土間コンクリート撤去洗い出しモルタル・土間コンクリート撤去洗い出しモルタル・土間コンクリート撤去洗い出しモルタル・土間コンクリート撤去洗い出しモルタル・土間コンクリート撤去洗い出しモルタル・土間コンクリート撤去
周囲カッター入れ周囲カッター入れ周囲カッター入れ周囲カッター入れ周囲カッター入れ周囲カッター入れ周囲カッター入れ
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